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（午前９時 28 分　開議） 

○委員長（田中博晃君）ただ今の出席委員

は７人で全員であります。 

　これより令和７年度予算審査特別委員会

を開会いたします。 

　本委員会に付託された案件は、議案第 10

号から議案第 19 号までの令和７年度各会計

予算 10 件であります。これの審査を願いま

す。 

　これより議事に入ります。 

　審査の進行方法について　ですが、本日

の審査は、議案第 10 号　一般会計予算とし、

二日目、３月 10 日（月）は議案第 11 号か

ら議案第 16 号までの各特別会計予算の審査

を、最終日３月 11 日（火）は議案第 19 号　

病院事業会計、議案第 17 号　水道事業会計、

議案第 18 号　下水道事業会計の順で審査を

行うことといたします。 

　なお、本日の審査において未了部分があ

る場合、二日目は、その未了部分から審査

することとし、また、二日目の審査におい

て未了部分がある場合、最終日、下水道事

業会計の審査終了後に、その未了部分を審

査することといたします。 

　この際、申し添えます。 

　質疑の際、発言者はページを、答弁者は

職名を申し述べてください。委員並びに答

弁者とも必ずマイクを使用し、発言が終わ

ればスイッチを切ってください。質疑は一

問一答でお願いいたします。 

　なお、一般会計の歳入歳出全般での質疑

は一般会計全般に係わる質疑を想定してい

ますので、質疑を終えた款に遡って質疑す

ることは極力お控えください。 

　ご協力よろしくお願いいたします。 

 

○委員長（田中博晃君）それでは、議案第

10 号　令和７年度橋本市一般会計予算につ

いて　を議題といたします。 

  

１　議案第 10 号　令和７年度橋本市一般会

計予算について 

　これより質疑を行います。令和７年度予

算説明書をお開きください。 

　便宜、事項別明細書により、歳出から款

別に行います。59 ページをお開き願います。 

　まず、１款　議会費　59 ページから 62 ペ

ージまで質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

１款を終わります。 

　次に、２款　総務費　61 ページから 112

ページまで、質疑ありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）84 ページの免許返納

のやつかな。18 負担金補助及び交付金の中

の地域通貨交付事業負担金のとこですね、

273 万円っていうやつです。資料の方は 18

ページになってまして、免許返納促進事業

っていうことになってるんですけども。こ

れはハシモのポイントが、免許返納した人

につくっていうことで、これは何人に対し

て何ポイントを予定されているのかという

ことと、どんな形でポイントがつくのか。

その辺を教えてください。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）おはようご

ざいます。よろしくお願いします。 

　ただ今おただしの件につきましてお答え

させていただきます。地域通貨交付事業負

担金としまして、高齢者の免許返納支援事

業といたしまして、免許返納を自主的に返

納される機会の提供をするとともに高齢者

の運転による交通事故減少をさせるための

目的としまして、65 歳以上で免許返納され

た方に対して、地域通貨であるハシモの１

万ポイントを付与するものでございます。

それで、経費につきましては、令和５年度、

橋本管内かつらぎ管内で免許返納された方

が 275 名おられましたので、その分の１万

ポイントということで 273 万円を予算計上

させていただいております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）わかりました。 
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　自主返納されてっていうことで、よく市

民さんから、運転にちょっと自信がなくな

ってきたから返納しようか迷ってるって言

われて。でも、返納してしまったら、あと、

足がないというか、返納するにしても、ど

っかお出かけいったりするのに、足がない

ということで。いや、こういうポイントを

つけるのはすごくいいと思うんですけれど

も、後のね、コミュニティバスを利用する

とか、デマンドタクシーとか身内の方で乗

せてもらえる方がいてたらいいんですけど

も、そうでない方に関して、そういう方に

免許返納したと同時に、こういうサービス

がありますよとかっていうことを、ちょっ

と教えていただきたいというか、移動支援

とかも最近は地域でされたりとかしてると

思うんですけども、コミュニティバスとか

も、時刻表とかっていうことで、そういう

質問があった場合は、いろいろと調べてい

ただいて、この地域やったらこのバス、コ

ミュニティバスがありますよとか、これに

乗り換えたらここまでいきますよみたいな、

丁寧にはやっていただいてるんですけども、

その返納時に、そういう不安を払拭するよ

うな案内というか情報提供みたいなことは

されてるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）お答えさせ

ていただきます。 

この新規事業でなっておりますので免許

返納のポイントをつけるために絶対来庁を

してもらう必要がございますので、そのと

きにそういう案内をさせていただきたいと

思います。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところで、高齢

者の交通事故の減少を図りますという目的

なんですけれども、昨年度の 65 歳以上の橋

本市民の高齢者の交通事故に遭われた方の

人数というのはわかりますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）令和５年度

なんですけども、高齢者に対する件数、人

身事故の件数なんですけど 30 件となってお

ります。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）おはようございます。

３日間よろしくお願いしときます。 

　同じとこなんですけども。１万ポイント

を付与するということなんですけど、1万ポ

イントっていう、ポイント数ですけども、

決めた根拠って言うんか、それを説明お願

いします。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）他市の状況

も見させていただいて積算をさせていただ

いたんですけども、田辺市で 5,000 円を支

給とか、他のところでそういう 5,000 円程

度っていうところが多かったんですけども、

この事業に関してはもう 5,000 円じゃちょ

っと少なすぎるということで１万程度必要

かなということで算出させていただいてお

ります。 

○委員長（田中博晃君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）少し補足さ

せていただきますと、免許返納時にはコス

トがかかるっていうふうに聞いてます。申

請するのに 1,100 円かかるということで聞

いてます。残った分っていうんですかね、

については、先ほど板橋委員の方からもお

話ございましたが、コミュニティバス等を

活用していただくための、ハシモでは当然

利用は今はできないんですけれども、コミ

ュニティバスを活用していただけるだけの

財源にしていただくというような意味合い

で、１万ポイントというふうに設定してお

ります。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）先ほどの室長の説明

を聞いてみますと、大体 5,000 円が多いと

いうことだとお聞きしたんですけども。

5,000 円が多いのに 1 万ポイントつけるって

いうのは財政厳しい中で、それ相応の理由

があると思うんですけど、説明お願いしま

す。 
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○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）財政は厳し

いんですけども、この高齢者免許返納に関

しては住民の方からも何か支援をして欲し

いという声がたくさんございますので、そ

れで予算厳しい中ですが、１万ポイントと

いうことで、今回はさせていただきたいと

思っております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）おはようござ

います。関連です。 

273 万円なんですけれども、この人数がオ

ーバーしたら、ずっとその、返納された人

の数だけこのポイントをつけるのかってい

うことが 1 点と、返納したらこういうポイ

ントがつきますよっていう周知方法はどの

ようにされるのかその二点だけお答えくだ

さい。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）お答えさせ

ていただきます。 

　まず一点目の、予算が超えればどうする

かということなんですけども、財政状況も

あるんですが、補正予算を要求していきた

いなと思っております。 

　それと、周知方法なんですけども、ホー

ムページとか広報で、そういうのはもちろ

んのことなんですが、免許返納に対するチ

ラシを作成させていただきまして、かつら

ぎ警察とか、はしもと警察署にもそれを置

いていただきまして、免許返納をされた方

に対してチラシを配っていただくとかとい

う方法も考えておりますので、周知を徹底

していきたいと考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところで、これ

って、これから社会問題になっていくもの

だと思うんですけど、例えばこの市長が 65

歳以上ですかね。市長がそこ先頭を切って

返した、これからの高齢化社会迎えるにあ

たって、市長やっぱり秘書持たれて、公務

であればドライバーもつく状態ですので、

こういう方は返す。ドライバーがいる方で

返さないのに、普通の民間の人が返すって

なかなか難しいと思うので、ここは市長が

先頭切って返したりするとすごく全国的に

もニュースになるんじゃないかと思うんで

すけど、この辺のお考えてお聞かせ願いま

すか。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）私もすべてが公務じ

ゃないんで、私的にも現在は運転をしてま

す。 

公務のときも、例えば、秘書がずっと休

みがないっていうときには、自分で行くと

きもありますし。この目的はあくまで、や

はり高齢者の安全対策もあるんですけど、

家族の方も非常に、85 を超えたりすると免

許持ってると心配されるんで。そういう予

算つけたんで、できるだけもう危ない人は

免許を返納しましょうっていうふうなこと

も、事前の運動も含めた形を考えてます。 

予算をオーバーしたらつけていきますし、

私もいつまでも市長やってるわけじゃない

んで。市長辞めてまた車の免許取りに行け

って言われても、金ばっかりかかって大変

なんで、そこはまた、はい。 

とにかく安全対策と、そういう早く免許、

危ない、自覚してない人もたくさんいてる

んで、家族に勧められたら免許を返してい

きましょうというふうな運動にでもなって

いけばと思ってます。 

○委員長（田中博晃君）ほか、この地域交

通関係。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）おはようございます。 

先ほどどう周知していくかっていうところ

で、チラシを作ってというふうにおっしゃ

ったんですけれども。ここのところで見た

ら印刷費っていうのがなくって、それはど

この部分から出す費用になるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）印刷費に関

してはどこかの業者に頼むんではなくって、

自前で作らしていただいてそれを配布する

形で考えております。 
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○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）細かくてすみません。 

　要するにこの交通安全推進に要する経費

の中でするっていうことだと思うんですけ

ど、項目でいったらどこにあたるんでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）交通安全推

進費に要する経費の中の、需用費の中の消

耗品っていうところがございますので、そ

ちらの方で対応させていただきたいと思い

ます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）私もちょっと

細かいことですね。これは開始月というか、

いつから始められるんですか。４月１日か

ら始められるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）広報の関係

もございますので、４月に広報させていた

だいて６月ぐらいからさせていただきたい

なと思っております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）そうしますと、

４月に広報出して６月からしますってなり

ますよね。よく４月に返納した人とかはっ

ていうその問題が出てくるのですが、その

措置はされるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）６月に実施

はするんですけども、４月１日でされた方

に対してもＨａｓｈｉ－Ｍｏ（ハシモ）ポ

イントはつくようにさせていただきます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）これ高齢者の方がハ

シモ使いにくいって一般質問でもあったん

ですけど、このハシモの、携帯持たれてな

い方に、カードなんですけど、カードをわ

ざわざまた市役所で作ってきてもらって、

使う店舗がないっていうまた話がまた来る

んですけど。例えばコミバスの定期券を半

年分渡すとか、何かそういうのでいいんじ

ゃないかなと思ったんすけど、なぜこのハ

シモポイントにこだわったのかだけ教えて

ください。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）本市でもハ

シモの普及というところも進めております

ので、この免許返納をするときに、ハシモ

ポイントつくんやったらしようというとこ

ろもあると思いますので、そこのところも

勘案して進めております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。特に免許返納関係先にやってしまいま

すけれども。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）すみません。周知の

仕方なんですけど、広報とホームページっ

てのを聞かせていただいたんですけども。

広報やっぱりちゃんと見とる人見てない人

いてると思うんですけどね。回覧とかでそ

んなんで、紙としてまわしたりとかそんな

んはしないんですか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）その辺もな

かなか周知ができないってことになれば、

まずは広報させていただくんですけども、

区長連合会とも相談をさせていただきまし

て、そういう要望も出てきた場合には、改

善の方も考えていきたいと考えております。 

○委員長（田中博晃君）免許返納関係大丈

夫ですか。 

　それでは、ほかの項目、総務費ございま

すか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）市制 20 周年記念で 68

ページの 000206 の 12 の委託料で映像作成

委託料 100 万円ってあるんですけども。ど

ういった映像を、どう、誰を対象に、どう

いう映像を作られようとしてるのかだけお

聞かせください。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）すみません。

こちらなんですけれども、令和８年の１月

の 25 日に 20 周年の記念式典を開催させて

いただこうと考えております。 
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その中で、今までメディアさんが撮った映

像とかを活用しまして、それを合併当初か

らの映像を繋ぎ合わせて、来ていただいた

市民の方、来賓の方に見ていただくのと同

時に、その映像をホームページとかYouTube

を利用しまして、ホームページやLINEとか

フェイスブックでいろんな方に見ていただ

くようにさせていただこうと考えておりま

す。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それは 20 周年を迎え

ましたっていうことの広報だけですよね。

そういう目的で流す作る。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）20 周年を迎

えたことをお祝いすることも含めて、橋本

市のいろんな魅力の方をＰＲしていこうと

考えております。 

橋本市民をＰＲしましたりとか、橋本市

産の地場産品をＰＲしながら、今までの振

り返りをさせていただきたいと考えており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）同じとこなんですけ

れども。映像作成委託料については、秘書

広報課でするんで、広報担当もおられると

思うんです。やっぱり財政厳しい中こうい

うところは、なかなか節減して自分らでで

きないかなっていう。なぜ委託までしてま

で作らないのかなと。今の説明を聞いてみ

ますと、もう自前で十分できるんちゃうか

なという気がするんですけど、その点どう

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）橋本市政 20

周年のコンセプトは、過去未来現在ってい

うことで振り返るっていうところもありま

して、過去の動画とかの映像っていうのは

秘書広報課では持っておりませんので、そ

ちらの映像も利用しながら、式典の方で流

させていただきたいと考えております。 

　広報の係の方で別途、自分たちで作らせ

ていただいた映像を二部の方で、いろんな

市民さんとか、地域の方を登場していただ

いた映像を流させていただく計画を立てて

おります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）そしたらこの委託料

なんですけども。何社の見積もり取ってこ

の金額に設定されたんですか。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）1 社取らせて

いただいてるんですけれども、今度の本見

積もりのときには、登録されてる業者すべ

てのところで、対象となる業者の方で取ら

せていただく予定にさせていただきます。

よろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）一番上の 206 なんで

すけど、20 周年に要する経費。市長も前に、

こんなことしたいなっていうのを大体イメ

ージ浮かばしてもうたんですけど、具体的

にどんな感じで、どういった催しをする予

定とかわかりますか。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）まず、主な

事業としまして、記念式典を令和８年１月

25 日に行います。 

　続きまして、市内小中学生による音楽祭

の方を、11 月 27 日にアザレアの方で開催さ

せていただきます。小中学生による演奏や

合唱の発表会を予定しております。 

　続きまして 12 月 19 日なんですけれども、

ＮＨＫの上方演芸会の方を申し込んでおり

ましてそれが、当選して開催予定となって

おります。４組の漫才師による講演で公開

録音を予定しております。 

　橋本市制 20 周年市民提案事業補助金もさ

せていただく予定にしておりまして、市民

団体枠と高校生枠をつくりまして、それぞ

れ 20 周年記念事業を盛り上げて、主体的に

実施していただける事業を募集する予算を
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500 万円予算計上しております。そのうち、

市民提案事業を 400 万、高校生提案事業を

100 万としております。 

そのほか、記念品としてノベルティーを

作成して、こどもまつり、サマーボール、

まっせで配布したりとか、式典とかの記念

事業で、地場産品を利用したハンカチなど

を配布させていただく予定と、あと市民課

さんにおきましては、市制 20 周年を記念し

てのオリジナルの婚姻届を準備していただ

いているところです。あと、本市職員で結

成された地域活性化ロックンロールバンド

ザ★太郎さんズが、20 周年記念曲を制作し

ていただきましたので、４月１日にお披露

目させていただこうと考えております。 

　主な事業は、以上になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかに 20 周年関連

で質問ございませんか。 

　それでは、それ以外の総務費の部分で。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じく 70 ページのイ

ンナープロモーション充実事業ということ

で、000210 のホームページ作成委託料です

かね。はぴもとを充実させて本市の子育て

魅力を伝えますということで、ホームペー

ジ作成委託料 202 万円ですけれども、これ

長計にも確か閲覧回数目標に載ってると思

うんですけども、現在の閲覧数と、これ 200

万円を投じて何回にしたいっていう回数が

もしあればお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）令和５年度

で、５万 3,310 の年間閲覧者数がございま

す。目標数につきましては、７万 8,000 を

目標としております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）今、皆さんご存じだ

と思うんすけど、ホームページよりも、何

かインスタとか、そういうＳＮＳの方が、

何か子育てに特化してアップしていくと、

すごくフォロワーが伸びていくっていう特

性があるんですけども。こっちの分野に投

じるものはなくてホームページのあくまで

作成委託料の方に特化して広報していくと

いうそういうことでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）ホームペー

ジの方に特化しての改良となります。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）あと、要望なんです

けども、今はぴもとのホームページ見たら、

更新してやってくれてはるんですけども、

よく何人このページに来てくれてますって

いうカウンターがよくついてるんですけど

も、実際今これないので、我々としては何

人来てくれはるんかなっていうのは、見や

すいようにそういうカウンター機能ももし

よければ、つけていただければ助かります。

要望でいいです。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）10 ページの 000210 の、

委託料の市勢要覧作成委託料なんですけど。 

これも毎回様式は決まったもんやと思いま

すけども、ボリューム的には結構なボリュ

ームだと思うんですけど。これ自前ででき

ないんですか。400 万かかってますけど。 

○委員長（田中博晃君）秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中村倫子君）全ページの

方なんですけれども、カラーページとか、

させていただいて。配布先なんですけれど

も報道機関とか関係自治体図書館とか、行

政視察に来られる方とか、企業誘致の訪問

のときにも利用させていただきたく感じて

おりますので、その専門の業者の方でして

いただきたいと考えております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）資料のほうは 19 ペー

ジの新規で期日前投票所運営支援事業って

いうのが 106 ページの 12 の委託料、期日前

投票運営支援委託料ってことで 361 万 7,000

円と、これが参議院選挙の分で、次のペー
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ジちょっと、一緒に同じようなことなので

行かせていただいていいですか。 

108 ページの 12 の委託料の期日前投票運

営支援委託料で 159 万 6,000 円ということ

で、これ期日前の投票所の案内とか受付業

務っていうことだと思うんですけども、前

回の衆議院選のときかな。多分これ、もと

もと職員さんが、受付業務とかがされてる

のですかね。今回、新規で委託をするとい

うことになるかとは思うんですけども。結

構、行事と重なったりとかしてて、なんか

すごく大変やったんじゃないかっていうこ

とで思ってたら、今回新規でこのように委

託にするっていうことになったかとは思う

んですけども、その辺りのこと、それで合

ってるかどうか教えてください。 

○委員長（田中博晃君）選挙管理委員会事

務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（辻本昌亮君） 議員の

ご質問にお答えします。 

　ご指摘のあったとおりで、確かに衆議院

選挙につきましては、従来どおり会計年度

任用職員を選挙に合わせて募集するという

ことで、事務の対応をしていく考えでおり

ました。 

しかしながら、急な選挙日程の決定とい

うことも相まって、それと、それ以外にも

ですね、近年、会計年度任用職員さんを、

選挙が近づいてくる、予定されているとい

うときに、募集するということをしてきて

おるのですが、６名から８名程度を毎回、

募集をしておるところでしたが、実はこの

衆議院選挙以外につきましても、集まりが

悪くなってきております。４名とか５名と

かということで、期日前投票に従事する職

員を持っていってるとぎりぎり、もしくは

もう本当に休憩する暇がないというような

状況になりました。それでもって、衆議院

選挙につきましては、かなりイレギュラー

なことになったのですが、市、各課の職員

さん、会計年度任用職員さんも含めて、本

来は、選挙のときに、選管の予算で賄う会

計年度任用職員さんが行っている事務。す

なわち期日前投票の受付名簿対象をですね、

システムで受け付けるという、そういうと

ころも含めて、応援を願って、何とかやり

くりしたところであります。毎回こういう

ようなことで人手が足りないっていうよう

なことになってきますと、なかなか私ども

本来の事務の方もできなくなって参ります

ので、アウトソーシングというお話があり

ましたので、1 度、この策にかけてみようと

いうことになっております。 

　それで、少しだけ説明いたしますが、こ

の委託料につきましては、今イメージして

いるところでは、まず、来場された選挙人

さんを案内するような方を４名から５名。

それと、名簿対照、システムの前で座って

入場券のチェック、ピッてやる。そういう

ような方を、各日とも２人をつけるという

ことで、参議院選についてはイメージして

おります。市長選につきましては、選挙期

間も短いですけれども、案内につきまして

はやはり、５名ないし６名を、それと、受

付につきましては、２名をそれぞれの日に

配置するようなイメージで今は考えており

ます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところの項目な

んすけど、00609 の役務費の、この郵便料が、

参議院議員選挙のときは、257 万円かな。そ

の次のページの、市長選挙のときは、251 万

円で６万円の差なんですけども。これはど

ういうところから出てくる差額なんでしょ

うか。教えていただければと思います。 

○委員長（田中博晃君）選挙管理委員会事

務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（辻本昌亮君） ご質問

にお答えします。 

　参議院選挙の場合と、市長選挙の場合の

郵便料の差でございますが、まず、市長選

挙の場合はですね、市外転出者には入場券

を送ることはございません。一方、参議院

選挙につきましては、転出先の自治体に選

挙人登録されていない、転出後４か月未満

の選挙人につきましては発送する必要がご
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ざいますので、その部分の差額でございま

す。 

　○委員長（田中博晃君）ほかにございま

す。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。 

先ほどの委託料の方なんですけれども、こ

れはどこに委託されるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）それは、選挙。 

○委員（阪本久代君）期日前投票。 

○委員長（田中博晃君）期日前。選挙管理

委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（辻本昌亮君） もちろ

ん、今回初めての試みでありますので、明

快な回答にはならないかと思いますけれど

も、指名登録されている中で、人材派遣と

いいますか、そういうようなジャンルに入

っている業者のうちから、総務課の契約関

係と相談のうえ、決めていきたいと考えて

おります。 

○委員長（田中博晃君）ほかに。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）74 ページの、000216

の公用車の集中管理等に関する経費なんで

すけども。全体的に 300 万ほど上がってる

んですけども、仮に 12 の委託料の車両集中

管理委託料。令和６年度に比べて若干上が

ってるんですけど。これはどのような理由

からですか。 

○委員長（田中博晃君）総務課長。 

○総務課長（和田芳明君）こちらのほうに

つきましては、アウトソーシングによりま

してですね、委託の方を考えております。 

その部分の上昇というふうな形になってお

ります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）先ほどの車両の

集中管理委託料ですけども、昨年度から 60

万ほどですね上昇してるのは、昨年の 10 月

に最低賃金が上昇したことに伴いまして、

金額の見直しを行ったことによるものです。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）80 ページのインスタ

グラムの活用ということで、00285 のＳＮＳ

橋本魅力発信事業ですかね。これ、インス

タグラムなどＳＮＳってなってるんすけど、

これ「など」のは何と何を含むかをまず教

えてください。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） すみま

せん。ちょっと「など」と書いてあんです

けどインスタグラムでございます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）行政なので文言は厳

密によろしくお願いいたします。 

　後でこれシティプロモーション課がやっ

てるんですけども、インスタグラムという、

コンテンツの特性上、要は同じものを、ジ

ャンルのものを上げ続けないと、要はイン

スタグラムのアルゴリズム上、このアカウ

ントはこれを発信してるんですよっていう

のが出てこないので、届きにくいという特

性があるんですよ。そうなった場合に、シ

ティプロモーションだと、観光だと観光の

ことばかり出す。この前聞いたら作ってな

いんですけど、岡潔先生の数学体験館とか、

ああいうものは、数学のことばっかりこう

上げ続けるとそのアカウントに対して数学

に興味ある人がリーチしてくれるっていう

アルゴリズムになってるので、これはね、

そもそもこのシティプロモーションでやる

もの、これはこれでやってくれたらいいん

ですけども、各課が、子育てやったら子育

てのアカウントを作ってやっていかないと、

リーチしていかないよという特性があるの

で、ここはもう 1 回、インスタって無料で

すよね。予算関係ないとこでちょっと申し

訳ないんですけども、かからないので、も

う１回各課でどういう特性があるかってい

うことをかんがみた上でＳＮＳの発信って

いうのをもう一回取り組んでいただきたい

なと思います。言うたら、各項目ごとに皆
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さん、アカウント 1 個ずつ持ってください

よってことなんですけどね。各課ごと。そ

れでよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）要望でいいですか。 

○委員（岡本喜好君）要望で結構です。 

○委員長（田中博晃君）このことで私も質

問いいですか。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）説明、今のところ、

ＳＮＳのところなんですけれども、説明書

見たら、転出抑止と転入促進を図るためタ

ーゲット層に届くっていう書かれ方してる

んですけれども、転出の要因は今、何と考

えていて、戦略的にどう行って届くものを

打つのかという部分について、お願いしま

す。 

○副委員長（土井裕美子君）シティプロモ

ーション課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） 転出の

要因に関しては大学等ですね、大阪とか京

都、神戸に出ていく、そこからまた、就職

に繋がっているので、そのままお勤めされ

るのに転出しているっていうところが、一

番大きな要因と考えています。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）となった場合、転

出抑止、転入促進って書かれてるんですけ

れども、この部分をいかに充実させるかで、

内容って変わってくるんですけれども、そ

ういった部分について現状考え方、大学な

いから、出て行くのは仕方ないんですけれ

ども、そういった部分で、何か考えがある

んでしょうか。 

○副委員長（土井裕美子君）シティプロモ

ーション課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） 転出抑

止については、シビックプライドというと

ころでの抑止を考えているので、このＳＮ

Ｓの橋本魅力発信事業委託料と移住関連Ｓ

ＮＳ発信事業委託料と二本立てにしていま

す。 

この 1 つの 250 万のほうの橋本魅力発信

事業委託料については、インナープロモー

ションを考えており、もう 1 つの方は、ア

ウタープロモーションとして別々に分けて

インスタグラムを発信して、インスタグラ

ムで情報発信で転出抑止、転入促進につな

げていく予定をしております。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）86 ページの行政事務

に要する経費のうち、私学振興助成金、こ

れ令和 6 年度と比べたら大幅に増えてるん

ですけれども、この内訳とか中身とかどこ

に対するものなのか説明お願いします。 

○委員長（田中博晃君）総務課長。 

○総務課長（和田芳明君）こちらのほうに

ついてお答えさせていただきます。 

毎年やっております、私学共済というこ

とで、市内に所在しております私学及び奈

良の方にあります、五条の方にあります、

智弁学園、そちらの方に通われている方の

生徒さんの方に対することということで、

学校に対してですね、助成をしております。 

それと去年から始まりました、ふるさと

納税の仕組みを利用いたしました特定の学

校に対して寄付をすることができるという

形になりましたので、こちらの方につきま

しては、初芝橋本及びきのくに子どもの村

学園、こちらの方にふるさと納税を利用し

たものがあります。 

この部分につきましては令和 7 年度分と

いたしましては、きのくに子どもの村学園

の方が 720 万 7,000 円。そして初芝橋本の

方につきましては、345 万 1,000 円という形

になっております。 

それと、あと先ほどご説明をさせていた

だきました、初芝橋本及びきのくに子ども

の村学園、そして奈良智弁の方に行かれて

おられる生徒さんに対する補助金の方、助

成金の方が 80 万円という形になっておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 
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○委員（南出昌彦君）80 ページの、00223

の 24 の、ふるさと応援基金積立金なんです

けども。残念ながら、昨年より若干減った

設定となっておりますけども、非常に期待

してるんですけど、この辺ちょっと説明を

お願いします。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）80 ページの

ふるさと応援基金積立金の減少理由なんで

すけども、こちらにつきましてふるさと、

納税を、本年度 6 億で見とるんですが、来

年 5 億 7000 万円にちょっと減らした形で見

ております。 

原因としましては、本年度、いろんな害

虫の被害がですね農産物にあったというこ

とで、結構そのふるさと納税が止まったと

いうことがございましたので、実績に応じ

て下げておるという状況になっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）80 ページの 18、地域

通貨交付事業負担金ってやつなんですけど

ね。この説明書で見さしてもうたらボラン

ティア講座教室、イベントって書いてある

んですけども。このボランティアって、言

うたら市に登録していろんなボランティア

やってくれてる、市民に対してのボランテ

ィアをやってくれてる人らもいてるんです

けど、それにはポイントってのはつかない

んですかね。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 

○政策企画課長補佐（城野将志君）今、参

画ポイントのボランティアというところで

すが、今現在も市の各課で関わっている、

ボランティアに参加していただいた方につ

いて、把握できる確認できるところにさせ

ていただいておりますので、どんなボラン

ティアでもっていうのは今ではなってませ

ん。 

　昨年度と比べましてボランティアにつき

ましては、昨年度、10 程度のボランティア

活動だったんですが、今年度から 26 の活動

に対して交付するということになっており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）先ほどのふるさと、

応援基金なんですけども。害虫とかってい

う要因はわかるんですけれども。新たに、

神野々ビールであるとか、いろんな返礼品

候補になる商品もあると思いますんで、そ

の辺大変やと思うんですけど、頑張って少

しでも多く集めれるようにお願いしたいと

思います。 

　答弁結構です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）86 ページの地域安全

に要する経費のうち、防犯灯ＬＥＤ更新等

補助金 400 万円なんですけど、これは以前、

区や自治会に対しても、期間限定でこの補

助金ってあったと思うんですが、これはど

ういう形の補助金なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）お答えさせ

ていただきます。 

　平成 25 年から 29 年にかけまして実施さ

れた、橋本市の防犯灯ＬＥＤ化推進事業か

らの終了から 7 年が経過しまして、もう防

犯灯の交換時期がきております。 

区の方からも補助金がないのかというこ

とで要望はいただいておりましたので、令

和 7 年度から補助金を新設させていただい

ております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）そうしますと、これ

は今年だけじゃなくて何年間か続くという

ことでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）そのとおり

でございます。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。要する

に年度、いついつまでちゅうのはなく、こ
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れからずっとということで、よろしいです

か。 

○委員長（田中博晃君）答弁願います。 

　地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）単年の事業

ではなくって継続してしていきたいと思っ

ております。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）88 ページのＳＤＧｓ

の 000241 の交付金に要する経費なんですけ

ども、これ年々金額が、相当アップしてき

てるんですけど、昨年 6,700 万ほどだった

と思うんですけど、今年は 8,000 万という

ことなんですがその辺の要因は何でしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）増加理由に

関しましては三点ございまして、まず、集

会場管理運営補助金のところなんですけど

も、令和７年度より面積割ということで、

以前までですと世帯割で金額決めておった

んですけども、面積割ということで、それ

を加えさせ、令和７年度より項目をふやし

ておりまして、それで面積割の方を導入に

あたりまして、令和５年度で、集会場の面

積を算出調査させていただきました。そし

たら 109 地区あるんですけども 71 地区の方

で、面積の方が高くなっておりますので、

ここで 558 万程度。アップしております。 

　それと二点目なんですけども。プラスフ

ァイブ事業ということで、令和６年度から

実施してるものがあるんですけども、これ

は区事業を自治会で独自に取り組んでいる

地域活動に対して、従来のＳＤＧｓ交付金

に加えまして、１事業につき５万円を上乗

せる事業でございます。 

自主防犯活動、交流イベント、デジタル

推進事業、事務改善４つの事業が対象とな

っておりまして、令和６年度に関しては 20

事業の予定しておったんですけど、かなり

これが好評でして、実際には 120 事業を申

請していただいております。それでまだ 1

つも事業を、未申請の区も 37 ございますの

で、37 を合わせた額、157 事業を予算計上

させていただいておりますので、この部分

で、585 万円程度アップしております。 

　三つ目なんですけども。令和６年度まで

にまちづくり課の方で、ちびっこ広場の維

持管理委託料ということで、こちらの方を

まだ令和７年度から、ＳＤＧｓ交付に統合

させておりますので、これで 200 万程度を

増加しております。それとあと、75 歳以上

の高齢者のところも少し増えておりますの

で、合計しまして 1,345 万円増加となって

おります。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）84 ページの一番下、

000236 自治会に要する経費の広報等配送委

託料 85 万円ってなってるんですけども。今

まで 1 世帯あたり 1,100 円を各広報配って

くる自治会に渡したと思うんですけど郵便

料が値上げ多分されてるので、この辺の変

動っていうのは、1世帯当たりいくらで計算

されるようになるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）地域振興室長。 

○地域振興室長（前川朋久君）この部分に

関しましては行政事務は関係ございません

ですね、広報をその自治会の方へ配達する

方の事業でございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）90 ページなんですけ

ども、000241 の電算管理に要する経費の 13

番の使用料及び賃借料ですかね。相当投資

施設等使用料が上がってきておりますけど

も、この辺の要因は何でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 

○政策企画課長補佐（城野将志君）ここに

つきましてはガバメントクラウド、システ

ム基幹系システムの標準化に係るものの上

昇になっておりまして、具体的に言います

と施設等利用料のうちですね、ガバメント

クラウドに使うですね、回線のサービス利

用料であったり、国が契約するガバメント

クラウドを利用するための費用負担という
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ことで 6,000 万、先ほどのガバメントクラ

ウド使うためのサービス利用ということで

2,000 万。計 8000 万がガバクラ標準化関係

で上昇しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）94 ページの防災備品

費、今回はどのようなものを購入されるん

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）危機管理室長。 

○危機管理室長（大渡明毅君）委員のおた

だしにお答えさせていただきます。 

防災備品費についてなんですけども、従

来から災害時に備えた備品ということで、

毛布であったり仮設トイレ、またトイレテ

ント、車椅子用の手すりつきトイレ、折り

畳み式ベットで、今回ちょっと橋本高校に

防災倉庫ていうのも備え付ける予定で進め

させていただきたいと考えております。 

また、金額にもう 1 つあるのが、水位監

視機器の購入費っていうのも合わせて計上

させていただいております。 

令和５年度に、17 ヶ所設置したものがあ

るんですけども、その監視装置に新しく５

か所を加えて監視できるようにその分の予

算も計上させていただいております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）昨年と比べたら、

1,000 万円ぐらい増えてるんですけども、橋

本高校に防災倉庫をつけるのとその水位管

理装置っていうか、5ヶ所ふやすっていう、

それが増額の主な理由になるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）危機管理室長。 

○危機管理室長（大渡明毅君）おっしゃる

とおりです。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）92 ページ災害対策に

要する経費のうちの 12 番委託料の防災行政

無線システム保守委託料、これっていうの

は、今も各家庭に配られている防災行政無

線の保守委託料でこれから毎年ずっとこれ

がかかってくるものでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）危機管理室長。 

○危機管理室長（大渡明毅君）委員のおた

だしの件についてお答えいたします。 

防災行政無線はこの度、再整備で新しい

仕組みに入れ替わっております。そのもの

についての委託料となりますので、今後、

機器をそのまま使っていく限りは発生して

いくものになります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）先ほどの阪本委員と

の関連なんですけども、002712 の災害対策

に要する経費の備品購入費の、機械器具費

なんですけど、500 万ほど上げてるんですけ

ど、これは何を購入されるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）危機管理室長。 

○危機管理室長（大渡明毅君）すみません

今回ですね、上がってる部分につきまして

は、今、導入しております防災行政無線の

戸別受信機の購入費として、主に 454 万

1,000 円計上させていただいてるものと、ま

たですね、和歌山県総合防災情報システム

っていうのがあるんですけどもそちらのＵ

ＰＳというのも購入するのに予算を計上さ

せていただいております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほか、いかがです

か。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）74 ページの 12

の委託料の庁舎総合管理委託料。説明書の

中では代表電話コールセンター化事業って

いうふうに書いてあるんですが、昨年から

は、令和６年は 2,402 万ぐらいやったんか

な。それが、コールセンター事業にすると

いうことで増えております。800 万ぐらい増

えるんですが、これは分割してっていうん

じゃなくて、一括して総合管理委託をする

んだけれども、その中でコールセンターを

作ってくださいっていうそういうことなん
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かがちょっとよくわからないんで。この辺

のご説明をお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）こちらの庁舎総

合管理委託料ですけども、昨年度まで電話

交換や、それから庁舎の管理ですね、点検

とかそういったものがありまして 2,400 万

ほどになってたんですが、そちらの中の電

話交換の事務について、9月末でですね、一

旦終了する予定をしております。それによ

りまして昨年度まであった庁舎交換につい

ては 2,200 万ほどに減ります。それに加え

ましてコールセンターについてはまた別の

契約を結ぶ予定をしております。この予算

としてはこの委託料中に含まれてるんです

けど、今、庁舎管理の業者と契約とはその

まま限りませんで、別の調達を行う予定を

しております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）別でコールセ

ンターを設け、コールセンターだけ別個で

契約をするっていうことなんですよね。 

　いま電話交換者さんが、下にお部屋があ

っていらっしゃるんですけれども。その辺

のところはどうなるんですか。もう違う別

のところに繋がってそこから市の方に繋ぎ

直すっていう、そういうコールセンターに

一旦つないでっていうそういう感じになる

んですか。あそこの部屋が結局無くなって

人を置かなくって、どこに委託されるかわ

からへんけども、コールセンターがあると

ころに委託されるっていうそういう感覚で

いいんですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）今の場所からは

10 月以降ですね、人は常駐しなくなりまし

て、外部のコールセンターに繋がるように

なります。そこからまた、庁舎の各課に転

送すると。このコールセンターでは、これ

までの電話交換だけではなくて、一時対応

を行うと。その一時対応についても、全部

の業務っていうのはなかなかこう、最初か

らちょっと難しいかなと考えてるんで、他

市の事例も参考にしたんですけども、今の

ところ、市民課とそれから生活環境課のう

ちの一部の事務について、一時対応して順

次拡大していきたいと考えております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）そのコールセ

ンターが一時対応をしてくださるっていう

ことで、市民さんにとっては、利便性は向

上するっていうふうに私たちは理解したら

いいんですね。ただこう、はいって言って

つなぐだけじゃなくて、ある程度そこで仕

切るというか采配をしていただいて、つな

ぐ課をしっかりと着実に相談が行くような

課につないでいただけるっていうそういう

認識でよろしいですね。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）市民の方、電話

かけてこられた方にとっては、転送しなく

ても、そこで一定の内容についてはもう答

えが返ってくると、そういう面でメリット

があると。で、市の職員にとっては、これ

まで電話対応にかかっていた時間が幾分削

減されることで、他の業務に時間を割くこ

とができると。このような目標を考えてま

す。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。ちょっ

とね早くて書き込めなかったんでもう 1 回

聞くんで申し訳ないんですけど。 

　先ほど今やっている電話交換の分の 2,200

万が減ってとかって言われたんやけれども、

昨年では 2,400 万ぐらいが、この 800 万変

わって 3,300 万というか増えてるんですけ

ど、その減るっていうのは、どこでどう見

たらいいんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）内訳の方ですけ

ども、庁舎の管理ですね、そちらが 2,255

万 5,000 円。それから、コールセンターが、

運用費用が 338 万 5,000 円と、それから初

期構築が 104 万 5,000 円。合わせて、443 万

円。それから市民会館ですね。市民会館の

清掃、今年度で休館になる市民会館ですけ
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ども。そちらの清掃も、含んでまして、そ

れが 71 万円。あと、それともう一点ですね、

新しい内容として内部事務委託。679 万

1,000 円も含まれてます。こちらについては

総務課のですね、公用車の車検であったり

とか、それから庁舎の管理の一部ですね、

総務課の事務の一部を、常駐するアウトソ

ーシングの従事者が担っていくと。その内

容も含まれております。 

○委員長（田中博晃君）大丈夫ですか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ちょっと先ほど聞き

忘れたんですけども、電算管理運営に要す

る経費で、施設等使用料が非常に上がって

るということなんですけど、これもう仕方

ないんですね。業者、メーカーみたいなの

を再検討するということはできないんです

ね。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 

○政策企画課長補佐（城野将志君）今、国

の方向性としまして、各市、各町とかが、

システム導入してるんですけど、それを標

準化することで今後、システムが変わって

も、変わりやすくするためのベンダーロッ

クを避けるためっていうところではしてい

っているところです。 

ただ今現行としましては、既存のシステ

ム業者が入ってますので、それを今段階で

変えるとなるとやはり、システムに慣れる

とか入力作業っていうのが、非常に煩雑な

りますので、現段階では、ちょっとコスト

は増えてきているというところとですね。 

あと、国の方ではガバクラ等で必要な経

費等については普通交付税等で措置すると

いうことになってますので、市としまして

はそこを最大もらいながらですね、今後シ

ステムの選定時、更改時には、再度見積も

り、入札をしまして安価なところをであっ

たり、内容見て決めていきたいというふう

に考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありますか。 

　財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）すみません。先

ほど庁舎総合管理のところで、金額の内訳

を説明したんですけど、その中で内部事務

委託ですね、679 万 1,000 円と言ったんです

けども、ちょっと字が汚くて見間違えてて、

正しくは 619 万 1,000 円でした。 

　どうもすみませんでした。 

○委員長（田中博晃君）ほか皆さんまだ総

務費いっぱいあります。あと一個、２つか。

総務費いききります。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）100 ページの市税賦課

に要する経費のうちの 12 番委託料、データ

入力委託料っていうのは、これっていうの

は、データを外に持ち出して何か入力して

もらうものなのか。要は、カウンターの中

に誰か来ていただいて入力してもらうもの

なんか、どういったものなんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）税務課長。 

○税務課長（田中恭司君）これは現在の今

やってます、確定申告のときの給与報告支

払書につきまして、外部にパンチデータを、

データを作成、紙からデータ起こしてもら

うという作業を委託している費用になりま

す。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）98 ページの委託料、

窓口業務等アウトソーシング委託料なんで

すけども、窓口業務ってことは何人分にな

るんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）こちらのアウト

ソーシング委託ですけども、来年の８月か

ら内部事務を委託することを考えてます。

その内部事務の委託に関しては、４人から

５人程度想定しております。この 1,277 万

5,000 の中には、この内部事務が 968 万

2,000 円とそれから確定申告のですね、運営

補助 309 万 3,000 円の合計となっておりま

す。 

○委員長（田中博晃君）ほか、どうぞ。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ちょっと戻っていた

だいて 76ページなんですけども。 
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新庁舎整備に要する経費 000230 なんです

けども。これ総務経済委員会にも報告事項

で上がっておりますけども、この 2,237 万

7,000 円ですけど、これは今現状の仮定して

いるというか、この報告資料にある計画内

容を踏まえての委託料っていうことの金額

になるんですか。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 

○政策企画課長補佐（城野将志君）この委

託料の金額につきましては、令和７年度、

令和８年度で基本構想、基本計画を定めて

いくということになりますが、まず基本構

想部分では、集約する複合化する機能であ

ったり、候補地、この辺であったり他の市

有地、また橋本駅前でも今事業化の検討も

ありますので、どういった機能をどこに配

置するか、そういった候補地の検討であっ

たり、あとはですね、庁舎の規模であった

り、概算モデルプラン、そういったものが

委託の中に含まれております。 

なので金額としましては基本構想部分が

お示ししてます、2,237 万 7,000 円、あと債

務負担で令和８年度基本計画分ということ

で 2,324 万 4,000 円を予定しておるところ

でございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）102 ページ、窓口業務

等アウトソーシング委託料なんですけれど

も 2,194 万 2,000 円。土日休日の日直業務

を含むとは書いてありましたが、これも何

人分なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）こちらについて

は、６人から７人程度、概ね７人程度を予

定しております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）その中に日直も含ま

れているということですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）日直は別に、も

う１人おります。窓口で６人から７人程度

ということです。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）76 ページの

000220 の 07 の報償費、一般報償金 560 万か

な。これ令和５年度も同じだけの金額がつ

いておりまして、地域力創造アドバイザー

派遣事業っていうふうにお答えいただいて

たかと思うんですが、これまた、令和６年

度も同じようなアドバイザー派遣事業に対

する金額だと思うんですが、これ説明の中

では月一回の事業の課題をアドバイスして

いただいてるっていうことですが、どのよ

うな効果が認められてるんのかっていうの

がわかったら教えて欲しいんですけど、私

の認識で間違いないですか。同じ派遣事業

でよろしいですか。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 

○政策企画課長補佐（城野将志君）おっし

ゃられるとおり同じ内容となっております

が、今回３年を迎えますので令和７年度で、

この総務省の地域力創造アドバイザー制度

っていうのは、今回最後となっております。

７年度の予算につきましては、例えば前年

度の施策の見直し時の、施策評価してるん

ですが、その時に外部意見としていただい

たりですとか、今回重点プロジェクトとい

うことで人口維持に係る部分、今回も予算

計上してるんですけどもその部分の事業検

討、課題分析であったり、事業立案、そう

いった部分のアドバイスいただいたりです

ね。多岐に渡ってアドバイスをいただいて

おりますので効果ってのはながら一概には

言えないんですが、そういった企画とか事

業の立案の能力向上であったり、行政の運

営、施策評価に対するアドバイスをいただ

きながら効率化図っていくという効果を見

込んで実施しております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）そうしました

ら、この金額 560 万に関しては、すべて国

庫補助ということでよろしいですか。 

○委員長（田中博晃君）政策企画課長補佐。 
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○政策企画課長補佐（城野将志君）国庫補

助金ということではないのですが、特別交

付税措置ということで最大３年間というこ

とで措置されておる分になってます。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　ありませんので、２款を終わります。 

　この際、10 時 55 分まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　次に、３款、民生費　113 ページから 156

ページまで、質疑ありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）114 ページの社会福祉

総務費に要する経費 001002 の 01 の報酬の

橋本の暮らしの幸せを作る委員会委員報酬、

10 万 5,000 円なんですけど、橋本の暮らし

の幸せを作る委員会というのは、どういう

規模というか、何人ぐらいでどういう活動

をされているのか教えてください。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらにつきま

しては、本市で策定、今回委託料でも出さ

せていただいてるんですけれども、地域福

祉計画というのを作成させていただいてお

りまして、その策定にあたる中身の関係の

ご審議でありますとか、その進捗とかを中

心にご審議、ご意見等いただく委員会とい

う形になってございます。 

　メンバーさんにつきましては、学識経験

者をはじめ、一般公募の方、また、保健医

療あるいは福祉施設の関係者さま。あと社

会福祉のそういう団体、事業所の代表者様

あと行政の方からという形で構成してござ

いまして、今現在の委員の人数といたしま

しては、17 名の委員で構成してございます。 

　今回の予算につきましては、先ほど申し

ましたように、令和７年度から令和８年度

 （午前 10時 42 分休憩）

 （午前 10時 54 分再開）

にかけて、次期計画の策定という作業に入

っていくにあたりまして、回数的には２回

の開催というのを予定してございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）118 ページお願いしま

す。001059 保健福祉センター管理に要する

経費なんですけど。まだ福祉センターは新

しいと思うんですけど、10 の需用費の施設

等を維持修繕料、結構毎年修繕費かかって

ると思うんですけど。今回も 700 万ほどあ

るんですけど、これの内訳はどうなってま

すか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）修繕料につきま

しては内容の中で今回一番大きなものとい

たしましては、センターの室外機、こちら

センター全体で 26 台あるんですけれども、

10 数年経過してくる中でかなり状況が悪い

ものが出てございまして今回オーバーホー

ルということで令和５年度から、計画的に

実施しておるんですけれども、令和７年度

におきましても６台分、オーバーホールを

かけさせていただきたいということで、ま

ず、予算計上させていただいております。

こちらが約 550 万円となってございます。 

　あと主だったところといたしましては、

電話機。こちらもセンター内約 110 台ほど、

あるんですけれども、こちらにつきまして

も、同様の理由をもちまして、故障の方が

最近頻発している等ということで、令和６

年度におきましても６台故障して修繕をか

けているというところがございます。 

こちらにつきましても修繕の方、引き続き

必要であるというところで、こちらの方の

経費というのも挙げさせていただいてる、

大きなところについてはこれらのものとな

ってございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）120 ページの 001012

障がい者福祉金等給付に要する経費の
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001017 障がい者自立支援に要する経費の中

の次のページの 18 の障がい者施設備品購入

費補助金というのは去年なかったんですが、

100 万円ということで、これはどんな内容に

なっていますか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらにつきま

しては市内で障害福祉サービスの事業所を

開設された事業所におかれて、国費県費等

ですね、そういう補助金助成金を受けられ

ずに、自前というんですか、自己資金のみ

で開設なされる事業所に対しまして、その

施設の開設にあたって要した備品について

上限 100 万円で補助をするというような内

容となってございます。 

　昨年度当初予算ではございませんでした

けども補正で、予算のほうを要求させてい

ただいて計上、ご承認いただいてるところ

でございまして、令和７年度につきまして

は補正予算対応ではなしに当初の段階で 1

事業所分予算計上させていただいて速やか

に該当する場合には対応したいというふう

に考えて計上させていただいております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）118 ページの、先ほど

は保健福祉センターの修繕の方だったんで

すけど、17 番の備品購入費、これは何を買

われるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらの備品購

入につきましては２種類ございまして、ま

ず２種類とも中庭の関係になるんですけれ

ども、まず一点目が、中庭の方に今現在の

びのび教室の方で使っております遊具等で

すね、降ろさせていただきまして、ご来館

されたお子様が楽しく活用していただいて

るところなんですけれども。今回、新たに

ですね、遊具の方を充実させていただきた

いというところで、購入という形で上げさ

せていただいてるのが一点でございます。 

　あともう一点は、中庭、センター開設当

初から、ベンチであるとかテーブル、あと

シェード等々置いておるんですけれども、

同じく老朽化、雨風に特にさらされますの

で、さび等が出ていたりだとか、あるいは

もうちょっと故障して、シェードとかはも

う開けれないというようなところもござい

まして、そういうものを今回、新たに更新

させていただきたいということで挙げさせ

ていただいてるのが内容となってございま

す。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）128 ページのいきいき

ルーム運営委託料ということで 191 万 6,000

円ということで、昨年は 189 万 9,000 円だ

ったんですけれども、ちょっとだけ上がっ

ています。委託先、多分、以前とは変わっ

ているかと思います。 

最近すごく活発にたくさんの方が利用さ

れてて、すごくいいなというふうに思って

るんですけども。これの状況とか、現在の

状況ちょっと教えてください。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）ただ今

のご質問にお答えいたします。 

今おっしゃっていただきましたように、

今年度から新たにミズノスポーツクラブス

ポーツサービスというところに委託をして

おります。新規の登録者につきましても、

昨年度も 250 名程度あったんですけど、今

年度につきましては、1 月末段階では、265

名ということで、順調に新規登録者も増え

ておりまして、実際の延べ人数の利用者数

につきましても、今年度、最終的には年間

１万 6,000 人程度を見込んでおるというと

ころで、今後ともこちらのいきいきルーム

につきましてはさらなる充実といいますか、

利用促進というところで進めていきたいな

というふうに思っております。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 
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　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

今のそのいきいきルームの運営に関する関

連なんですが、だいぶ、市民の方には人気

があって、機械っていうか、運動器具も充

実してきてるんですが、運動器具の更新と

いうか、そろそろ買い換えないといけない

ような時期が来ているのかなと思うんです

けど、もうすでに買い替えられてたら別な

んですけど、その辺の運動器具の更新とか

そういうのはどのようなお考えをお持ちな

のですか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）ただ今

のご質問にお答えします。 

　今年度、実はすでに一部、機器の入れ替

えをしております。いきいきルーム内には

現在ウオーキングマシンでありましたりと

か、自転車をこぐっていうようなサイクリ

ング器具みたいな形のもので、合計 22 台の

マシーンがございます。 

こちら開設してからかなり 10 数年、経っ

ておる、というふうなところもございます

ので、今後また、一部また不具合も出てき

ておる機器もありますので、計画的に機器

の入れ替えというふうなところは検討して

いきたいというふうに考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）140 ページの学童保育

に要する経費のうち、施設等維持修繕料 460

万 1,000 円なんですけど、これはどこの学

童の維持修繕なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えしま

す。維持修繕料 460 万飛んで 1000 円ですけ

ども、この方は学童保育施設 9 施設のもの

になります。 

紀見、隅田、高野口、橋本、城山、三石の

合わせて 9ヶ所になります。 

内容はですね照明設備のＬＥＤ化を行うこ

とになっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）144 ページの 001124

の紀見こども園管理運営に要する経費なん

ですけど。会計年度任用職員報酬あるんで

すけども、これ人数は何人になるんでしょ

う。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）会計年度任用

職員につきましては、数がちょっと実は多

いんですけれども、保育士さんもフルに入

っていただく保育士さんと、早朝だけ、ま

た、延長だけ、土曜だけって保育士さんが

いらっしゃいますので、人数としては、保

育士さんが 14 名。調理師さんが１名。保育

士さん、再任用の方を入れて、それプラス

ｑ名と、新規が 1 名でプラス２名っていう

ことになります。看護師さんが２名。調理

師さんで半日だけ入っていただく方が 1 名

ということになっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）それ今、説明いただ

いたの全員会計年度の職員さんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）ここに書いて

あるのは会計年度任用職員さんの報酬にな

りますので、会計年度任用職員になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）今の関連で、さっき

保育士さんの方は、延長だけとかいろいろ

っいうことでしたけどその 1 日フルにって

なったら何人の方が入られるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）フルタイムで

入っている保育士さんは今のところ７名の

分の予算を確保しております。７名の予定

になっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 
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○委員（南出昌彦君）146 ページの三石保育

所管理運営に要する経費 001126 なんですけ

ども、今年委託料若干上がってると思うん

ですけど、それはどういう理由からでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）大きくは公定

価格の改正によって単価が上がったってい

うところが主になりまして、あと園児数、

処遇改善等の加算ということで、支払いな

どでの加算を多く取るっていうことが見込

まれますので予算のほうを増額しておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）146 ページの 001124

の紀見こども園管理運営に要する経費のう

ちの 10 番の一番下、賄材料費 962 万円なん

ですけども。この賄いというのは、どうい

ったものなんでしょうか。職員さんにまか

ないを出すということでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）これはすべて

の給食に使うものということになってまし

て、職員もちろん園児の分も含めてという

ことでなっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）今回、保育園の給食

は無償化で園児は払わずに、園の職員の人

は給食費をいただいて提供する、こういう

形でよろしいでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）そのとおりで

ありまして、この賄材料費は給食作るのに

食材を仕入れるためのお金ということで計

上したもので、おっしゃるとおり、給食費

等については来年度１年間無償化するとい

うことで、２月の臨時議会のほうで、議決

いただきましたのでそのように進めており

ます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。124 ペー

ジの障がい者自立支援給付に要する経費の

うちの 19 番扶助費、自立支援（更生）医療

費 6,246 万円なんすけど、これは何人ぐら

いがこの申請をされて対象となってるか教

えていただければありがたい。去年実績な

のか、見込みでも結構です。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらの自立支

援の医療費につきましては令和５年度の実

績で申し訳ございません、述べさせていた

だきますと 351 件という形になってござい

ます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）142 ページの保育人件

費の職員給ってこれは全部紀見こども園と

いうことでいいとは思うんですけどその確

認と、これは何人分なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）答弁できますか。 

　職員課長。 

○職員課長（阿瀬英俊君）ただ今のおただ

しにお答えします。保育所人件費のところ

に関しましては、紀見こども園の正規職員

に係る人件費でございます。人数の想定は

22 名を想定しております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）大丈夫ですか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）紀見こども園の園児

数が 63 人で、正職員は 20、ごめんなさい。

調理も含まれるということですね。そした

らすみません。そしたら、保育士さんは何

人なんでしょうか、22 名のうち。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）保育士につき

ましては 18 人。調理師が３人ということで

考えております。保育士さんが 19 人です。

調理師が３人ということで考えております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）そしたら幼稚園教諭

の方は 19 名のうち、両方の資格を持ってる
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方もいらっしゃるんで、一概には言えない

と思うけど、幼稚園教諭の方は何人なんで

しょうか。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）幼稚園の教諭

につきましても、すべて保育士資格持っと

るということで保育教諭という形で配属す

ることになりますのでそういった区分は今

のところ行っておりません。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）148 ページの 001112

障がい児通園事業人件費なんですけども。

これも 8,100 万ほど給料上がってると思う

んですけど。これについては何名で、どう

いう仕事をされているかお願いします。 

○委員長（田中博晃君）職員課長。 

○職員課長（阿瀬英俊君）今、おただしの

内容について。これはたんぽぽ園に配属す

る正規職員の人件費でございます。人数は、

予算上は 18名を予定しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）140 ページの家庭教育

支援の 001141 家庭教育支援推進に関する経

費のうち 142 ページの、報償費の中の記念

品代 124 万 8,000 円なんですけれども、こ

れは資料の方のブックスタート事業、サー

ドブックの新規事業ということで計上して

いただいているんですけれども、絵本代だ

と思うんですが、何人分を予定されてます

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）今のご

質問にお答えします。 

　この記念品代ですけども、議員おっしゃ

る通りブックスタート。それからセカンド

ブック、で今回新たにやりますサードブッ

クの費用となります。ブックスタートにつ

きましては、絵本代が 540 円。25 人で 12 か

月分です。セカンドブックにつきましては

絵本代が 1,200 円。30 人で 12 ヶ月分です。

サードブックにつきましては、絵本代が

1,500 円。30 人で 12 か月分計上しておりま

す。そこへ 1.1 の消費税かけるですけども。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）そこの部分の

関連ですが、今までもファーストブックセ

カンドブックと、橋本市としては読書活動、

多分、子育て中のお母さんたちとの交流事

業という形でやってきていただいてるんで

すけども、サードブックに関してもどのよ

うな形で３歳６か月健診のときに、誰が読

み聞かせをするのであるとか、そういうそ

の内容を少し説明していただきたいのと、

それと、本に関しては確かプレゼントのと

きに、もうすでにもう持っている本じゃな

くて、何か自分で選べるっていうような形

だったと思うんですけれども、そのサード

ブックに関してもそのようにされるのかど

うか、少しちょっと事業内容についてご説

明願いますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）このサ

ードブックにつきましても、３歳６月健診

のときに、絵本を読み聞かせをして記念品

として渡す形になります。この事業につき

ましては、家庭教育支援チームヘスティア

のメンバーの中に、この絵本の読み聞かせ

ができるメンバーちゅうかな。これをやっ

ていただけるメンバーが 10 人ぐらいおりま

すので、その方らの中から、毎回６名程度

選ばしてもらって、３班ぐらいに分けて絵

本の読み聞かせをする形になります。 

３歳６月健診終わってから、センターの

ロビーのところで、読み聞かせをする形に

なります。絵本につきましてはいま議員さ

んおっしゃったように、すでに持ってる方

もおられますので、５種類か６種類ぐらい、

もう少し増えるかもわかりませんけども、

その中から、希望の本を選んでいただいて、

記念品として１冊持って帰ってもらうこと

になります。 
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この事業につきましては、絵本の読み聞

かせが一番大事なんですけども、もう 1 つ

大事なことは、すべての保護者の家庭を訪

問するというのが非常に大事なことになっ

てます。今回、サードブックをやるという

ことは３歳６月健診の方もやるということ

で、ゼロ歳児から就学児までのすべての保

護者に対して、ヘスティアが関わりが持て

るということで、非常に重要な事業と考え

てます。 

家庭訪問しましたら、いろいろ悩み事の

ある親とかもおりますので、そういう親の

方の支援にもつなげていきたいと考えてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）154 ページ。001203

生活等扶助に要する経費で、前年度から

4,312 万減額となってるんですけども。この

要因っていうのは、対象者が減ったのか、

経済状況が良くなって、生活保護だった方

が減ったのか、それとも残念ながらお亡く

なりになったのか、何か要因があれば教え

てください。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらにつきま

しては医療扶助のところで対前年度予算ベ

ースで 4,800 万の減という形になってござ

いまして、これが大きな要因なのかなとい

うふうに思っております。 

内容につきましては、生活保護を受給さ

れてる方のうち、高齢者の方、長期入院さ

れていた方でありますとか、そういう方々

がお亡くなりになられたというのが、やは

り高齢者の方、医療扶助を受けられるケー

スというのが多くございますので、それが

原因で、あと全体的に今ご質問いただいて

いるような形で減になってるというような

形になってございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ちなみにどこで聞い

たらいいかな。この生活保護の方の人数っ

ていうのはどこで聞かせていただいたらい

いんですかね。生活等扶助費で何名の方が

受給されてるかっていう聞き方でよろしい

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）令和７年の１月

現在で 309 世帯 359 人の方が受給されてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。142 ペー

ジなんですけれども。001141 の家庭教育支

援推進に要する経費なんですけど。この 07

の一般報償金の内訳をお願いします。 

○委員長（田中博晃君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）この 815

万 9,000 円の内訳でよろしいでしょうか。 

　お答えします。 

　いま現在、家庭教育支援チームのチーム

員 43 名ですけども、来年度 45 名の予定と

させていただいてます。例えば講座が 150

講座ぐらいやってるんですけども、この方

の時給が今 1,200 円ですので、150 講座かけ

ますと大体 180 万ぐらいになります。 

イベントの講座に 30 万ほど。その他に、

広報事務とか会議とかで、このすべてがヘ

スティアの 1,200 円の時給掛ける時間数と

なっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）120 ページの

001013、障がい者更生援護等に要する経費

の 12 の委託料のひきこもり支援推進事業委

託料 1,239 万 7,000 円ですが、令和６年度

から少し上がっているんですが、これの委

託先、多分これ、新しく開設していただい

たところなのかなと思うんですが、その辺

ちょっとご説明願いますか。 
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○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらのひきこ

もり支援推進事業委託料なんですけれども、

今おただしの中でおっしゃっていただきま

したように令和６年度から委託という形で

させていただいてる事業でございます。そ

れまではとらいあんぐるさんの方の活動に

補助をしていたという流れになってござい

ます。 

委託先でございますけれども、一般社団法

人のソーシャルケアセンター、あとＮＰＯ

法人のとらいあんぐるさん、こちらの合同

事業という形での委託契約をさせていただ

いてございます。 

事業費が前年度よりも増額の要求といい

ますか、計上させていただいておりますの

は、こちら３名の人件費で見させていただ

いてございますけれども、そちらの人件費

の増と、あと光熱水費等諸経費の物価等の

上昇に伴う必要経費の増というところで 91

万 8,000 円の対前年度の増額の計上という

形でさせていただいているものでございま

す。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副議長（土井裕美子君）ありがとうござ

います。そうしましたらその次のページの

122 ページの障がい者自立支援に要する経費

の中の 18 の負担金補助及び交付金の中にも

ひきこもり支援負担金っていうのがあるん

ですが、こちらの方の負担金はどのような

ところに出されているのでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらにつきま

しては、他市町村でこういう事業をお受け

になられた際に、そちらに対して出す負担

金ということで計上させていただいてるも

のでございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほか、いかがです

か。 

　土井副委員長どうぞ。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません細

かいことばっかり聞いてごめんなさい。122

ページの 001044 の地域生活支援事業に要す

る経費の 12 の委託料の地域活動支援センタ

ー事業委託料 750 万があるんですが、すみ

ませんちょっと勉強不足でこれ、どういう

事業がわかってなくて教えてください。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）こちらにつきま

しては地域活動支援センターということで、

ちょっとお待ちください申し訳ございませ

ん。 

利用者さんの、例えば手芸品工芸品の制

作でありましたりとか、習字や絵を書いた

りという日中のですね、そういう居場所を

つくるという事業になっておるんですけれ

ども、こちら令和６年度から本市実施して

ございます重層的支援体制の整備事業でも、

必須事業の１つとして設けられている事業

でございます。 

ただ、実際これ本市並びに１市３町も含

めてなんですけれども、このような事業、

センターを実施されている事業所さんとい

うのがない中で、地域課題と位置付けて、

そういう事業所さんを発掘していって、こ

れが委託という形になるのか、最終的には

負担金であったりとか、扶助費という形に

なるのかっていうのは、予算の計上の仕方

もあれなんですけれども。こういうセンタ

ーというのを設けていきたいというところ

で、委託料として計上させていただいてい

るものでございます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）じゃあ今、そ

こっていうのが確定しているわけではなく

て、これからそういう事業をセンター事業

的にやっていただけるところを発掘した上

でそこに委託をしたいっていうそういう感

じでいいですね。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）おっしゃってい

ただいてるとおりでございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　岡本委員。 
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○委員（岡本喜好君）ちょっと戻るんです

けど 154 ページの生活等扶助に要する経費

の先ほどの生活保護受給されてる方 309 世

帯 359 名ってなったんですけども。児童さ

んを含まれてる数の世帯数ってのはわかり

ますでしょうか。ご夫婦で生活保護ってい

うことも考えられるので、今 309 世帯 359

人、50 名が同じ世帯の方っていうことにな

るんですけども、このうち、お子さんって

いう方は何名おられるってのはわかります

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）ちょっと数字と

して押さえさせていただいているのが母子

世帯という形での数字でしか申し訳ござい

ません、ちょっと押さえきれてないんです

けれども、母子世帯におきましては８世帯

の 23 名と言う形になってございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

136 ページの 001102 児童福祉総務に要する

経費の 19 の扶助費、確か令和５年度はここ

に在宅育児支援給付金というのがあったと

思うんです、390 万だったかな。それがちょ

っと私すみません、探してもわからなかっ

たんですが、いま在宅育児支援給付金って

いうのはなくなったんですかね。なんか保

育所に入れずに２人目か３人目か家で見て

ると、いくらかもらえるというような事業

のことだったと思うんですが。それはどこ

に入ってるのか、また無くなったのかその

辺のところをお教えください。 

○委員長（田中博晃君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）その事業につ

きましては県の事業でなっておりまして、

すでにもう廃止をされております。対象が

５年の 12 月までやったということで、昨年

までは若干事務残っとったんですが、７年

度についてはもう予算上からもすべてなく

なるということになっております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

140 ページの 001135、学童保育に要する経

費の 12 の委託料の学童保育所改築設計委託

料です。 

応其学童の方でやっとスタートを切って

いただけるっていうことでございますが、

確か委員会でも聞いたと思うんですが再度、

きっちりした建設年度と、それと場所です

ね、今の場所の選定はどのようになってい

るのか、もう決定しているのかどうかって

いうのがわかれば教えください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えしま

す。学童保育所の改築設計委託料なんです

けども、今回、設計の委託料という形で７

年度設計いたしまして、８年度に工事をす

る予定と考えております。 

場所の方はですね、ちょっと学校等など

とも協議しながら、適切な場所がどこにな

るかという、今検討してるところでござい

ます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）学校と、それ

と場所に関してですけれども、もちろん学

校の先生方のご意見も大事ですけれども、

学童保育の運営をされている現場におられ

る指導員の先生方、通っておられる保護者

の方々のご意見も十分に聞いていただいて

場所の選定をお願いしたいと思いますので

よろしくお願いをいたします。 

　ちょっとお答えください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）わかりまし

た。よろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　岡本委員。 

○委員長（田中博晃君） 132 ページの

001030 文化センター管理運営に要する経費

の中の 07 報償費で講師謝金 280 万 3,000 円

となってるんですけども、文化センターで

何件かあるんで、何回もされると思うんで

すけども、講演をされる回数とか単価的な

ものってのがわかれば教えていただきたい

なと思うんですけども。 
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○委員長（田中博晃君）人権・男女共同推

進室長。 

○人権・男女共同推進室長（林　忠治君） 概ね月

１回から２回各館やってございます。 

いろいろ事業はその中で教室、料理教室

であったり体操教室であったりしますんで、

単価については 6,000 円というふうに設け

させていただいております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

３款を終わります。 

　次に、４款　衛生費　155 ページから 176

ページ。入れ替えがあるんで、ちょっと待

ってください。 

　それでは、４款　衛生費　155 ページから

176 ページまで、質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）158 ページの母子保健

事業に要する経費のうちの委託料。この産

後ケア事業委託料だいぶ増えてるんですけ

ども、この事業の内容と委託先を教えてく

ださい。 

○委員長（田中博晃君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○ 子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） 今のご

質問にお答えします。 

　産後ケア事業っていうのは、本当に出産

後なんですけども、特に１か月以内ってい

うのがうつ病、マタニティブルーっていう

形で、一番、病気を発症する確率が高いの

で、その間デイケア事業とか宿泊であると

か、アウトリーチっていう形で支援する方

法があります。その委託料なんですが、こ

こがすごく上がったのは、委託料自体が上

がったからなんです。３万円から５万円に

値上がりをしました。それは助産院等の運

営の関係もありまして、和歌山県の委託先

の方からも、助産師会からも、やっぱり値

段を上げてもらわないと運営ができないん

やっていう話も出ています。それもありま

すし、各医療機関によって自治体によって

も委託費が違うんです。里帰り等で帰られ

る場合もあって、橋本市内では、今までは

３万円でいけたんですけど、やっぱり里帰

り先でやっぱり値段が上がると、その分自

己負担とかも発生しました。そのために値

段を上げて、どの形であっても支援ができ

るような体制としました。 

　委託先につきましては、助産院としては

なぎ助産院がメインなんですけども、奥村

で、病院によって宿泊だけとか、あとはデ

イケアもやってくださる病院とかいろいろ

ありますが、市民病院は宿泊だけです。奥

村の方はデイケア事業と宿泊型をやってい

ただいています。あとアウトリーチに関し

ましてはなぎ助産院であるとか、個人で助

産師をしていただいているところであると

か、そういう形でそこがメインで委託をさ

せていただいているという状況です。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）ありがとうございま

す。そこはもうわかりました、ありがとう

ございます。 

　その下の、いのちの授業委託料、令和６

はなかったと思うんですけど、これもどこ

に委託されてるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○ 子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） 実は、

いのちを育む事業に関しましては、平成 23

年度から市の保健師を中心にずっと実施し

てきました。一定、10 年を超えまして、実

施の仕方について、やっぱり本市の保健師

だけでやるには限界が生じてきました。っ

ていうのはそれ以上に支援をしないといけ

ない家庭が増えたからなんです。それがあ

りまして、この事業でもやめてしまうのは

どうかっていうところで、各小中回ってま

すので、これを助産師会に委託しようって

いうことでその委託料になっています。 

○委員長（田中博晃君）ほか。 

　岡本委員。 
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○委員（岡本喜好君）すみません。その下、

158 ページの同じ母子保健事業に要する経費

の 12 番委託の中の母子健康手帳アプリ委託

料 77 万円とあるんですけど、いま母子手帳

っていうのはこれ、アプリになっていって

るんでしょうか。ちょっと説明をお願いい

たします。 

○委員長（田中博晃君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○ 子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） 実は母

子健康手帳は母子健康手帳で持っていただ

くんですけども、やはり今のこの時代なん

で、その予防接種であるとか、検診である

とか、個別通知はやってるんですけども忘

れられる方がおられますんで、それもあり

まして、予防接種もいつ受けたかっていう

あたりを管理するっていう意味でも、この

アプリ事業を使って、今のお母さん方に、

今の橋本市のアプリもそうなんですけど、

必要に応じてその時期に自分の子供の注射

がいつ受けられるかとかっていうのが、ア

プリですとその都度で来ますので、情報が

来ますので、そういう形で併用して使って

いく予定でこのアプリ事業申し込んでいま

す。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ＬＩＮＥとかで何か

対象の年齢の方にスポット当てて送るって

いうのは、そういうのは限界があるので１

度そのアプリを入れてくださいということ

なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○ 子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） ごめん

なさい。ややこしい説明したんでＬＩＮＥ

の方はやっていません。このアプリ事業を

登録していただくと、そのご家庭の子供さ

んの生年月日を入れると、対象の時期にな

ったら健診とか予防接種のお知らせが来る

っていうイメージです。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

関連で、これだいぶ前に私、提案させてい

ただいて大変便利な機能なので、やってる

自治体が多くって、やってくださいってい

うお願いしたんですけど。 

　これ、この金額でやったら別に何人にな

ろうと、このずっとこの金額でいいってい

うことなんですか。 

○委員長（田中博晃君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○ 子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） 今の状

況で言えば、一応何人になってもいけるっ

ていうところでこれの委託契約の金額にな

っています。何って言っても出生数は減っ

ていますのですが。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）あの当時から

も多分だいぶ進んでるかと思いますので。

私も最近ちょっと調べておりませんけれど

も、大変便利な機能ですので、しっかりと

周知をしていただいて、皆さんが登録して

いただけるようにというふうに感じており

ますので実現していただいてありがとうご

ざいました。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。今確か

年間 280 人ぐらいで、ますますこれから減

っていくっていう、お子さんなんですけど。

280 人のためにこの 77 万円を投入するとい

うこの費用対効果。ちょっと僕には手動で

やっても十分いいんじゃないかというよう

な、気はするんですけども、意見だけです。

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）158 ページの 18 の負

担金補助及び交付金のところの、がん患者

医療用補整具購入費助成金 75 万円なんです

けども、これの内訳というか、去年の実績

を教えてください。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）令和７

年度の内訳の予定では医療用ウィッグの助

成 22 万円で 30 人。補正下着の助成金とい

うことで１万円で５名。人工乳房等の助成
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金で２万円で５名という形になっておりま

す。 

で、令和５年度の実績でよろしいでしょ

うか。令和５年度は、ウィッグの方が 17 名、

補正下着が２名、人工乳房が１名というこ

とになっております。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）これはがんに罹患さ

れた方で、その必要な方が利用できる助成

金になってると思うんですけども、これの

周知方法というか、市民病院でね、なられ

た方には、こうやって進めていただけたり

とは思うんですけども、他の私立の病院と

か、それとか、県外の病院で手術されたり

した場合の患者さんが利用できるようには

なってるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）市内の

病院では、紀和病院さんであったり、あと

は市のホームページでの啓発っていうふう

なところで、周知はさしていただいてると

ともに、あと、これ県の補助もありますの

で県の方のホームページでも併せて周知を

していただいておるというふうな形になっ

ております。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）県外、実名言うてい

いのかどうかわからないですけど、近大と

かそういったところで、手術とかされた方

は、ホームページとかだけでしかちょっと

知ることはできないのかな。その辺どうで

しょう。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）今後、

市の広報であったりＬＩＮＥ等をいろんな

そういう媒体を使いまして周知の方してい

きたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）よろしくお願いしま

す。 

○委員長（田中博晃君）ほか、いかがです

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）168 ページの 001502

ですね、清掃総務に要する経費で委託料で、

彦谷埋立地周辺整備委託料、草刈等委託料、

排水管調査清掃委託料。あと次のページの、

この 001506 最終処分場（埋立地）維持管理

に要する経費で、こちらでもまた、12 番委

託料で立木伐採委託料、埋立地管理委託料。

っていうのがあるんですけれども。 

この草刈と立ち木と管理と、まず場所の

話をしてるのか、違う場所なのかって話と、

同じ場所であるならばこの、１個１個何か

項目を分けて、委託料が分けられてるんで

すけども。 

これ委託なんで、管理委託で全部一緒で

いいんじゃないかと思ったんですけども、

その辺、もし何か理由があれば教えてくだ

さい。 

○委員長（田中博晃君）環境美化センター

所長。 

○環境美化センター長（兵衛一郎君）最終

処分場の維持管理に要する経費に関しまし

ては、この委託料は、新たに立木伐採委託

料、これに関しましては、最終処分場の浸

出水処理施設の関連で計上させていただい

ておりまして、新たなものでございます。 

あと、そちらの下にあります、埋立地管

理委託料に関しましては、埋立地を管理し

ていくにあたりまして、彦谷区様のほうで

委託していただいている委託料でございま

す。 

次に、最初におっしゃっていただきまし

た、彦谷埋立地周辺整備委託料。こちら 200

万に関しましても、彦谷区、住民の方に最

終処分場の周辺の環境整備に関して委託し

ていただいている関係でございます。 

あとですね草刈と委託料に関しましては、

清掃総務に要する経費ということでござい

まして、旧環境美化センターの法面の草刈

に関しての委託料でございます。 

最後にですね、排水管調査・清掃委託料

に関しまして、こちらの方は旧環境美化セ

ンターの建設にあたりまして、南側の地域

に排水管を、条件工事として設置させてい
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ただいておりますので、こちらの方を調

査・清掃する委託料でございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）170 ページの最終処分

場の維持管理のとこなんですけど、この施

設等維持管理が、2,846 万とかなり大きいん

ですけども、これはどういうところを修繕

されるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）環境美化センター

所長。 

○環境美化センター長（兵衛一郎君）こち

らのほうですけども、浸出水処理施設が最

終処分場にございまして、そちらの修繕費

として計上させていただいております。 

具体的には、浸出水処理施設には施設と

調整池というのがございまして、調整池に

はですね、ポンプがございます。そのポン

プの電源盤を更新する修繕並びにその電源

の配線の修繕等をさせていただきます。 

　以上でございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）176 ページの繰出金

001701 病院事業会計繰出金のところですけ

ども、昨年よりも約 1 億 5,000 万ほど増え

とるような数字になってるんですけども。 

これは繰出金が 1 億 5,000 万ほど多く繰り

出すさなあかんやろという想定ですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）病院事業会計繰

出金については、企業会計となってますん

で、本来、診療収入などでですね、経営し

ていくと。独立採算ていうのが原則となっ

てます。ただ独立採算で充てることができ

ない経費について、一般会計から繰り出す

ものについては、国で繰出基準というのが

定められてまして、それに基づいて繰り出

してるところですけども、本今年度はその

繰出基準に基づいて繰り出す金額が、昨年

度よりも 1 億 5,000 万円ほど増加している

ということになります。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ってことは令和７年

度 1 年間通して、そういうことが予想され

るということでよろしいですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）こちらの繰出金

が 1 年間の繰出金というふうに考えており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）162 ページ 001407 予

防接種に要する経費で、次のページの委託

料 12、帯状疱疹ワクチン予防接種委託料

2,439 万 4,000 円と、18 負担金補助及び交

付金の帯状疱疹ワクチン予防接種助成金 67

万 6,000 円のところなんですけれども。 

これ、７年度からの新規事業ということ

で、帯状疱疹ワクチンの助成をしていただ

けるということで、すごくありがたいなと

思ってるんですけども。 

具体的には生ワクチンが 3,000 円、不活

化ワクチンが 1 万 4,000 円ということで、

これは資料 21 ページに載ってたんですけど

も。これの内容というか、対象がどの方で、

何人の方に接種できるような形で、予算を

組まれているのか教えてください。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）ただ今

のご質問にお答えします。 

令和７年度からこの帯状疱疹ワクチンの

定期接種っていうのが開始となります。今

年度、令和７年度につきましては、まず、

年度内に 65 歳を迎える方、あと、今後、令

和７年度から令和 11 年度の５年間が経過措

置ということになっておりますので、その

他 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳 90 歳、

95 歳、100 歳という、5歳刻みの年齢の方へ

の接種ということと、あと、令和７年度の

みになるんですが 100 歳以上の方も対象と

いう形になっておりまして、現状想定され



30 

る対象者といたしましては約 4,500 名とい

うことでなっておるんですが、接種率とし

て大体 2 割程度を想定をしておりまして、

約 900 名というふうな形で想定をしており

ます。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）不活化ワクチン 1 万

4,000 円っていうのは、これは不活化ワクチ

ン２回打たないといけないと思うんですけ

ども、不活化ワクチンこれ 1 万 4,000 円で

２回やっていただけるっていうことでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）こちら

の不活化ワクチンにつきましては２回接種

ということになりますので、１回あたり

7,000 円ということでそれの２回で１万

4,000 円というふうな形になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）168 ページの上の 14

番、斎場太陽光の設備工事 6,600 万、これ

何に使うための太陽光でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君） 

　何に使うということなんですけれども、

平常時については、空調や照明など電気料

のかからない、自家発電した太陽光発電電

力に切り替えることで、日々の電気料に繋

がるっていうことと、その分のＣＯ2削減に

も繋がるというものを考えております。 

また災害時についても、系統電力が停電

となったときにでも、切り替えることで、

例えば死者が出ているような災害であった

場合でも、ご遺体を安置するための必要最

低限の電力を確保するということを想定し

ております。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。

関連で。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）関連なんですけれ

ども、説明資料の方見たら電気料金の削減

という項目があるんですけれども、実際こ

の工事をやって想定できる電気料金の削減

はどの程度考えられてますか。 

○副委員長（土井裕美子君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）太陽光パ

ネル、そして蓄電池を設置することで、見

込みでは約 38％の電気料を削減するという

ことになっております。例えば令和５年の

決算で斎場の電気料が 728 万ということに

なっておりますので、38％削減ということ

でなりますと、276 万 6,000 円の削減に繋が

るというふうに考えております。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）斎場自体のその地

域との契約っていうかな。それは多分あと

五、六年で、一旦切れてしまうというかな、

なるかと思うんですけれども、そうなった

場合に、太陽光は 20 年とか仮に使えたとし

ても、地域との話し合いの進捗によっては、

これが無駄になる可能性もゼロではないと

いう部分を考えたら、現状地域との話し合

いはどのようになってますか。 

○副委員長（土井裕美子君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）現在の斎

場の設置期限については令和 13 年度末とい

うことになっておりまして、５年ぐらい前

から、地元交渉というのが始まると思うん

ですけれども、先日、地元の区長様には、

まだ議会は通っておらないんですが、いま

生活環境課としてこういう計画っていうの

を検討しておりますというお話をさしてい

ただきました。 

その結果としたら、ええことじゃないか

という返事をいただいておりますので、無

駄になるっていうか、もしうまくいかなか

った場合でも他の事務所とかっていうふう

なことを考えておりますので、はい、ご理

解いただきたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。ちょっとまだみんないっぱいあります。

関連。 

　岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本喜好君）同じところで斎場の

太陽光パネルですけども、大雨とかだとそ

うなのかなと思うんすけど、地震のときに
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このパネル自体が、要は崩れてくる、使え

ない可能性があると思うんですけど、何か

震度どれぐらいまで耐える設備なんでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）例えば震

度何ぐらいまでとか耐えらるかっていうこ

とでよろしいですかね。 

　まだ、そこまでっていうか、これから細

かい部分っていうのは、詰めていく状況で

す。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）これ仮にね、今、材

料高騰、建設高騰してますけども。これ震

度７強に耐えれるものってなったときに、

いや追加でこの工事費上がりますよってな

ったときに、建設費上がるのと、要はあと

これ、毎年 38％削減、276 万円削減できま

すって話なんですけど。7,000 万円投入して

毎年 270 万削減やと大体 35 年ぐらい運用し

て初めてプラスに転じていくっていう計算

になるんですけども。その辺の見積もりと

か調査とか今後やっていくんでしょうけど、

それによっては運用を見直す可能性とかは

あるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）この事業

に関しては国の二酸化炭素排出抑制対策事

業補助金というのがありまして、２分の１

の補助があります。残りの部分について起

債も含めてなんですけれども、270 万削減で

きるとするならば 12、3 年程度で回収はで

きるのかなというふうに考えてます。 

○委員長（田中博晃君）ほか、すみません。

ちょっと時間延びますけども、多分これで

終わりやと思いますんで。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。簡単に。

これに関してランニングコスト、年間どれ

ぐらいいるんでしょう。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）保守点検

の費用については年間 15 万程度というふう

にお聞きしております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　ありませんので、４款を終わります。 

　この際、午後１時 00 分まで休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　次に、５款　労働費　175 ページから 176

ページまで、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

５款を終わります。 

　次に、６款　農林水産業費　175 ページか

ら 198 ページまで、質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）186 ページ、この中で、

有害鳥獣対策に要する経費のうち、病害虫

侵入防止対策事業補助金、クビアカツヤカ

ミキリ対策も含まれてるんですが、120 万か

ら 170 万に増えてはいてるんですけれども、

このクビアカツヤカミキリの被害って、も

う相当大きなものがありますので、本当に

これだけの金額で十分といえるのかどうか。

少ないんではないかと思うんですけども、

どうでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）クビアカツ

ヤカミキリ対策としましては、予防のため

に防除剤や侵入防止用ネットを購入する費

用の補助を行うものとなっております。

100％の補助ではありますが、上限が個人で

２万円、団体５万円として実施するもので、

ネットにつきましては、一本あたり 3,000

円で 50 本までとなっております。こちらの

クビアカツヤカミキリの防除につきまして

は、防除剤であっても成虫期・幼虫期、ま

た桃などの生産果樹、桜などの生産果樹以

外と、様々なパターンが出てきておます。

 （午後０時 01 分休憩）

 （午後１時 00 分再開）
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薬剤の、こちらについて、配布分っていう

ことで令和６年度も実施しておったんです

が、なかなかそちらについては利用が少な

かったということで、今後ですね、農家の

方だけでなく、市民の人に広く被害、特に

桜ですね、被害が出てるということを周知

しながら実施をしたいと考えておりまして、

金額としましては、その分として 50 万円あ

げておるという状況になっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。今の説

明でしたら、例えば、個人のお家で桜の木

があるとかっていうところも対象になると

いうことでよろしいんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）それで間違

いありません。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）昼からもよろしくお

願いします。180 ページの 001917 農地利用

集積特別対策事業に要する経費なんですけ

れども。地域計画等も取り組んでいる中で、

また出てくるんかもわかりませんけども、

農業振興条例では、中間管理機構に登録し

たものについては補助金出すというふうな

ことも多分あるんだろうと思うんですけど。

やっぱり集積事業って非常に重要な、大事

な事業やと思うんですけども、ここに報償

費４万 2,000 円と需用費 4,000 円っていう

金額しか計上されてないんですけど。その

辺、４万 6,000 円で集積事業できるんでし

ょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）こちらにつ

きましては、農地銀行の委員さんに対する

報償費等になりまして、令和６年度までで

すね、項目としてこちらに入っておったん

ですが、令和７年度より 184 ページの 18 の

負担金補助及び交付金の中の農地集積推進

事業のところに 150 万円ということで計上

を変えております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）説明ありがとうござ

います。それでそこにはですね、一反あた

り２万円と、更新は１万円。しかも農地中

間管理事業で５年以上継続して行う農地の

借用を支援して農地集積を推進するという

ことの中での対象の農地しか補助は出さな

いということなんですけど。これは通常、

中間管理機構へ登録してくれたら、それで

済む話なんですけど。仮にそういう手続き

を負わなかったら、もう補助の対象にはな

いということですか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）令和７年４

月から農地の貸し借りにつきましては、農

地中間管理機構に統一されるような形とな

りますので、逆に言うと、すべてそこを通

るような形となります。その点もありまし

て、そちらを通るところは、市のほうで全

部把握できることにはなりますので、そう

いったところを市できっちり管理しながら

貸し借りをやっていけたらということで考

えております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございま

す。それで今、地域計画、結構熱心に取り

組んでいただいてると思うんですけど。今、

把握されてる範囲内で結構なんですけども、

地域計画に基づいてになると思うんですけ

ども、集積される面積はどれぐらいあるん

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）すみません。

その部分につきまして、現在まだ集約中で

して、数字としては現在まだ出てないとこ

ろで、今後出していく予定となっておりま

す。 

　申し訳ありません。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）この 150 万っていう

のは、何を根拠に 150 万っていう設定され

てるんですか。 
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○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）前年の実績

等に応じてですね、あと各若手の農業者さ

んとかと話し合いをする中で、どれぐらい

希望があるかとか、そういったところの意

見を集約しながら金額ということであげて

おります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）資料のほうは 22 ペー

ジの 12 の橋本ふるさと便事業補助金 9,000

万円なんですけど、こっちは 188 ページで

すね。188 ページの上の負担金補助及び交付

金の橋本ふるさと便事業補助金なんですけ

ど、昨年すごくいろいろ議論があって、天

井を決めるとか、ワンコインとかっていう

ような話とかも出てたんですけども、今年

度も同じ金額、昨年と同じ金額に予算計上

されてるんですけども、今後の方向性って

いうのが、もしも考えておられるようでし

たら教えて欲しいです。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）令和７年度

のふるさと便につきましては、令和６年度

と違う点としまして、送料１件あたり補助

額を、これまでの全額から 500 円に変更す

るということで考えております。また、併

せまして、送付する荷物の価格につきまし

ても 2,500 円以上とします。一方で送付件

数につきましては、上限を設けないという

形で進められたらということで考えており

ます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）その辺の変更点を事

業者さんには、農家の方には、通知とか、

そういうのはできてるでしょうか。これか

らでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）いいですか。なか

ったことにしてください。 

ほかにございませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）184 ページの負担金補

助及び交付金のところ、18 なんですけども。

一つは、農業用ハウス災害復旧補助金。前

年 100 万の予算枠やったのが半分になって

るんですけども。これも実績が少ないから

という理由からでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）実績につき

ましては、前年度１件で、金額で９万 1,000

円の支出ということでなっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）っていうことは、少

ないから今回は減らしとこということだと

思うんですけども。ここもね、毎年ハウス

のビニールを替えたりするとは限りません

し、災害が起こるとも限りませんので、や

はりこの辺はやっぱり 50 万を超した場合、

どういうふうな対応をされるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）こちらにつ

きましては、もう激甚災害とかそういった

とこが起こったときには、またその分につ

きましては、別途ちょっと協議というか予

算計上っていうところが必要となることは

あるかと思うんですが。基本的に小さなと

いうか、１か所的に突風が吹いてとか、そ

ういったところのイメージで現状のところ

はあげておる予算となっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。同じと

こなんですけど。だから、その災害が 50 万

を超した場合の対応は考えられてないとい

うことで、答弁になるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）すみません。

その場合は、また補正予算ということでお

願いすることになると思いますので、ご了

承ください。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

垣内委員。 
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○委員（垣内憲一君）188 ページの一番上の

ふるさと便のことなんですけど。私、本人

さんとかにそんな確認したわけでも何でも

ないんですけども。あそこの人に言うたら、

自分とこ送るために登録してあるねんって

いうようなことを言うてる人もいてるって

いうのを聞かせてもうたんですけど、そう

いったクレームとか、そういう情報ってや

っぱり入ってますか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）そうですね。

そういった情報は、ちょっとこちらのほう

には入ってはないです。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところで、橋本

ふるさと便事業です。 

　今回、上限が撤廃されたということで、

僕、方向性としては、すごく実はいいなと

思ってですね、上限ある中どうしよう、ど

うしようって考えながら去年やられた農家

さんおったんで、上限がないっていうの非

常にいいんですけども。これ、１件あたり

500 円で、9,000 万なんで、大体 18 万件送

れるっていうことで、これ、上限がないと

いうことで、逆に今度超えてくると、補正

予算措置やってくれるという、そういう方

向で考えてよろしいでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）そうですね。

500 円で 18 万、この件数につきましては、

ちょうど一番多かった令和５年が、その件

数になっております。それを上限というイ

メージで金額を計算しております。 

　金額 2,500 円っていう基準を設けますん

で、数につきましては、減ってくるとは思

っております。ただ、もし万が一増えたと

きには、また補正予算ということで、ご相

談させていただくこともあるかと思います

ので、よろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）あと同じで、期限っ

ていうのが、１月 31 日までやったと思いま

すけど。これ、また来年度も同じ期限にな

るんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）そうですね。

その後の事務の手続き等も含めまして、一

応、４月１日から１月末までで、報告が２

月末ということで、現在考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。184ペー

ジの先ほどのところの18負担金の関係です

けども。このちょうど中段ぐらいに、農業

次世代人材投資資金という項目があるんで

すけども。これ、昨年すごい金額大きかっ

たかなと思うんですけど、この辺、減額さ

れた理由っていうのは、どういうところか

ら来てるんでしょうか。多いなかったです

か。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）こちらの制

度につきましては、農業次世代人材投資資

金の補助金のほうが令和３年までで、令和

４年から国のほうの制度は、経営発展支援

事業に変わってきております。ということ

で、令和３年までのあった分が継続で残っ

てきておるので、徐々に金額としては減っ

てくるといった補助制度となっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）190 ページの 001935

エコパーク紀望の里の 12 委託料の中の草刈

委託料っていうは、多目的広場と、多分、

本体の草刈りなんでしょうけど。これの何

か算定基準っていうのは、面積に応じてや

っているのか、それとも何か週２回でいく

らとか、そういう月１回とか、何かそうい

う契約の中身っていうのを教えていただけ

たらありがたいっていうのと、後は、先ほ

ど彦谷のほうも草刈りとかあったんですけ

ども。何か市として共通で、どういう内容

で委託料っていうのが決まっていくのかだ

け教えてください。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）こちらにつ

きましては、面積に応じてということで計

上しております。ちょっと細かい数字が今

手元にはないんですが、面積に応じてとい
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うことで間違いありませんので、報告させ

ていただきます。 

○委員長（田中博晃君）課長。頻度も聞い

てるんですけれども、いかがですか。 

　農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）多目的広場

のほうにつきましては、年に３回。下の別

の草刈委託料のエコパーク周辺の道路の分

につきましては、年間で２回となっており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　南出議員。 

○委員（南出昌彦君）184 ページの先ほどの

18 の負担金関係なんですけども。一番下の

あたりなんですけども、昨年まで経営発展

支援事業補助金だったと思うんですけども。

令和７年度は経営継承支援事業補助金に、

多分、名称が変わっただけかなと思うんで

すけど。これ、内容はどうなんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）経営発展支

援事業につきましては、要望がないので、

今回あげてないということになります。 

　こちらの経営継承支援事業につきまして

は、去年の６月ですかね、補正予算のほう

でお願いしまして、親元就農であるとか国

の補助を受けれない方を対象とした補助金

ということで、あげさせていただいており

ます。こちらにつきましては、令和７年度

については当初よりっていうことで、今回

あげさせていただいております。 

○委員長（田中博晃君）ほか、いかがです

か。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）196 ページの 12 の一

番下、自伐型林業推進委託料、これって、

説明書き書いていただいてあるんすけども

うちょっと詳しくっていうか、どんなこと

されるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）昨年ですね

自伐型林業の可能性調査委託料業務という

ことで昨年上げさしていただきまして、そ

の結果、可能性につきましてはこの３月、

これから結果が出てくるようになります。 

その結果をもとにですね自伐型林業ってい

うのは、いわゆる昔であれば自分で林業す

ることによって収益を得ることで、今みた

いに、なんていうか誰かに委託して木だけ

刈ってもらうとか、要するに費用ばかりか

かるとかっていうのではなくて、売り上げ

を上げてやっていけるようなのが自伐型林

業なんでそういった可能性をできるところ

は今後、広げていってそういったところに

ついては、地元のそういった手挙げてくれ

る方にそういったことをご紹介しながら、

できるだけご自身で管理いただいて収入を

得ていただくような、そういった体制を作

っていけたらということで考えております。 

○委員長（田中博晃君）垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）そうしたら、なんか

そんなんやったのっていうような若い子か、

そういった方誰か、候補者みたいなん出て

きたんですか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）そうですね。

現在こちらの自伐型林業の方につきまして

は、若手として出てきてるかどうかって言

われて今のところ出てきてない状況です。 

今後そういった結果を元にですね、令和

８年とかそういった以降に、そういった形

で取り組んでいただける、地域おこし協力

隊であるとかそういったところをまた探し

ていけたらということで考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほか、いかがです

か。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）188 ページの、農産物

産地化事業に要する経費の負担金。高野山

麓農産物産地化協議会補助金が 100 万円か

ら 70 万円に減額になっているんですけれど

も、この辺の、なぜなのかっちゅうことと、

高野山麓農産物の現状とかについてお尋ね

します。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）減額になっ

てるところにつきましては令和６年度にで
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すね、ＰＲ用ののぼりであったりとか、エ

コバックであるとかそういったものをかな

り作っておりますんで、そういったところ

を活用しまして令和７年度については、そ

ういったところを減額した内容として報告

さしていただきました。 

現状としましては、令和５年の現在にな

るんですが登録農家数は 49 件で、取組み農

家 25 件となっております。 

今週ですが、高野山麓精進野菜の説明会

というかさせていただいた中には 11 名の方

が来ておりますので、その中でも取り組ん

でいただける方がいるのではないかなとい

うことで考えております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）昨年総務経済委員会

で、ＪＡ京都に野菜の普及に関しての研修

に行ってきたんですけども。 

結局のところいろいろ説明をいただいて

言われたのが、取組みが中途半端やと。だ

から商品設定もきちっと、品質管理もでき

てないしっていうふうなことの中で、いろ

んな助言をいただいたんですけども。 

ここ補助金という形でであれば今質問あ

ったように、減ってるんですけども、やっ

ぱり取組みとしてはもうちょっとこう、農

家の収入を上げれるような取組みをする必

要があるんかなと思いますけども。その辺

も含めた補助金となっているんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課長補佐（秋山康弘君）お答え

します。昨年、提言書という形でもいただ

きまして京都の方の事業につきましては、

参考にちょっと拝見させていただいておる

んですけれども。確かに京都の方は出荷す

る前に、生産の、検査の責任者がおられて、

検品したりとかですね、そのようにやって

おるんですけれども、ちょっと橋本市の方

では、まだなかなかその辺までは行けてお

りません。まずは生産者を増やすこと、あ

とは市民の方にもっと周知をして、市内で

食べていただけるようなところを増やす、

指定店を増やすっていうような取組みを、

今この農産物の産地化協議会、という協議

会の中で協議をしながら作っておるところ

ですので、できるだけ今後、産地化事業に

ついては、農家の所得に繋がるような形で

やっていきたいとは考えておるんですけれ

ども。ちょっと時間はかかりますけれども、

ちょっとずつ進めていきたいと思っており

ますので、ご理解いただけたらと思います。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ぜひともよろしくお

願いしたいと思います。 

　続いてなんですけど、186 ページの

001908 の鳥獣害の関係の 18 番の一番下、侵

入防止対策事業補助金。これ前年度より額

上げていただいてるとは思うんですけども。 

私も一般質問さしていただいた中で、や

っと本格的にこのクビアカの取組みしてい

ただけるんかなあと思って喜んでおるんで

すけども。農家の方に聞きますと、やっぱ

り根も全部掘り上げて、撤去するというか、

掘り起こすというところまで、ていうのは

なかなかしんどいよというふうな声が多い

かなと思います。 

そういう意味では、県の補助金が 2 万円

か何かあると思うんですけども、やっぱり

そこにもう、そういう補助金のメニューと

してはやはり、そこへプラスアルファ、何

らかの補助をしていただいた方が、クビア

カの防止対策には効果的かなと思うんです

けど、そういう内容は入ってないんでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）そうですね。

こちらにつきまして予防の部分だけという

ことになっております。 

先ほどおっしゃっていただいた、県の抜

根、伐採とかの補助であったりとか、国の

方で植え替えの費用の補助であったりとか、

そういったところがあるかと思いますので、

市の方では今後防除の部分であったりとか、

また４月の広報とかでもそういった周知と

かはさしてもらうんですけど、防除とあと

掘り取りであるとかそういったところを進

めていきたいと考えております。 
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以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございま

す。よろしくお願いしたいと思うんですけ

ども、これは農業の関連の費用かなと思う

んですけども、桜についてはこれは対象外

ですか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）、こちらにつ

きまして環境省の補助も入っておりまして、

桜も含めた対象、先ほどちょっと言わして

もらったんですが、桜も含めた対象という

ことで、家にある桜の予防であるとかそう

いったところにも使えるものとなっており

ます。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）根っこからっていう

のは、やっぱり根っこにいっぱい幼虫とか

いてますんで、その辺今後もほんまに考え

ていただいて、内容の方の改善も含めてお

願いします。答弁は結構です。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）すみません。190 ペー

ジの 001935 エコパーク紀望の里管理運営に

要する経費で、12 の委託料、紀望の里北側

用地整備工事設計監理委託料 1,734 万円。

22 ページの資料の建築確認申請手数料 55 万

2,000 円ていうのは、多分上の情報通信料を、

55 万 2,000 円になるのかなと思うんですけ

ども。屋根付きの木材遊具を設置したって

いう、そういう遊具をつけていただけるっ

ていうことなんですけどイメージがちょっ

と湧かないんですけども。フィールドアス

レチック的な感じのものになったりとかす

るんですかね。まだ先の話で設計を依頼す

るっちゅう話なんですけど。その辺ってお

答えしていただいていいですか。 

○委員長（田中博晃君）農林振興課長。 

○農林振興課長（安田秀幸君）お答えしま

す。まだはっきりと決まってるわけではな

いんですが、遊具につきましては木製遊具

ですので、そういったところを組み合わせ

た、いわゆるフィールドアスレチックに近

づいたようなものになるということは考え

ております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）補足しておきます。 

　従来、下中区から、あそこの整備をせよ

と言われてたんですけど、ちょっと財政的

な問題もあって何もできてなかって。その

中で、もう下中区との話でここに屋根つき

のステージとか遊具とかそういうのでもう

ええよという話に落ち着いた。いろんなこ

とを考えたんですけど。 

うちから提案したやつは、向こうからは

蹴られて、ようやくこれで話がついて、も

う８年ほど前から、あそこの跡地何とかせ

いという話があったんですけど、今ようや

く、地元の了解も得られて、地元の提案を

受け入れて、あそこを整備すると。たまご

絵本館もあるし、信太の活性化委員会もあ

る中で、あそこにファミリー層に来てもら

えるような、そういう施設づくりをしてい

くっていうことになってますんで、ご理解

いただきたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）192 ページなんですけ

ども。001919 の農地人件費なんですけれど

も。私はやっぱり担い手と農地の集積、圃

場整備等が一番やっぱり力を入れなあかん

農業関係の事業かなと思うんですけど、そ

の中で農地人件費が、昨年よりも 500 万ほ

ど、人件費アップしていただいてるんです

が、それはそういう集積関係に力を入れよ

うということで、金額アップされとるんで

すか。 

○委員長（田中博晃君）職員課長。 

○職員課長（阿瀬英俊君）あくまで予算計

上させていただいたのは、５名分の人件費

として上げさせてもらってます。昨年度実

績と比べると、１名増の予算というふうに

はなってます。 

以上です。 
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○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ほな力を入れてくれ

るということで、よろしいですね。 

同時にもういっこ下の 1922 もなんですけ

ど、こちらについても需用費が前年度 500

万から 1,270 万ていうふうな形で、あげて

いただいてるんですけど、これは何か理由

があるんですか。修繕ですか。 

○委員長（田中博晃君）農林整備課長。 

○農林整備課長（壷井敦史君）こちらにつ

いては地元からの要望に基づいて、農業施

設関係の維持修繕をする予算になるんです

けども。要望箇所が若干増えてきてますの

で、それに伴って増えてるというような形

になっております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございま

す。その下の工事請負費も昨年はなかった

と思うんですけど、これもそういう整備が

増えてきてるんでしょうか。農業用施設整

備工事費 200 万ていうやつ。 

○委員長（田中博晃君）農林整備課長。 

○農林整備課長（壷井敦史君）こちらにつ

きましては去年から、農林整備課の方で管

理しております小田井の上部利用の一環と

しまして、管理用地がございまして、公園

にも道路にもなってないような空き地がご

ざいまして、地元からの要望も踏まえて管

理用の柵を設置するという形で、去年から

設置さしていただいてるんですけども、そ

の残り分を設置するという形で計上してお

ります。今年で一応完了する予定になって

おりますので、今年で終了ということにな

ります。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ちょっと勘

違いあったらあかんので、さっきの南出議

員の質問に対して、ちょっと補足させてい

ただきます。 

先ほどの 192 ページの農地人件費という

ところなんですが、こちらも農林整備課の

建設部のところの予算になっておりまして、

実は 180 ページに農業総務人件費ってある

んですけども。そちらが農林振興の予算と

なっております。 

先ほどの質問の中で、農地集積の話と圃

場整備の話をされたと思うんですけども。

補助整備の話はハード面のところで、当然

その、まだ今のところ農業者の方から「や

ったらええやん」という話あるんですけど

「自分がやりたいよ」っていうなお話がな

いので、そういう予算は組んでないという

状況になっております。 

　一方で農地集積の方は、当然農業総務の

人件費の方で、増員はしてないんですけど

も、しっかりやっていくということで、計

上しておりますので、ご理解の程よろしく

お願います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）188 ページ、191218、

高野山山麓精進野菜のところなんですけれ

ども、先ほど南出委員も質問されておりま

したけれども、実際に、精進野菜作られて

る農家さんで、売り上げベースで、その生

活とまではいけんのはわかってるんですけ

れども、ちゃんと実入りが取れてるんかど

うか。今後広げていく上では、そこ一番大

事だと思うんですけれども、いかがですか。 

○副委員長（土井裕美子君）農林振興課長

補佐。 

○農林振興課長補佐（秋山康弘君）お答え

します。 

　そうですね。先ほど取組農家が令和５年

末現在で 25 人というふうにちょっとお答え

させてもらったと思うんですけれども。 

この方々の、何人かちょっとアンケート

返ってきてないんですけども、令和５年時

点での出荷額って私どもが集計しておりま

すのが、1,760 万円の金額で集計させてもら

ってるんですけれども、やっぱり農家の中

にもいろいろと規模が違ったり、作るもの

が違ったりということで、兼業農家でされ

ていたりとかですね、販路が違ったりとか

っていうことで、なかなかとらえにくい部

分はあるんですけれども。メインはやっぱ
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りファーマーズマーケットであったりとか、

学校給食に納品したりとかっていうような

農家については結構収益はあるんかなとい

うふうに考えておるんですけれども、まだ

兼業農家とか、ちょっと売り上げが少ない

農家も事実としては結構おられますので、

そういったところがもっと魅力的な、ブラ

ンド化というか産地化事業になるように、

進めていきたいと考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

６款を終わります。 

　次に、７款　商工費　197 ページから 208

ページまで、ちょっと入れ替えりますんで、

お待ちください。それでは、質疑ありませ

んか。商工費です。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）197 ページの商工費で、 

昨年ベースからマイナス３億円ぐらいにな

ってるんですけども、商工費でこの３億円

減額になった大きな要因っていうのを教え

てください。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）商工費で３億 909

万 9,000 円ですね。昨年度より減額になっ

てるんですけども。 

主な内容としては、地域通貨事業補助金

ですね、こちらが今年度繰り越しというこ

とになりましたんで、昨年の当初について

た２億 4,000 万が減額になってるってのが

一番大きなものです。 

　その次に都市計画道路の小峰台垂井線道

路工事費。こちらが 8,400 万円が減額なっ

てるのと、妻地内用水ポンプ場撤去工事費

が 7,100 万円減額になっているというのが、

主な減額の内容となっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

南出委員。 

○委員長（田中博晃君） 202 ページの

002115 の、18 の企業立地促進奨励金なんで

すけど。相当金額上がってるんですけれど

も、これの説明をお願いします。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）お答えさせ

ていただきます。 

　ただ今、おただしいただきました企業立

地促進奨励金についてでございますけれど

も、この奨励金につきましては、前年度に

納付された固定資産税を、翌年度に 60％、

または 100％奨励金として、誘致企業の方に

返させていただいておる制度でございます。 

で、６年度と比較して７年度の予算が増

額しているところでございますけれども、

交付予定件数につきましては、今年度と比

べて２社減って 32 社というようなところに

なるんですけれども、交付件数は減少して

いるんですけれども、令和 7 年度で交付対

象を予定しております企業の固定資産税が、

実際納めていただいた、固定資産税額が増

額したというところでございます。 

そういったところで、奨励金についても

増額しているというようなところでござい

ます。 

以上でございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）208 ページの、サマー

ボールのところなんですけれども、昨年よ

りも、150 万円増額にはなってますが、今回、

今年っていうか令和７年度は、どういう形

でこれは実施されるんでしょうか。 

どういう形っていうのは要するに、市が

主体でやるのかとかっていうそういうこと

で、どういう形でされるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　運営体制についてはもう昨年と同じ形で

事務局がシティプロモーション課が担って

させていただきます。 

ただし、実行委員会組織の強化っていう

のもちょっと考えておりまして、昨年かな

り多くのボランティアご参加いただいてお
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りまして、かなり市民の方たちもこのサマ

ーボールに関して関心が強いというところ

も見えておりますので、そういった方たち

はこちらの方からお声掛けさせていただい

て実行委員会組織の方に入っていただけな

いかなと、そういう形で取り組んでいきた

いかなと考えております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところでサマー

ボールなんですけども、去年かな、今年か

すったもんだして誰が運営主体になるんだ

っていう話で、市ができないから、外でや

る。いや、やっぱり返ってきたって話がだ

いぶ、私はもう、賛成する反対するだいぶ

悩んだとこあるんですけど。 

結局、去年もそれでやって今年もこれで

やるってことは、今後こういう形で、実質

市が主体となってやることに、結果的に大

きな問題はなくて、やっていけるよという、

そういう認識でよろしいんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお

答えします。 

　もともとこの市民まつりというかサマー

ボールが成り立った経緯としましては、当

然市民で作り上げる祭りということで、本

市としてもですね、やっぱり市民さんが運

営主体となるというか、市が主体になるん

じゃなくって、その市民さんが主体となっ

てというところを目指すべきやなという思

いはあります。 

ただ、やっぱ過去から考えるとですね、

やっぱりこう、運営に対してすごくこう、

不足感を感じたり、すごい負担になってく

るっていうことがありましたんで、一旦市

で持っとるという状況なんですが。先ほど

課長が申し上げたように、実行委員会組織

をまず強化しましてですね、いろんな方に

入ってもらおうと思ってます。 

そん中でもうちょっと市と一緒に取り組ん

でいった上で今後ひとり立ちしていくとい

うんすかね。 

市民さんでもっとこんなことやりたいんや、

だから自分たちで運営したいんやという方

向性が出てきた暁には、今後そういうふう

なことも考えますので、一旦今のところは、

市の方でやってるという状況でございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありがとうございま

す。あと、前回に比して 150 万円上がった

んですかね。この上がった要因ってか、何

に、150 万円増加する予算を充ててるのかだ

けお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　令和７年度の、紀の川橋本サマーボール

の開催に向けて事前に予算積算用に各事業

者から事前見積もりを徴したところなんで

すけども。物価高騰とか人件費の高騰もあ

って、多くの業務において、昨年度より金

額が正直上がっております。 

　令和７年度の支出は、令和６年度比較し

て、300 万円ほど増額見込んでおります。こ

の増額分の 300 万円をどうするかといった

ところなんですけども、まずは、令和６年

度からの繰越金である 200 万円、これをま

ず充てさせていただいて、例年ご協力いた

だいている協賛金、これについては昨今の

物価高騰の影響を受ける可能性も考えられ

るため市の補助金を、定例の 1,300 万円か

ら 150 万円の増額とした 1,450 万円の要求

とさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありがとうございま

す。できるだけね、投入は少ない方がいい

わけで、例えば駐車場代とかずっと無料で

開放してたりとか、バスも全部タダでどう

ぞどうぞというようなところで、徴収でき

るところからは徴収したほうがいいんでは

ないかという話はあるんですけれども。こ

ういった検討はなされた上で、やらないっ

てなったんでしょう。 
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○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　過去からも駐車場代とか取ったらどうな

んかなっちゅうな、外部からご意見とかい

ただいてたケースもあるんですけども、実

際、他市とかの状況みたらそういうことに

取り組んでる市町もあろうかというのもわ

かってはおるんですけども、実行委員会と

してはやっぱり駐車場が無料であることが、

非常に喜んでいただいているというところ

もあって、今の現状となっているところで

ございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）そりゃ無理やったら

喜んでくれるんですけど。いや、もう交通

渋滞もすごかったじゃないですかやっぱり。 

だから、緩和するって意味では、需要と供

給のバランスを公共交通機関いっぱい使っ

てもらうってこと考えたら、例えば駐車場

代は取るけども、バスはその代わり無料で

出しますとかですね、そういう配分という

か政策誘導というか、差配はできるはずな

んですけども。 

実際、値段が高騰してこれ、市民の税金

ですから、橋本市の人らが使うべき税金を、

観光の人らはただ乗りできるっていうこと

を鑑みると、受益者負担ということを考え

ると、駐車場を停める方にはそれなりの、

やはり負担をお願いしていくっていうのが

筋じゃないかというふうに思うんですけれ

ども、意見として述べさせていただきます。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で、田中

委員長。 

○委員長（田中博晃君）サマーボールなん

ですけども、昨年も現場行かせてもらった

んですけれども、会場の出展ブースが場所

によって人の流れが大きく下がると。とな

った場合に、今のお金の話と重なるんです

けれども、例えば場所によって金額を変え

るのも 1つなのかなと。 

様々なイベント私も行かせてもらってます

けど、メイン会場に近いところは、ブース

の金額が高くて、離れれば離れるほど安く

なると。そういった部分もね、今後、実行

委員会なりで検討していくすべき課題だと

思うんですけれども、それがちょっとでも

経費を抑えることになるんやけれども、そ

のあたりについてはいかがですか。 

○副委員長（土井裕美子君）シティプロモ

ーション課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えいたします。非常にあり

がたいご意見ありがとうございます。 

　先ほども答弁させていただいたんですけ

ども、やはり支出がかなり増えてきている

っていうところがありまして、逆に今度歳

入の方増やしていかなあかんとなってきま

したら、やはりそういった出店者に対して、

ちょっと値上げというか、そういうところ

の形は考えていかなあかんのかなっていう

のも事務局としても考えておりますので、

貴重なご意見いただいたということで、実

行委員会の中でも提案していきたいなと思

っております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）関連ですけども。　

これだけ財政厳しいって言われてる橋本市

の中で、このサマーボールに関しては 150

万アップということなんですけど、これ現

状維持で何とか、今、田中委員がおっしゃ

ってくれたような創意工夫をしながら、支

出については現状どおり頑張ろうという意

見はなかったんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）経済推進進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお

答えします。 

　内部ではですね、当然現状でどうかなん

て話もございました。ところがですね、や

っぱりこう、今年万博があるということで、

警備費の方もやっぱかなり上がってくる。

花火の方も、一生懸命交渉してるけども上

がってくる可能性があるということで、こ

れを何の財源に頼ってるかっていうと市の
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補助金とあくまで、市民参加の協賛金で頼

っております。 

協賛金は大体 1,000 万円の収入がありま

す。 

市から 1,300 万から 1,450 万出すって形に

なるんですが、これを現状のままいくとな

ると、当然協賛金頑張って取るとか、あと

その収入を増やす努力をするとかっていう

ところになるんですが、ほんなら収入は増

やす努力はできたとしても、もとの一番で

っかい協賛金が増やせなくなったら、たち

まち祭りが立ち行かなくなるということが

ございましたので、協議の中で、そのぐら

いのアップで抑えたと言うたらおかしいん

ですけども、何とか祭りできるところまで

頑張ったところがこの 1,450 万というに考

えてますので、ご理解のほどよろしくお願

いします。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ご理解しました。そ

れはそうなんですけど、先ほど部長がおっ

しゃってくれた意見の中で、最終的には市

民が主体となった祭りに持って行きたいよ

というお話だったと思います。 

私の個人的な経験からいきますと、各地

でいろんなイベントされてます。私もいろ

んなイベントにも参加しておりますけども、

死亡事故が起きたイベントもございます。 

そういう中ではこの紀の川橋本サマーボ

ールってすごいかっこいい、素晴らしい祭

りなんですけど。一応爆発物を取り扱って

るということをしっかり考えておいていた

だきたいなと。 

そういう意味では、一般市民の方が例え

ば実行委員長になるとか、そういうことに

なりますと、後々非常に辛い思いをして、

一生辛い思いして、人生送らんなんという

ふうなことにもなりますので、手伝っても

らうのはいいと思うんですけど、あまり責

任を、負担を大きくするっていうのは、や

はり避けたほうがいいと思いますんで、そ

の辺もまた、実行委員会の方で協議いただ

いて、よい祭りにしていただきたいという

ふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）事故があった場合は、

もちろん責任を負うのは、主催者である橋

本市なんで、そういう心配はないようには

します。 

実行委員というのは私、大会長なんで、

大会長じゃあ責任取らんのかっていう話に

なると思いますんで、やっぱり事故起きた

ときには、当然保険にも入ってますし、そ

こについてはより安全に、市民の皆さんに

責任を負わせるっていうようなことはない

です。 

いま、桟敷席がちょっとできへんかなあ

と、有料の。いま、ＪＡさんからは、やっ

ちょん広場を、桟敷席にできへんかなとい

う提案もいただいてて、そういうふうなと

ころで収入を増やすっていうことも、これ

はちょっとＪＡも、県のＪＡになってしま

ったんで、また協議せなあかんのですけど、

以前から桟敷席も作っていこうかっていう

話はあったんですけども、そういうことも

含めて、考えていけたらなあと思ってます。 

駐車料金については、またそこに人をつ

けやなあかんので、領収書とかっていうも

のも作っていかなあかんとなると、路上駐

車してるとこからお金取るわけにも、フル

ーツラインで見る人もいてるんで。そうい

うふうな平等性も考えると、できたら今の

まま、そこに対する人件費の方が高くつく

可能性もありますんで。市の職員も配置す

りゃええって言うけども、やっぱそれはボ

ランティアっていう形をとってますんで。

やっぱりお金集めたとき、紛失したときの

責任というのも出てきても困るんで。サマ

ーボールちゅうのは市の担当課と、ボラン

ティア職員っていうのも結構出てもらって

ますんで、その辺も含めて、ちょっと考え

ていかなあかんのかなあというふうに思い

ますし、コスト的には、できるだけ下げて

いくような努力はしていきたいと思ってま

す。 

ただ、９月にできなくなったんで、８月

の開催っていうような考え方を。９月柿の

出荷で学文路の選果場が使ったらあかんよ
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っていうふうに、去年は許してくれたんで

すけど。今年許してくれへんので。そこの

日の問題もあって。 

で、先ほど部長が言ったように、警備員

が果たして確保できるか。万博へ皆送り込

むらしくて。いま公共工事もどうすんねん

っていま、部長に調べさせてるんですけど

も。そういう問題がクリアできたときに、

サマーボールを実施すると。ただ、これか

ら準備はしていくということでご理解いた

だきたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほか、サマーボー

ル関連。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）市長、お話いただい

たんで、意見言わしてもらうんですけども。 

職員さんがボランティアで非常に頑張って

やってくれてるっていうことだと思います。 

でもぶっちゃけ言いますと、この、非常に

酷暑の中、暑い中、必死で頑張ってる職員

さん、サマーボールもして、そのあとまっ

せもして、こどもまつりもして、まなびの

日もしてと。やっぱりちょっと職員さんの、

ちょっと休ませたって欲しいなっていうよ

うな気持ちが非常にありますし、そういう

声も聞きます。 

だからこのイベント自体やっぱりもうち

ょっと、1つにまとめるとかそういうことも

含めて考えていただければなというふうに

思うんですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）すべて市がやってる

わけでもありませんし、実行委員会形式で

やっていただいてるいうようなこともあり

ますし、こどもまつりについては子どもた

ちが運営をして、大人がフォローしてもら

うような形を取らしてもらってます。 

その中で、若干過剰気味かなという思い

もあるんですけど、やっぱりでも、橋本市

へたくさんの人来てもらえるっていうよう

なシティプロモーション的な考え方もあり

ますので。また、担当課が決める、あげて

ってもらうような形になるのかなあという

ふうに思います。 

できるだけ職員も休んで欲しいんで、し

っかりと代休とって欲しいなあと思ってる

んです。１日休んで仕事止まるっていうの

は、なんかちょっと違うんちゃうかなあと。 

そのときのフォロー体制を、やっぱり取

るっていうことも、やっぱり休むときは休

むっていう、仕事を休むっていうようなこ

とも、やっぱり課の中でちょっと考えても

らってもええのかなあと。 

私みたいに休みとらんと仕事をしてた人

間でしたけど、やっぱり疲れるのはわかっ

てるんで。その辺の部分については、今後、

やはりシティプロモーションというところ

の、これから力入れていって、橋本市交流

人口をふやしていくっていうような考え方

を持ってますので、その中で議論をしても

らったらいいかなあというふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）サマーボール関連、

ほかにございませんか。 

土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）サマーボール

関連なんですけど、先ほど市長がおっしゃ

ったように、確かに万博の関係で、警備員

さんが全然いなくなるというか、もうべら

ぼうに高くなったりとか人員が足らないと

いうことで実際にお祭りをもう今年度は中

止するというふうに、表明をしていらっし

ゃるようなところもございますし。どこで、

どの時点で今年は無理やなっていうふうに、

判断されるのかっていうことと。それと、

せっかく、大阪で万博が開催されて、紀の

川橋本サマーボールがあって、海外の方だ

けではなくて全国の方に、この橋本市で、

大阪の近くである橋本市でこういういい祭

りが開催されるよっていうことで、シティ

プロモーションの一環として、この祭りを

もし考えていらっしゃるのであれば、やっ

ぱり、宿泊施設って言っても少ないですけ

れども橋本は。民泊とかもございますし、

サマーボールを見て、前日に来て、何か橋

本の行事で体験をして、サマーボール見て、

また次の日は何か橋本で体験するっていう

ようなねそういうそのシティープロモーシ

ョンをもっとしっかりと取り入れた形の中
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のお祭りにするというのはもう前々からた

ぶん議会の方でも、桟敷席も含めて、言い

続けておりますので、もうその辺のところ

をしっかりと、もう少し考えていただかな

いといつまでも、同じ祭りの形態で、市民

からの協賛金が頼りなんですけれども、補

助金もどんどん増えていくっていうことで

はね、1 日限りの打ち上げ花火で終わってし

まうっていうことでは、だめなんじゃない

かなと思いますんで。その辺のところは、

市長の想いもおありやと思いますけれども、

市長の想いを汲んだ職員さんはどんなふう

に考えてはるんのかなって思って。 

ずっと市長もたぶん前から桟敷席つくれ

とか、橋本市に人を呼ぶためにはこの、こ

れ最初はね、市民の祭りていうのんで私た

ち古い議員はね、どこの祭りやったかな。

豊明市の職員さんをわざわざ呼んで、200 万

でできた祭りに 1,300 万から、1,000 万かあ

のときは。1,000 万から 200 万でできた祭り

をやってる町があるからそれを見習って、

２つの祭りを 1 つにして、財政削減してや

ろうって言うたら、知らん間にこんなふう

に大きくまた戻ってなってしまって、でも

それがシティプロモーションの一環やと、

よそから人を呼ぶための 1 つの、売り物の

祭りやって言われたら、それはすばらしい

からやってもっていう形で私たち賛成して

きてるんだけれども、全く形態を変えずに、

やってるっていうことはちょっとその辺も

ええ加減にやり変えていかなあかん部分が

来てるんと違うのかなと思うんですけれど

も、その辺は担当課としてどんなふうに考

えているのかな。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　確かにサマーボールですか。来ていただ

いたお客様、まずは交流人口ですか。これ

をどうやって引き続き橋本市のファンとし

て、なっていただけるかという関係人口で

すか。 

まずは交流人口から関係人口へとつなげて

いくステップ、これが重要になってくると。

いうことだと我々も考えております。 

で、やはり情報発信力っていうのが私ど

もやっぱり弱かったっていうところがあり

まして、先ほど委員からもありましたよう

に、橋本市の魅力とかの、そういったとこ

ろを来年度の、午前中にもちょっと答弁さ

せていただいたんですけどインスタグラム

とか、そういったところも活用して広く情

報発信していくと、民間の力を活用してや

っていくんだという想いを持っております

ので、関係人口づくりに強く努めていきた

いと考えております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお

答えします。 

　いろんな財源を生み出して、祭りの財源

として当然経費を、市からの補助金を減ら

していくというか、市民さんからの税金を

減らして、来てくれる人とか、そういう方

から料金を徴収することによって、公平な

行政運営になるというところがありますん

で、その辺は努力してやっていかなあかん

なというふうに考えておりますが、一方で

ですね、この地域でというか、やっとこの

ＪＡさんっていうのが、桟敷席作ってもえ

えんちゃうかっていう提案もいただいたん

でよかったんですけども、今までは神野々

緑地でやろうかとか、神野々緑地でやると

すれば、どのようにして来る方の駐車場を

確保しようかとかっていうことで、実行委

員会の中で揉んだこともあります。 

なので、引き続きこれにつきましては議

論をしながら、実行委員会の中ではですね、

区長理事会さんとかも、入ってますんでそ

の辺の議論を重ねながら、スタンスのとこ

ろは土井委員が言われたような形で進めて

いきたいと思いますので、ご理解いただき

たいと思いますということと。 

もう 1 つその万博の関係でっていうとこ

ろなんですが、岡本委員の今回一般質問の

答弁でもさしていただいたようにですね、



45 

万博期間中で開催される市内のイベントと

いうのは、万博会場から市内へ誘客すると

いうメリットもございます。 

このことから、あの答弁のときはサマー

ボールとは言わなかったというのは、サマ

ーボールの日がまだ決まってないから、万

博期間中にできるのかできないかってのが

決まってなかったからなんですが。万博期

間中にするのであれば、万博会場の近くで

サマーボールのＰＲもしながら、こっちへ

誘客できるような形というところを進めて

いきたいなというところで、いまＤＭＯを

通じてですね、大阪観光局とも協議やって

ますので、そのような取組みにつなげてい

きたいなというふうに考えておりますので、

ご理解のほどよろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありがとうございま

す。いろいろ、そうやって連携するのはい

いんですけど、そうなると、外国の方をこ

こに入れるってなると、今度外国の人に対

して対応できる組織が今度できてますかっ

ていう話になると、またそれに対して予算

がまた計上されてるんかってなるんですけ

ど、そういうものって何か計上されてるん

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）万博関連で

外国人が来た場合のっていう予算は特に本

市ではとっておりません。っていいますの

は、観光と一体化して、ＤＭＯさんが観光

局と協議しとるところでは当然その通訳と

かそういうところというのは把握してます

し、以前、岡本委員からも提案あったり、

ＵＤトークっていうんですかね。ああいう

のも使えるとは思いますので、その辺駆使

しながらやっていかなあかんなとは思って

おります。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）サマーボールがある

ことを広報するのは、何か印刷も何もなく

て、オンラインのＳＮＳだけで、外国の方

に、こういうものがありますよっていうの

を出すだけ、その万博会場の近辺で広報す

るって言ったんで、何月何日にこういう、

ものがありますよってのがチラシとかなん

かそういうものを配ったりするのかなと思

ったんですけど。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）すみません。

私ばっか答えてますが。 

イメージしてたのは、万博近くに南海の

駅とかがありますんで、そこでまずはポス

ターを張るところから始めようと。当然そ

の外国の方にも認知いただけるような形で

貼り出そうというところで、プラスＳＮＳ

とかっていうところで考えておりました。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

ということはもうだいたいサマーボールの

開催の日程は決定してるわけですね。場所

も変えずに同じところでですか。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）最終の決定

は、３月 28 日の実行委員会で決定すること

となってます。その下準備というか、ご承

認をいまいろいろ取りながら、当日承認い

ただけるような形でいま準備をしてるとこ

ろでございます。 

開催時期については、先ほど市長が申し

上げたように、９月入ってからはちょっと

厳しいかなっていう団体さんからも要望も

ありますんで、この辺を加味しつつですね、

８月に開催するとしたら当然その安全対策

とか、暑さ対策やっていかなあきませんの

で、それも含めて、概ね８月中にできれば

なというふうには考えておりますので、先

ほどそういうことを言わせていただきまし

た。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）８月中に開催

できればなということなんですけども。先

ほど申し上げましたように、警備費がどう

なるかっていうことだと思うんですけれど

も、そうなると、すごい警備費がものすご
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く上がってしまうとなったら、これまた補

正予算で、警備費のプラスの予算を上げて

来られるのか、それとも、もうその金額で

は無理やってなって、中止もやむなしって

いうふうにされるのか、そのタイムリミッ

トっていうか、ありますよね。ここまでに

は決定しますっていうのありますよね。そ

れはございますか、予定。 

○委員長（田中博晃君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）当然ですね、

予算通らんと執行できひんってところはご

ざいます。ところが、予算開いてすぐにで

きませんでしたっていう話ではいこうとは

当然思っておりませんで。 

当然その準備段階ですけども、いろんな

警備会社を呼びながらですね、協議を進め

ておる状況になっております。で、警備に

関しましては当然上がるような見込みにな

ってるんですが、当然僕らとしては 1,450

万円といただいた中で、やっていかなあか

んと思っております。 

いま不測の事態は想定してないんですけ

ども、当然協賛金はまだちょっとわからん

し水ものところあるんですが、去年並みの

協賛金をいただけるのであれば実行できる

ようにいま準備は進めておりますので、そ

の辺ご理解のほどよろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）ほかにサマーボー

ル関連ございませんか。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）先ほどもちょっと述

べさせていただいたんですけども、やはり

ここ、僕はその 8 月にするって思ってなか

ったんで、あれなんですけど。ひょっとし

たらニューイヤーボールか。もうちょっと

９月ちょっとずらしてちょっと遅なるんか

なみたいに思っとったんですけども。８月

にするとなると、私の記憶の中では、以前、

たくさんの救急車が出た記憶があります。

何か実行委員長も救急車で運ばれたってい

うふうなこともあったかなと思います。だ

からその辺の救急体制とかもしっかりと整

備していただいて、８月にするんでしたら、

そういうふうに心がけていただきたいとい

うふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）答弁いいただきま

すか。もう結構ですか。答弁お願いします。 

経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお

答えします。 

　実はですね、想定をしてまして、先日か

らちょっと８月頭と９月頭で、どれぐらい

15 年間ぐらいで気温が違うのかなあってい

うところでちょっといろいろ検証も行って

おりました。 

やっぱここ近年の傾向で言いますと当然

８月頭の方が、昨日高いのは事実です。夜

なると涼しくなってくる状況になるんです

が、９月頭にするとしてもですね、やっぱ

りその暑い日は暑いんですよね。 

ということであればですね、暑さ対策っ

ていうのはいずれにしてもしていかなあか

んということになっております。 

ここにつきましてはＳＮＳでですね、事

前にやっぱり、もううっとうしいぐらいと

いうほど広報するというか、暑さ体制は十

分注意してこういうふうに気をつけなあか

んところはこういうところでっていうとこ

ろは十分していこうかなというふうに考え

ております。その他どういう対策できるか

っていうのはこれから実行委員会で揉んで

いくところなんですけども、その辺はご理

解というか、しっかりと対策した上で死者

を出してしまうと、確かに楽しい祭りもそ

うじゃなくなってしまいますので、その辺

留意しながら、日程につきましてもちょっ

と実行委員会の方ではこれから決まってい

きますので、その辺も含めて協議していき

たいと思いますのでよろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）垣内委員、どうぞ。 

○委員（垣内憲一君）サマーボールの件な

んですけどね。私にそういったご意見をい

ただく人ってほとんど私より高齢の方なん

ですけども。 

やはり昔の紀の川祭りやのに紀の川グラ

ンドでせんのやっちゅうことでね、言われ

る方が、もうほぼ 100％っていうともう、そ
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ういうことを言うてくる人がね。もうほぼ

100％って言うていいほどそんなことで。こ

っちの方がええなあっていうな人もいてな

いんですよ、正直な話。「なんでこっちにこ

だわるんや。1 回聞いてくれ」っていうこと

を言われてるんですけど。「俺らにしたらあ

んな花火おっきいの見たかって良いことな

い。こっちで、昔のような灯篭流しして、

ナイアガラ、ああいった花火見る方がええ」

とか言うとる人もおるんですけどね。僕ら

より先輩の話なんですけど、一回それ聞い

てくれっていうことなんですけど、どうぞ。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

の質問にお答えします。 

　紀の川橋本サマーボールの認知度が年々

上がっていることもあり、来場者について

は増加しており、令和６年度開催時におい

ては過去最大の６万 5,000 人となっており

ます。 

過去に候補地としても挙がった場所に、

開催場所を変更した場合、いずれも現開催

場所より狭く、安全面に不安が生じること

が考えられます。 

交通アクセスなどを考えて過去にも、先

ほどご意見ありますように紀の川祭り開催

をしていた向副緑地、こちらに会場を変更

してはどうかとの意見も根強くあるのは、

もう私どもも承知しております。 

ただし、この現在の開催場所である南馬

場緑地の面積が 7 万 9,208 平米あるのに対

し、向副緑地の面積は半分以下の 2万 9,316

平米で、現状の来場者が訪れた場合キャパ

オーバーが想定されます。 

また、令和６年度の開催時は警備員数 137

人で、490 万ほどの警備費用であったのに対

し、平成 24 年の紀の川まつり開催時におい

ては国道とか、狭小地とか、その辺の危険

性の高いところへの警備体制を強化してい

たっちゅうこともあるんで、警備員数が 182

人で、当時の単価で 587 万円ほどの警備費

用となっております。単純に令和６年の開

催時の警備費用を元に同様の 182 人の警備

体制をとった場合の費用を算出すると、650

万と、比較して 160、170 万の経費増となる

というところも私ども推測しております。 

そういった理由からですね、向副緑地で

は保安距離の関係上、紀の川橋本サマーボ

ール最大の売りである 1 尺玉の花火を上げ

れないということなども含めて、引き続き

南馬場緑地広場で開催していきたいと考え

ておるところでございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）先ほども言ったけど

おっきな花火私は見たいって言うとんじゃ

ないっていうことを、我々はそんなこと思

ってないって言うてんのと、ほんで、その

警備費、どない考えたかって昔とやっぱり

道の幅がね、もう変わってると思うんです

よ。国道の、昔はねほんまに１人しか歩か

れへんような道幅、歩道しかなかったやつ

が、今やったら車 1 台歩道走れるほどの歩

道ってか、道路幅が広くなってると思うん

です。だから、そこは警備員もそんなに要

らんと思うんやけど。敷地って前は、昔っ

て、下の河原だけでやってましたよね。ち

ゃうんかな。グランドは使っとったかな。 

強く要望しといてくれっていうことで、

言われてますんで、私も、はい。 

っていうか、一回それもね、やっぱり市

民に対してぱアンケートか何かとってもえ

えんちゃうんですか。そない思うんやけど

ね。こっちで一方的に決めるじゃなしに、

どっちの方がええとか言うて。アンケート

とってもええんちゃうと思うんですけども、

いかがですか。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）向副緑地。昔ナイア

ガラの滝やってた場所っていうのは、堤防

の工事で川の方へ出てる、区画整理事業で

かなり前来たんで、やっぱあそこで花火す

るっちゅうのはまずもう無理なんです。家

燃えたあかんので。だから向副でやるよう

になるんであれば、もう逆に花火をやめて、

もうほんまに市民のためにだけやるように

しないと。 
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やはり道広なってるから余計に警備費が

かかる。 

橋も、橋げたやっぱり間空いてるんで、

警備員立てやな、下へ落ちたらあかんとか、

国道にも人を配置していかなあかんとか、

結構、費用は、警備費に際してはかなり。

警察がどこまでうんって言ってくれるかな

んです。姫路の事故以来、そういうのもあ

るんで。 

だから、僕はそれでやるとしたら、祭り

の中身を変えていくていうふうなことを考

えないと花火はもう 1 尺玉なんてだめなん

で、絶対上げられへんので。消防法の関係

でそんなことやってもうたら大変なことに

なるんで。花火もどこまで、もう、こっち

側は向副の家もあるんで、やっぱかなり花

火も限られてくるていうようなところもあ

るんで。それはまたいろいろ、予算に合わ

して、予算減らすんやったら、それはもう

減らしてもうて、もうシティプロモーショ

ンという意味じゃなくて、普通の、市民の

祭りっていうことでやってもらったらいい

のかなとは思いますけど。そうなるとあん

まり予算もいらんとは思いますけど。 

ただ、やっぱりなかなか、橋本来てもら

うっていう数は減ると思います。それはま

た議論してもらったらいいかなあと。実行

委員会の中でも、逆にそういう議論をして

もらったらいいかなあというふうには思い

ます。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

サマーボールですか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。いや、

僕はね個人的には、実は、応援する側に変

わりました。すみませんね。 

皆さん、厳しい意見ばっかりで何か反対

かなと思うんですけど、私は賛成でですね。

ただ、１点ね、やっぱり高齢者の方とか見

れない方とかが、たまにおられてですね。

もしくは市外の人が、去年か一昨年のサマ

ーボール見たときに、車が大渋滞、にっち

もさっちも動かなくて結局花火見れないま

ま、車ん中で終わっちゃったっていうのが

あってですね、その時に、なんかその会場

じゃなくってその周辺の広場とかで、ここ

だったら花火見れますよみたいな、なんか

スポットの案内みたいなのがあったら、別

にその会場の出店は行かへんねんけど花火

だけ見たいなみたいなのがあると。庚申山

とか見えるんですかね。そういう案内があ

ると、例えばこの渋滞やったらちょっとも

う違うとこ行こうかっていって、なんかそ

のお客さんの分散っていうんかな、そうい

うところもなんかちょっと着意した内容が

あるとうれしいなあと思うんですけど、何

かそういうことって考えられたりしてます

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　確かに僕らもよく時期がやってきたらお

問い合わせあるのが、その花火だけ見たい

っていうお客様の問い合わせ、特にちょっ

と障害のある方とか車椅子の方とかから、

花火だけ見たいんやとか、会場はちょっと

行けれへんというか、行きにくいんで、そ

ういうところでゆっくり花火見れるような

スポットないんかなっていうようなお問い

合わせはあります。そういったところは何

個か紹介させていただくのと、あとこれも

非公表なんですけども--------とかにもご

協力いただいておったりとか、あとは

-------とかもなんですけども、あの辺の 2

ヶ所の駐車場については、本当に花火観戦

だけのっていう方に対してはそちらの駐車

場というか、車停めれるところをご案内し

てるところでございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）やっていただいてる

んで、そういう話だったら、放課後等デイ

サービスとか児童発達支援事業所とか、そ

ういう高齢者施設とかの方は、ここの協力

いただいてる--------に来てくれたら、本

当に車で乗り入れて、そこで降りて、ちょ

っと椅子開けたら見ていただいていいです
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よみたいな、なんかそういうところがあっ

てもいいのかなあと思います。また、ご検

討ください。 

○委員長（田中博晃君）サマーボール関連、

ほかにまだありますか。もう一個でおわり

ですか。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）私も 18 歳のときから

紀の川祭り、青年団で準備に行ってますん

で、花火は大好きなんです。 

　先ほど一尺玉の話ありましたけど、一尺

玉やめといてっていう市民の方も結構たく

さんいてます。っていうのは、やっぱり胸

どきどきすると、高齢者の方は。小さい子

どもさんにも、あんまり外でその音を聞か

せたくないという子育て世代の方も結構い

てます。ですんで、ちなみに僕は一尺玉が

上がったときにどれが一尺玉かわかってな

いんですけど。そういう市民の方もいてる

んで。僕はどっちかで言えば花火はもう上

がって綺麗かったらそれでええんちゃうか

なって思うタイプなんで、やっぱりあんま

り一尺玉ってこだわるとドキドキする人を、

せっかく花火みたいと思っとんのに、家の

中で隠れてていうことにもなるんで、その

辺もやっぱりちょっと、考えて進めていた

だきたいなと思いますけど、どうですか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えさせていただきます。 

昨年サマーボールの開催時に皆様にご協

力いただきながらアンケート調査、実施し

ました。 

その中で、うれしいことに大変満足して

いると、満足しているといった意見が 1,503

名のうちの 85％の方が、そういったお答え

いただいております。 

　なおかつですね、現状の規模での開催を

希望しているという方がかなり多く多数お

られましたので、事務局としては同規模で

やはり開催したいというそういうアンケー

ト調査の声もありますので、同規模でやっ

ていきたいという想いは当然持っておるん

ですけども、今いただいた意見とかも頭に

は入れておき、事務局としてはこのままや

っていきたいんですけどそういう意見があ

るということも実行委員会の中でまた、意

見を出しながらまた揉んでいきたいという

ふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）会場へ来とる人はそ

れはみんな。大丈夫な方ばっかりなんです。 

会場へよう来ん人、家の外へよう出らん人

の話をしとるんで。その辺理解して把握し

てください。 

○委員長（田中博晃君）この際、午後２時

40 分まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。７款　商工費　ほかござ

いませんか。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）すみません。208 ペー

ジの 12 番の委託料の杉村やすらぎ広場アン

ブレラスカイイベント設営 81 万 4,000 円と

いうことなんですけど、さっきちょっと言

い忘れたというかサマーボールのところで、

もう戻れないとは思うんですけども、ちょ

っと要望だけ言わせといてもらって。 

障がい者用のトイレがちょっと少なかっ

たように思ったので、今回サマーボールの

ときにはその辺ちょっと考慮していただけ

ればということで答えはいらないので、は

い。 

で、やすらぎ広場のアンブレラスカイの

質問に、すみません。81 万 4,000 円という

ことで、アンブレラスカイはすごく人気が

あって、すごく市民さんが楽しみにしてる

ようなイベントなんですけど、去年の予算

のときに、菊花展と合わせるとか、ナイタ

ーでやったらどうやみたいなお話もあった

と思うんですけども、今年のアンブレラス

 （午後２時 25 分休憩）

 （午後２時 40 分再開）



50 

カイはどのような形で開催される予定でし

ょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。 

　こちらのアンブレラスカイなんですけど

も、81 万 4,000 円予算計上しとるわけなん

ですけども。今年度、菊花展と同時開催で

させていただいて、非常に好評の声をいた

だいております。次年度もやってねとか、

そういったお問い合わせもありがたいこと

に多くいただいております。 

なので、また次年度も、ちょっともしか

したら、去年和傘でやらしてただいたんで

すけども、もうちょっと傘の数をふやした

らどうかなとかそういったご意見もありま

したんで、そういうのも含めてちょっと予

算増額というふうになっておるんですけど

も、菊花展の来場者数も大幅に増加したと

いうところで効果もあったのかなと我々思

っております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほか、岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）200 ページの商工振興

に要する経費の中の 12 番委託料の中の冊子

作成委託料 250 万円です。 

市内の学生が就業イメージ持てるように

冊子を作成しますとなってるんですけども、

この学生というのは、小学生か中学生かそ

れとも高校生、大学生どなたをいうんでし

ょうか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）ターゲット

としましては主に高校生っていうことにな

るんですけれども、これ、若手チームでＪ

ＰＴっていうところの転出抑制っていうと

ころでいろいろ検討いただいた中で、これ

からまだ少し先ですけども、大学行ってっ

ていうことになると思いますけども、まだ

いま地元でおられる高校生っていう段階で、

橋本市でですね、企業誘致なりで企業数増

えてきてるんですけども。 

地元企業もたくさんありますし、という状

況なんですけども、なかなか橋本市で働く

イメージが湧かないですとか、橋本市に働

くところあんまりないんじゃないか、実は

あるんですけどもないんじゃないか。そう

いった高校生の意見としてありますので、

これから少し先にそういう働く世代になっ

てくる高校生をターゲットにその働くイメ

ージを湧くようなブックというか、そうい

ったものを配布するっていうような事業に

なっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）なぜブックなのか。

っていう説明をお願いしたいんですけども。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）ブックとは

書いてるんですけども、デジタルで配布す

るイメージをしております。記録用にちょ

っと印刷物っちゅうのも少し用意させてい

ただくんですけども。いま本ではなかなか

高校生の世代では見ないっていうこともあ

りますので、デジタルで配布するというふ

うに考えております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）あります。これ、学

校への配布っていうのは、どんなイメージ

ですかね。橋本高校とか笠田高校とか、そ

の近隣、河内長野とかも含めて、どのあた

りぐらいまでの学校に、こういうのやって

ますっていうのをお伝えするような感じに

なるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）ちょっとま

だ、どこの高校までかっていうのもあるん

ですけども、基本となるのは市内にある学

校、もしくは橋本市の子どもたちが行って

る学校。そういったところがターゲットに

なってくるかなと思うんですけども。そこ

の絞り込み、印刷物ですとそれによって冊

数が変わってくるっていうことになるんで

すけども、そういったところはデジタルの

メリットでもありますので、これから絞り

込んでいくっていうな形になろうかと思い

ます。 
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○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）この紹介する企業さ

んっていうのは、どういう形で選定される

んでしょうか。企業から、私たちの会社を

乗せてくださいというような広告料取るよ

うな形なのか、こちらから、この企業を紹

介したいんですっていう形のプッシュ型と

いうか、どういう形でその企業を選定する

んでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）こちらから

指名するというか、基本的には募集するっ

ていう形になります。で、その企業自体の

ご紹介をするというよりか、そういった冊

子は実はたくさんありまして、その働くイ

メージが湧かないっていうところで、その

企業の紹介っていうことではなくて、実際

働いてる人がどういうような生活感でその

企業働いて、こういういいところあるよっ

ていう、その働いてる人に対してフォーカ

スを当てるっていうことになるんですけど

も、そういうことになりますと、いろんな

業種にも参加していただきたいということ

がありますので、広くいろんなところから

募集していくっていう形になります。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）であれば、農家さん

とか林業さんとか、自営業で何かお店をや

られてる方とか、その就業、起業も含めて

の就業、そんなイメージでよろしいでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）そうですね。

今ちょっとメインとして考えてますのは、

商工事業者さん、それからこれ実は、この

事業を推進、実施するにあたりまして、介

護保険課ですとか企業誘致室ともちょっと

協議を重ねておりまして、例えば介護事業

所でありますとか、誘致企業さんでありま

すとかっていったところで幅広くは考えて

おります。農業面は今ちょっと想定はして

ないんですけども、ちょっとそこも協議と

いうか、メインは商工事業者っていうこと

では考えております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）冊子は刷ってしまっ

たら終わりなんですけども、デジタルだと、

その更新更新って多分できていくのかなっ

ていう。そこには可能性が私は感じてるん

ですけども、そういうふうな更新をどんど

んやっていけるようなその仕様になってる

んでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）おっしゃら

れるとおり、デジタルのいいところがそう

いうとこであります。ちょっと令和８年度

以降どうなるかってのは今後の話にはなる

んですけども、例えばそういうのを追加で

事業をしていくっていうことになりますと、

プラスそこに上乗せしていけますし、例え

ば以前の 1 年前の情報が変わるっていうこ

となれば、そこの修正もできるっていうそ

のデジタルのメリットも生かせれたらなと

いうふうに考えております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）例えばこれに興味を

持って、高校生が検索してくれて、うちの

企業を見てくれたわっていう人の、逆に企

業さん側からは、そういう方にアプローチ

できるような、そういうなんていうか双方

向のコミュニケーションができるようなツ

ールになってるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）ちょっと実

はそこまではちょっと詰めきれてないとこ

ろありますので、理想としてはそういうと

ころがあるのかなって思いますけども、ち

ょっとそこはちょっと研究させていただけ

たらなというふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で今のと

ころなんですけども。 

　せっかく働く人を紹介なんですけど、そ

れ、そこに興味を持ってその会社を見たい

なってなったら、今、岡本さんがおっしゃ

ったように、こう見るわけですよね。そし

たらその会社にもメリットがあるわけやか

ら、いくらかのその広告料みたいなんをい
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ただいて、ＱＲコードを貼り付けて、そこ

が見れるっていうそういうふうなやり方も

あるんじゃないかなと思うんですけど。 

　私たちボランティアで何か、開催すると

きにパンフレットに広告入れさせてもらう

っていうそういう感覚で働く人紹介ってい

うのがあっても、そこでお金がちょっと入

ってきて両方Ｗｉｎ－Ｗｉｎになるのでは

ないかなっていうふうに思うんですけども。

どうでしょう紙じゃなくてあれですね、デ

ジタルやから全部リンクを貼るっていうん

ですか、そういうことができるん違うかな

と思うんですけど、それはそんな考えは全

然、全くないんですか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）詳細の組み

立ては今後になるんですけども、デジタル

なのでそういった貼り付けっていうのもで

きると思います。 

で、ただ令和７年度の事業に関しては、

募集企業さんから、そういう、なんていう

か協賛金というか、いただくっていうな状

況では進めてはおらないんですけれども。

どういった形で継続していくのがどうなの

かっていう今後の話もありますので、今ご

意見いただいたところは、ちょっと課題と

させていただければありがたいかなという

ふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）同じところなんです

けども、一般質問でも質問させていただき

ましたけど、やっぱり障がいのある方等も

いてますので、その辺はちょっと手間かわ

かりませんけど、更新更新になるかわかり

ませんけど、紙ベースの作成もよろしくお

願いしたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）今回のこれ

はデジタルになるんですけども、いくつか

保存用というかいくつか冊子も作っていく

形になりますので、そのデジタルで対応で

きないところもあったりもしますので、そ

ういう印刷物でも対応できたらなというふ

うに思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）208 ページの 2111 の

12 のやどり温泉の委託料なんですけど。去

年と 1 個も変わってないんやけども、逆に、

いろんな維持管理費も値段上がってきてる

中で、これでいけるんかなって思ったんで

すけど。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ただ今

のご質問にお答えします。このやどり温泉

の委託料についてはこれ指定管理料、指定

管理委託となっておりまして、令和６年度

から、令和８年度まで 1,300 万で３年間と

なっております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほか、南出委員。 

○委員（南出昌彦君）208 ページなんですけ

ども。その手前の 12 の委託料で、観光地域

づくり委託料が昨年と比べて大幅に減って

るんですけれども、その下のプロモーショ

ンの委託料もそうなんですけど、これ何か

方針転換とかあるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） 観光地

域づくり委託料 60 万円のことだと思います

が、まず減額理由なんですけども、地域づ

くり事業を体験コンテンツの構築、それと

サイクリング事業の２つに、まず絞らせて

いただいたため減額となっております。 

昨年度の金額についてはプロパーの人件

費等も含まれておったんですけども、これ

については 18 の一般社団法人高野山麓ツー

リズムビューロー事業補助金で 500 万円、

つけておりまして、ここら辺、この補助金

を活用して人件費とかも使っていただける

というような形でちょっと予算の計上の仕

方を変えたというところで減額となってお

ります。 

以上です。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で、田中

委員長。 
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○委員長（田中博晃君）今のＤＭＯのとこ

ろなんですけれども、橋本市が補助金出し

ている団体なんですけど、報告関係とか見

たら、これは自主事業なんですけど。来ら

れてる方が、やってる割には来られてるの

が近隣の自治体職員であったりっていうこ

とで、これはほんまに自主事業として成り

立ってるのか、お金動いてないからええっ

て言うたらええかもしれへんのやけど、Ｄ

ＭＯの存在価値そのものが問われてしまう

んじゃないんかなと思うんですけれども。　

そういった部分に、市の方から注意とか意

見することはできやんのかな。 

いかがですか。 

○副委員長（土井裕美子君）シティプロモ

ーション課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） このＤ

ＭＯについては、当然、我々シティプロモ

ーション課とともに業務実施しております

ので、当然毎週、膝突き合わせて議論もや

っております。その中でここはちょっとな

んて思うところは私どもも意見もさせてい

ただいておりますので、引き続き協力を密

にとって、頑張っていきたいと思っており

ます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）さっき観光プロモー

ションのところでサイクルツーリズムか何

か説明もしてくれたように思うんですけど。 

昨年はサイクルツーリズムのプロジェク

ト委託料が、69 万 3,000 円かあったんです

けど、これはなくなったということなんで

すけど、サイクルツーリズムについては、

これも一般質問したんですけど、同様に取

り組んでいくということで間違いないです

かね。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） そのと

おりでございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

議長。 

○議長（森下伸吾君）すみません。今回で

すね、予算を見せていただいて一番驚いた

のがこのＮＦＴですよね、使ったことです。

ページ数 204 ページの 2132、販路開拓のと

ころになって 12の委託料になります。 

なかなかＮＦＴに手を出すというのは結

構ハードル高いんじゃないかなと思って。

なぜここでＮＦＴを採用したのかなという、

そこのちょっと経緯を教えてもらえたらと

思います。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）今、議長お

っしゃられるとおり、ＮＦＴっていうとこ

ろでいきますと、我々自治体職員でいうと、

なかなか手を出しにくい。この仕組み自体

もなかなかこの予算上げる、もう 1 個前の

段階で要求する前の段階で言いますと、な

かなか手を出しにくいっていう状況でした。 

ところがふるさと納税、これちょっとふ

るさと納税絡むんですけれども、ふるさと

納税の寄付を伸ばすっていう中で、要は実

物というかアナログの返礼品というのがも

ちろん種になるんですけれども、中にはで

すね、このＮＦＴ、これ複製不可能な、わ

かりやすく言うとデジタルのアートで、議

長は十分ご存じいただいてるかなと思うん

ですけども、そういったものになります。 

ここを我々自分らだけでするっていうの

はちょっと難しいので、ここを、地域おこ

し協力隊の制度を活用して、そういった技

術を持ってる方を地域おこし協力隊として

来ていただいて、新たな、今までにない返

礼品という形で出したいと考えております

し、まだ事例は少ないんですけども、いく

つかの自治体が出されてるっていうところ

もありますので、ちょっと先行的にちょっ

とコマーシャル的に、これはこれで寄付額

をとっていかないといけないんですけども、

そういうちょっと先進的に導入していきた

いということで、計上させていただいてお

ります。 

○委員長（田中博晃君）議長。 
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○議長（森下伸吾君）なかなか新しいこと

に対して、積極的なところはない橋本市が

積極的にやっていただいたのありがたいこ

となんですが。ただこの、予算説明書の資

料のところにね、24 ページに書いてますそ

のＮＦＴなんですが、素晴らしいことだと

思います。先進的なことだと思うんです。 

ただ、これだけのＮＦＴをやれるデジタ

ル人材を、地域おこし協力隊で募集して果

たしてくるんかなと。結構デジタル人材で

はこれ、結構なスペックといいますか、そ

ういうのが必要な人材でないと、なかなか

ＮＦＴに手を出せる、デジタル人材来ない

んじゃないか。この値段で、地域おこし協

力隊のね、委託料で来てくれるような人材

が果たしておるんかなというのが、私は疑

問に思うところなんです。せっかくいいも

のをやっていただくのに、この地域おこし

協力隊でいけるのかな。その辺の見込みは

どうでしょう。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）その同じ委

託料のところにですね、一番上に地域おこ

し協力隊募集等委託料っていうのがござい

ます。 

通常、産業振興課にも別で地域おこし協

力隊いてますし、経済推進部でいいますと

数名おります。 

今までですと、いわゆるホームページ等

で、地域おこし協力隊を募集してっていう

形になるんですけども、ここに関しては議

長おっしゃられるとおり、そもそもそうい

ったスペックを持っておられる方っていう

のを市としても、判定がなかなか難しかっ

たり、どうやって募集するとそういった方

が手を挙げていただけるのかっていうとこ

ろがありますので、そういったところの経

験を持ってる民間さんに、その募集の部分

を委託して、こちらも国の財源措置がある

っていう形になりますので、年間１自治体

で一回しか使えないっていう、制限はある

んですけども。こういったところを使うこ

とによって、人材を、確実にといいますか、

獲得していきたいっていうふうに考えてお

ります。 

○委員長（田中博晃君）議長。 

○議長（森下伸吾君）ありがとうございま

す。本当に期待しかないんですよ。私これ

聞いて期待しかないんですが。ただ、せっ

かくやるんだったら失敗したらあかんなと

いうふうに思うんでそこがすごく気になる

とこなんですが、そのＮＦＴを作るにあた

ってまあ言えば、作ってもらう地域おこし

協力隊のメンバーにどんなものを作っても

らうのか、もうそれお任せするような状態

ですか。それとも、こちらとしてしっかり

とそれはどういうものをつくってくれとい

うふうに言っていけるような状態なのか。

まだちょっとこれからの問題だと思うんで

すが。というのも良いかどうかを判断する。 

今もうＮＦＴやってる自治体もあるんです

よ、実際ね。だから後発になるんです、言

うても。だから、他と埋もれてしまっては

あかんというのはありますよね。やっぱり

こちらも橋本市のＮＦＴだよっていうふう

にアピールできるようなもんでないとあか

んと思うんですが、そういった橋本市独自

のＮＦＴが出せる、そういう特化したもの

がつくれるのかどうか。その辺はどうです

かね。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）もうおっし

ゃられるとおりのところがありまして、そ

こはなかなか、技術持ってる方たちに、

我々もちろん決まってくれば協議していく

んですけども、自分たちの知ってることで

なかなか対応できないっていうところも確

かにあります。そういったところで、実は

これも別の委託料があるんですけども、地

域おこし協力隊サポート委託料っていうの

がありまして、ちょっと専門用語になるん

ですけどもＤＡＯという、そういうグルー

プを作っていただきます。そこには、本市

で選ばれた地域おこし協力隊、それ以外の

そういうＮＦＴを持ってる技術がある人で、

いわゆるグループを作るんです。その中で、

いろんなアドバイスをもらいながら、本市



55 

の地域おこし協力隊が本市にしかないもの

を出していく。技術的なところはそういっ

たところでサポートを受けていただきなが

ら、あとは市との協議の中では、市の想い

を伝えながら、技術的なところはそこでサ

ポートしていただきながらっていう形で、

見出していけるんではないかなというふう

に考えております。 

○委員長（田中博晃君）議長。 

○議長（森下伸吾君）いろいろ考えてそこ

まで考えてもらってるので、これ、是非と

も成功して、橋本市、和歌山県下から初め

てＮＦＴ作って成功したよって言ってもら

いたいんですけど。担当課としてはこのＮ

ＦＴ作るにあたってのメリットですよね。

そこはまずどこを考えているのか、そこだ

けちょっと確認したいと思うんですが、例

えば関係人口を増やしたいのか。それとも、

自分とこの、橋本市の魅力をもっと発信し

たいのか。それか、さっき言ってたふるさ

と納税の財源を確保したいのか、その辺は

いかがですか。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）ちょっとい

くつか要素があるんですけれども、一番取

っ掛かりのところは、ふるさと納税の寄付

額ということで、ＮＦＴそのものによる寄

付額。それからちょっと、今ある既存の返

礼品、そういったところの実は見せ方、例

えば動画であったり写真であったり、ＳＮ

Ｓであったりっていうところも、いま我々

職員がマンパワーでやってるんですけどな

かなか追いつかない部分、技術的にも追い

つかない部分、それからそれを良いものに

しようと思ったら、どうしても外注しない

といけないでお金もかかる。ていうことも

ありますので、ＮＦＴも作っていただくん

ですけども、既存の返礼品のＰＲのそうい

ったデジタル的なＰＲのところにも関わっ

ていただこうというのがまず第一にありま

す。 

その次、第二に、そこが優先的に先に業

務としてしていって、他は交流人口の増加

とか、シティプロモーションっていうとこ

ろもありますので、例えば観光の要素であ

りますとか、市のいろんなイベントで、デ

ジタル発信したいっていうようなところも、

地域おこし協力とかそういう知識を持って

らっしゃる方が来ていただけるので、そう

いったところにも活躍していただくといい

ますか。それは、まずは、先にふるさと納

税の方で、実績あるものを積んでいきなが

ら、第２弾という形でそういうものを入れ

ていきたいかなというふうに考えておりま

す。 

○委員長（田中博晃君）議長。 

○議長（森下伸吾君）本当に先ほど言った

ように、決して反対するものでもないし、

すごく期待をしてるので、それだけに、失

敗をするのはほんと悔しいので。そこはも

うしっかりと下を固めていただきながら、

成功に向けてやってもらえたらなと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）200 ページの、

002104 の 12 の高野口パイルブランディング

事業委託料なんですけど、「ブランディング

のノウハウを有する民間企業と連携し消費

者向けの高野口パイルの産地ブランドの確

立をはかります」っていうことなんですけ

ど具体的にどのような事業になるのかと、

委託先っていうのが、これから多分選定さ

れるのかもしれませんけれども、イメージ

がちょっとよくわからないので教えてくだ

さい。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）高野口パイ

ル産地につきましては、従来から基本的に

は生地産業っていうことで、いわゆる企業

向けＢｔｏＢっていうことで、戦略進めら

れてきました。 

企業間の交流も結構いいので、企業から

ですね、こういったものを作れないかって

いうのがきますと、高野口産地のどこかの

業者ができるっていうようなことで、日本

一のパイルパブリック産地って言われてる
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んですけども、企業向けにはそういうブラ

ンディングが一定できている。 

ただ、その企業からの受注もですね、も

う大量生産大量発注っていうのは時代も変

わってきてますし、いろんな状況が変わっ

てきてますので、そのＢｔｏＢだけでは、

なかなかこう、維持しにくい状況になって

きてますので、いわゆるその消費者向けっ

て言われる、ＢｔｏＣのところをやってい

かないといけないっていうことで各社取り

組まれております。 

　ところが、今まで生地産業でＢｔｏＢを

やってきたっていうところもありまして、

消費者にですね、特定の事業者のある商品

とかは認知されてたとしても、それが高野

口パイルの製品だっていう認知があまりさ

れてないんです。ていうところで、要は分

析していって、いろんなアパレルがあった

り、寝具があったり、いろんなもんあるん

ですけども、その中で高野口として 1 つ、

例えばキャッチコピーであったり、ロゴ今

あるんですけども、ロゴの見直しであった

り、そういったもう統一、各社のブランデ

ィングっていうだけではなくて、高野口パ

イルっていう消費者向けのブランドを確立

すれば、それが土台に来れば、その上に各

社のブランディングがさらに上乗せするっ

ていうことで、販路が拡大できるんじゃな

いかっていうことで、いわゆる消費者に認

知してもらうための、産地を認知してもら

うためのブランディングについて、ノウハ

ウを持ってる企業さんにもご協力いただい

てということになっておりまして。 

今後、これから基本的にはプロポーザル

方式で、提案型でそういった対応いただけ

る事業者を募集していくっていうような形

で考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

○副委員長（土井裕美子君）それでは、委

員長。 

○委員長（田中博晃君）同じページのちょ

っと上なんですけれども、隠れ谷の土砂の

搬出のところなんですけれども、これ隠れ

谷池っていうのは、一定遊漁料とかももら

ってる中で、はたして全額市が負担するの

かなというふうにちょっと解釈してるんで

すけれども、それとも一定の負担を求める

のか、この辺はいかがでしょうか。 

○副委員長（土井裕美子君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）隠れ谷池に

関しては、利用については製竿組合さんが

利用していただいてるんですけども、池に

ついては市ということで、そこに対する土

砂が流入してるっていうこともありますの

で、市の方で、組合さんから負担をいただ

くのではなくて、市の方で対応したいって

いうふうに考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）208 ページの 18 番の

自転車を活用したまちづくりを推進する全

国市町村長の会負担金は 1 万円なんですけ

ど、これに加入する意義っていうのはちょ

っとよくわかんないんですけども、どうい

った活動をされてるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） まず構

成団体なんですけども、全国 416 市町村、

県内 30 市町村となっておりまして目的なん

ですけども、様々な分野に効果をもたらす

自転車を通じて、公共利益の増進を図り、

もって地域の活性化に取り組むことで、市

区町村の長が連携し、健康・生きがい・友

情を育む自転車新文化の普及拡大を図るこ

とにより、地方創生の先進的、先駆的な取

組みを行うということを目的に、橋本市も

加盟しているといったところでございます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それはその意義でそ

の会は設立されてるんですけど、我々がそ

れに加盟することで、どういった恩恵を受

けれているのかを教えてください。これ 30

市町村と言ったんで和歌山県、全部入って

るから横並びで入ってくださいってそうい

うようなものなんでしょうか。 
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○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） 和歌山

県自体が自転車に、サイクリングにかなり

力入れているというところもありまして横

並びと言ったところでございます。で、こ

れ入ってることによって様々な自転車関連

のイベント情報とかそういうところの情報

も入ってくるというメリットもありますの

で、ご理解の方よろしくお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それが入ってるから

逆にうちで何かそういうイベントをすれば、

そこの会の市町村がみんな広報してくれる

とかそういうものなんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君） ちょっ

とそういった今までちょっと実績はないの

で、もしかしたらそういう情報の共有は可

能かなあとは考えられます。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

７款を終わります。 

　次に、８款　土木費、入れ替えがありま

す。しばらくお待ちください。それでは、

８款　土木費　209 ページから 228 ページま

で、質疑ありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）226 ページの市営住宅

整備に要する経費の工事請負費。この市営

住宅屋外改修工事は、これはどこの市営住

宅なのかということと、下の除却工事費も

どこなのか。除却が終わったら全体で市営

住宅が何戸になるのかということも一緒に

教えてください。 

○委員長（田中博晃君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）お答えいた

します。 

　まず、屋外改修工事の方ですけども、来

年度は原田のＢ団地っていう、４階建ての

住宅 16 戸入ってますが、こちらと、原田改

良団地の８戸の改修を予定しております。 

続きまして除却工事費ですけれども、こ

ちらは、まず東家の愛宕団地の 11 戸、それ

から城ノ内団地の４戸、兵庫団地の５戸、

合計 20戸の除却を考えております。 

　これで老朽木造住宅の除却のほうは、令

和８年度ですべて完了する予定となってお

ります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

土井副委員長 

○副委員長（土井裕美子君）218 ページの

12 の委託料の橋本駅前事業化検討委託料の

700 万円なんですけど、令和６年にも、990

万円というのがあったと思うんですが、こ

の令和６年度の委託された結果、結果とい

うか事業と今年のと、どういう違いってい

うか、どういう進展があったのか、内容を

ちょっと教えて欲しいんですけど。 

○委員長（田中博晃君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）質問にお

答えします。 

　まず、令和６年度で行いましたこの橋本

駅前事業化検討委託業務の内容につきまし

ては、駅前の事情を調査するということで

住民アンケート。さらにサウンディング調

査。サウンディング調査も、プレサウンデ

ィング調査と、あと本調査ということで実

施しております。 

また、地元企業さんでありますとか、そ

の利害関係者、駅前の利害関係者の方のス

テークホルダーの調査ということで、意見

を聞いております。 

その中で、この駅前に必要な機能は、導

入機能は何かということを調査をしており

ます。 

この７年度につきましては、その６年度

でのその成果をもとにですね、さらに深く、

より調査を行っていくということで、さら

にまた、サウンディング調査も含めてです

けども、さらに、まだ補助要綱であります

とか、補助条件とか、また、その事業費、

事業の成立性でありますとか、そういうよ
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うなところを検討していきたいというふう

に考えております。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。今のと

ころで、令和６年度に住民アンケートをさ

れて、駅前に何が必要かというようなこと

も調査されたということではあるんですけ

れども。この間の一般質問の中でも質問さ

れてたけど、具体的にどうなるんかっちゅ

うのはよくわからないところあるんですけ

ど。いま住んでおられる方に立ち退きを求

めるような、そういうこともあり得るのか

どうかというのをまず一つ教えてください。 

○委員長（田中博晃君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）まだ、正

式にこういったものをするっていうのはま

だもちろん決まってはないんですけども、

その事業の内容によっては、一部、やはり

補償等で立ち退きでありますとかっていう

ところらへんも含めて考えていかなあかん

のかな、というふうに思っております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。その住

民アンケートがどこらへんまで、どういう

項目でどこまでされたのかちょっとわから

ないんですけれども。例えば、結構駅前も

高齢化されてると思うんですけれども、い

まさらなんかその大きなもん来てもらって

も困るよとか、動きたくないよとか、そう

いうふうな声とかはなかったんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）ご質問に

お答えします。 

住民アンケートなんですけども、橋本駅前

の南側、って言いますと橋本１丁目２丁目、

それと古佐田１丁目２丁目の方にアンケー

トを行っております。 

全部で 363 件のアンケート調査を送付し

ておりまして、そのうち回収が 106 件、約

大体 30％ほどでしたけども、その中の意見

としまして、この橋本駅前地域について、

まず関心がありますかというような、まず

その問いに対しては約７割の方が関心があ

ると。 

で、その中で、やっぱりその不安なこと

であるとか、お困り事は何ですかというよ

うなことにつきましては、やっぱり買い物

の利便性であるとか、さらにその防犯とか、

防災であるとか、あとやっぱりにぎわいの

不足っていうようなご意見をいただいてお

ります。 

また、そのにぎわいに関してはやっぱり

その商業施設の不足であるとか、若者向け

の施設が不足しているんじゃないか。 

あと、もちろん子育て環境についても意

見いただいてますし、病院であるとか、そ

ういうようなところも少ないということで

あったりでありますとか。 

あと、駅前であるにもかかわらずやはり

鉄道であるとか、バスの本数が少ないって

いうような意見をいただいております。 

やはり高齢化が結構進んでる地域でもあ

りますので、協力をしていただけるってい

うふうにはいただいております。 

ただ、もちろんやっぱり、ここでずっと

住んでるんでどきたくないっていう方もお

られるかもわかりませんけども。その辺り

の細かいところはまだちょっと、正確な状

況はまだ聞かしていただいてないので、ま

た７年度に向けてまた調査してまいりたい

というふうに考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）228 ページの 002609

の空き家等対策に要する経費で、18 の負担

金補助及び交付金なんですけど。 

今年度は、対策の推進助成金が昨年より

も増額されておるということと、それから

この定住促進助成金が 210 万円計上されて

おるということなんですけど。 

これ定住促進助成金ちょっと詳しい概要

説明お願いします。 

○委員長（田中博晃君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）お答えいた

します。 
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まず、空き家対策推進助成金につきまして

はごご質問の通り件数を２件から３件に増

やしておりますので、その関係で増額とな

っております。 

続きまして、空き家等譲渡及び定住促進

助成金なんですけども、これは、空き家及

び宅地について無償譲渡をお考えの方と、

それを譲り受けて橋本市に移り住みたい、

橋本市で住み続けたいという若者の方のマ

ッチングを促進するための事業ということ

になっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）同じく 228 ページの

ブロック塀等耐震対策事業補助金なんです

けど、これ始まったときはなんか２年間と

かって言ってたように思うんですが、予算

がついてるってのはすごく嬉しいことだし、

こないだの補正予算でも、20 件の予定が 10

件しかなかったからっていうことで、お金

は余ってたんですが。これは、改めていつ

まで行う事業になるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）ブロック塀

確かにですね令和４年度に創設いたしまし

て、令和６年度までの期限つきの制度とし

て運用してまいりました。 

この３年間の実績を見てみますと、確か

に 10 件程度ではあるんですけれども、３年

とも継続して申請というのがありました。 

で、市としましてはできたらこのまま続

けていきたいなという思いはありました。 

ただ、もともとその財源として、国費と

県費の併用ができる期間が令和６年度まで

ということになっておりまして、令和７年

度からは財源は国費だけになってしまいま

す。 

そういった状況から判断をしまして、そ

の危険なブロック塀の撤去というところに

特化というか、注力をしまして、これまで

は、撤去と撤去後の新設に対しても補助を

行っていたんですが、撤去だけに絞って、

ただその撤去の補助を、今までよりも約

25％程度上乗せした形で、運用するという

方針に内容に切り換えて、継続をしていき

ます。今のところをいつまでという期限は

切ってなくて、当面の間、需要を見ながら、

続けていきたいなというふうに考えており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。先ほど

228 ページの空き家等譲渡及び定住促進助成

金の 18 ですかね、負担金補助及び交付金の

ところで、ちょっとこれ、もっかい確認し

たいんすけどこれ、空き家等の無症状等を

受けた人が助成金を受け取る、もしくは空

き家を所を提供した人が助成金を受け取る。 

定住する人がもらうってことは、無償譲渡

を受けた人が、お金をいただいて定住でき

る、そういうシステムでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）空き家バン

クを運営しだして長いこと経つんですけれ

ども、要はもうただでもいいから引き取っ

て欲しいよっておっしゃる方が少なからず

おられます。 

そういった方から、ただで提供を受けて、

てマッチングする事業なんですが、補助を

受けるのは、それを購入して、そこに新た

に家を建てる方に対して、必要経費として、

上限 70 万で補助をするという、そういう制

度になっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）わかりました。あり

がとうございます。 

　ってことは、これ空き家バンクでも有償

の空き家バンクを購入して、土地がそこの

場所がいいって言って有償の空き家を購入

してそこに家を建てた場合は対象にはなら

ないっていうことでよろしいでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）ご指摘のと

おりです。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

８款を終わります。 
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　次に、９款　消防費、入れ替えがありま

す。しばらくお待ちください。それでは、

９款　消防費　227 ページから 242 ページま

で、質疑ありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）238 ページの消防団施

設整備に要する経費で、工事請負費。団納

子新築工事はこれはどこで、解体工事費は、

同じかもしれませんけどこれはどこの工事

をされるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）まずは、解

体の工事の場所なんですが、九重になりま

す。九重の旧の消防器具庫の解体費用と、

あと今年、令和７年度に計画しております

西畑の消防器具庫の新築に伴います解体の

後の新築工事。 

もう 1 つ、高野口町竹尾の消防器具庫の

新築工事に伴いまして、同じところ２に建

設しますので、解体、建て替えとなります。 

以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）これ 232 ページです

かね。ドローンの購入で消防用器具ですか

ね。232 ページの 002703 消防活動に要する

経費のうちの 17 番になるんすかね、の消防

用器具費 295 万円の中の多分内訳なんでし

ょうけど。 

このドローンの基数とか、性能諸元って

いうんですかね。これ偵察用に使うのか、

消火器の剤を持って上からまくような、そ

ういうものなんでしょうか。概要わかれば

教えてください。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）令和７年度

に計画しておりますドローンなんですけど

も、消防としまして、各種災害における活

動を効率化するために情報収集の機材とし

て導入を計画してます。 

装備なんですけども、機体には熱画像装

置や暗所撮影装置、拡声機能を所有してま

す。 

ですので、活動には捜索の場合の拡声機

での呼びかけであったりとか、夜の火災時

の熱源の探索であったりとかに使用する計

画です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）赤外線機能ついてる

ってことはあれですかね、山林で野草取っ

てたら行方不明なったとかそういう方も、

上から赤外線で見つけることができるって

そういうことでよろしいでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）そのとおり

す。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で、田中

委員長。 

○委員長（田中博晃君）今のところなんで

すけれども、じゃあ今、橋本消防で、いわ

ゆるオペレーターというかな、これ何人ぐ

らいいらっしゃるんですか。 

○副委員長（土井裕美子君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）現在、オペ

レーターはまだおりませんけども、令和７

年度に３名を養成計画しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

議長。 

○議長（森下伸吾君）すみません、関連な

んで。ドローン、飛行時間ですね、どれだ

け飛べるかっていうのも結構重要になって

くると思いますんで、どれぐらいの飛行能

力があるのか、その辺はどうでしょう。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）一回の充電

で約 40 分の飛行が可能の性能のドローンを

購入予定です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。何基購

入する予定でしょうか。 

　あと所属は北消防署か本庁かどっちにな

るんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）基数は１台

の購入計画しております。 

　配備場所なんですけども、現在まだ決ま

ってない状態で、北消防署に化学消防車を
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導入するにあたっての人員の増があります

ので、それを考慮して、今後決めていきた

いと考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

板橋委員。 

○委員長（田中博晃君）すみません。関連

で、化学消防自動車は購入されるのと。あ

と、高規格救急車っていうのは、普通の救

急車とどう違うんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）警防課長。 

○消防警防課長（浦口正喜君）まず、救急

車についてお答えさせていただきます。 

現在、橋本市消防本部では３台の高規格

救急車があります。ですので、皆さんがお

目にかかる大きな救急車はすべて高規格救

急車となります。 

化学消防車なんですけども、あやの台北

部地域の開発に伴いまして、危険物等の多

様な工場の進出に伴いまして、消防力の整

備指針の基準で化学消防車を配備する基準

を超えましたので、令和７年度に配備を計

画させていただきました。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ということは、北消

防署の方にその化学消防車の方は、先ほど

はどちらかわからないみたいな感じだった、 

それはドローンか。化学消防車は北消防署

に来るみたいですね。私は小峰台に住んで

るのであそこしょっちゅう通ってるんです

けど、ガソリンスタンドもすごいできたの

で、いよいよこの防災機能がね、高まって

るなっていうのは、ちょっと住民としては

安心かなっていうのがありますので、今後

ともよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）大丈夫ですか。あ

りませんので、９款を終わります。 

　この際、午後３時 45 分まで休憩いたしま

す。 

 

 （午後３時 33 分休憩）

 （午後３時 45 分再開）

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　次に、10 款　教育費　241 ページから 290

ページまで、質疑ありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）242 ページの 002802

事務局人件費の中の 03 職員手当等の中の、

時間外勤務手当 2,600 万円ですかね。 

ほかの課を見ると、この職員手当等に対

する比率っていうのが、そこまで大きくな

いんですけども、この教育費に関しては、

この職員手当等の中のこの時間外勤務手当

に占める割合が４分の１ぐらいあるんです

かね。これ、ほかの課に比しては高いなと

思うんですけれども。要は残業が多いって

いうことになろうかなと思うんですけれど

も。そこに対する何か対策で、これ去年も

なんか同じようなことを委員の方が言われ

てたと思うんですけど、何か去年のことを

考えて今年こういうことをやりましたって

いうのが何かあれば、教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

　時間外手当なんですけども、各課でノー

残業デーのアナウンスですとかいたしてお

ります。また、できるだけワークシェアな

ど取り組むような形で、予算につきまして

は昨年も増えておりますけども、できるだ

け抑えるような形で取り組んでおるところ

でございます。 

　ただ、いろいろ行事ごと増えたりとかし

ておりますので、なかなか進まないという

ところもありますけども、取り組んでおり

ますのでよろしくお願いします。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）行事が多いからって

いうことなので、だから行事はできるだけ

集約して少なくしようという形になるのか

な、政策としてはですよ、なるんかなと思

ったんですけども、いろんな行事がされる

みたいで、引き続きこの残業が少なくなる

ような努力をよろしくお願いいたします。 



62 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）248 ページの需用費の

ところで印刷製本費が今回すごく 131 万と

多いんですけども、これは何を印刷される

んでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）お答えしま

す。 

　こちらにつきましては、小中学校で使い

ます、人権教育副読本「しあわせ」という

教材がございます。その副読本を印刷する

ために使わせていただいております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）昨年は 3,000 円だっ

たんですけど、「しあわせ」は毎年印刷され

てるんですか。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）今年度まで

の分は一度印刷はさせていただいておりま

すが、来年度また検討して、新しいものを

作成するということになっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）246 ページの 002805

教育振興に要する経費の 12 番委託料、教育

ＩＣＴ環境整備委託料 3,440 万 2,000 円の

ことなんですけども、これは説明書 27 ペー

ジに書かれてますように、校務の端末を更

新して時間短縮とかを、効率化を図るって

いうことになってるんですけども、具体的

にはどのようなことをするんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

　この教育ＩＣＴ環境整備委託料なんです

けども、学校で使ってます校務システム端

末の機器の更新でございます。518 台のノー

トパソコンを更新するような形になってお

ります。 

なお、この予算 3,400 万あまりなんです

けども、今のところリースとなっておりま

すので、それが５年間でトータルでは債務

負担あわせまして２億 9,400 万円あまりの

予算になってるところでございます。 

パソコンとかシステム機器を更新する予

算になります。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）パソコンのね、更新

っていうことなんですね。そのパソコン自

体は、機種変わるとかちょっとグレードア

ップするとかそんなんはあるんですか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）今、使って

る端末は５年ほど前の端末ですので、新し

い端末になっていく形になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）254 ページの小学校管

理運営に要する経費のうちの 17 番備品購入

費。図書費 288 万円と、あと、次のページ

の同じく中学校の方の備品購入費、図書費

が 328 万円なんですけれども、小学校 14 校

で 288 万円で、中学校５校で 328 万円と。

小学校と中学校でこの差が結構大きいのか

なと思うんですけども、各学校とか中学校

にこの図書費を割り振るにあたっての何か

算定基準っていうのがあるんでしょうか。

お願いします。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課主任指

導主事。 

○学校教育課主任指導主事（川原一真君） もとも

とですね、基礎配分額を過去に児童生徒数

に応じて配分しておりましたが、昨年度、

今までもですね議会の方でもいろいろご指

摘いただきまして、蔵書数を充実させると

いうことで、この８年間にわたって、令和

６年度から８年間にわたって、国の図書標

準をクリアしていない学校に対して強化的

に配分をしておる予定でございます。 

それもですね、年度ごとによりまして、

教科書の改定が４年に一度ございます。教

科書の改訂があった次の年、その翌年と、

この２年間にわたって他の年よりもちょっ

と多めに配分をしてございます。 
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そのようなことで、今年度に関しまして

は中学校の方が多いというふうな、このよ

うな状況になってございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）254 ページの 002906

小学校建設に要する経費の委託料の中で、

境原小学校擁壁整備工事設計委託料で 2,004

万円ということなんですけれども、これは

災害対策でやっていただく分やと思うんで

すけど。 

坂原小学校に関してちょっとお聞きした

いんですけど、トイレの改修とかっていう

のを、多分今年度に、夏休みにやっていた

だいとって、特別教室のトイレなんですけ

ど、３階にあったかと思うんですけど、そ

この洋式化がされてないっていうふうにち

ょっとお聞きしたんですけど。それの理由

っていうのピンポイントで、ちょっと聞か

せていただきたいんですけど。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）これまでの

流れといいましょうか、経過の中で普通教

室の優先としてまず整備しておりまして、

その形で今おっしゃられたところがまだで

きてないというな形になってるかと思いま

す。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ということは、特別

教室のトイレの整備っていうのは、また、

後々にしていただけるような形になるんで

すかね。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）ちょっと今

んところ計画もございませんので、また検

討していきたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありますか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）256 ページの委託料で

用務員派遣委託料っていうのがあるんです

けど、今まで用務員さんは市の職員がされ

てたと思うんです、会計年度任用職員も含

めて。この派遣っていうのは、初めてでは

ないかなあと思うんですけれども、派遣の

場合でしたら派遣会社からの指示にしか従

えないと思うんですけど、こういう派遣で

も用務員っていうのは仕事は成り立つんで

しょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）派遣の方に

なりますので、委託ではなかなか直接指示

ってのはできないんですけども、現場の直

接指示はできないんですけども。派遣の方

になりましたら、現場の方での指示もでき

る形になります。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）そうしましたらこれ

から用務員さんが退職とかされた場合、ず

っともう派遣で補充していくっていうこと

なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）なかなか直

接の会計年度の採用というのもだんだん難

しくなってくるような状況もございます。 

今後もですね今、シルバー人材センター

想定してやっておるんですけどもなかなか

現在も協議中という形になっておりまして。

人材の確保に、なかなか対応することも難

しい状況になってるなところで、ちょっと

検討中のところもあるんですけども、今路

に向けて詳細を詰めていきたいと思ってま

す。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。ちょっ

とごめんなさい聞き取れなくのとこがあっ

てすみません。 

　この派遣は、今のお話だったらシルバー

人材センターに頼むっておっしゃったんで

しょうか。 

なかなか会計年度任用職員募集してもこ

ないっていうふうなのは聞き取れたんです

けど、それ、シルバー人材センターってい

うのも聞こえたんですけど、その繋がりが

もう 1 つよくわからなかったので、もう一

度すみません、説明お願いします。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）失礼いたし

ました。なかなかいま採用いたしましても
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なかなか人材集めに苦慮しているような状

況です。 

シルバー人材センター様、いろんな人材

の方いらっしゃいますので、派遣という形

で活用できないかということを考えており

ます。 

ただシルバーさんもなかなか会員の方を

苦労されてるようで、なかなか人材確保、

適当な人材というのが、なかなか厳しいよ

うなことをお話を聞いておるところですの

で、引き続き直接の採用がいいのか、派遣

がいいのか、ちょっとそれは引き続き検討

したいと思ってます。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。そうし

ましたら、ここは予算はついてるけど、要

するに、1人退職されたから、補充しなあか

んと思うんですけど、今の話だったら、シ

ルバーさんもまだ人材が見つかってなくて

みたいなふうに聞こえたんですが、４月か

らは大丈夫なんですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）この用務員派遣

委託については、先ほど、教育総務課長言

いましたように、会計年度任用職員の方で、

なかなか募集ができなくて、欠員となるよ

うな、確か 1 ヶ月とか欠員になってるとき

もあったかなと思います。 

で、他市の状況を調べましたら、派遣で

行ってるところも近隣でもありまして、そ

ういったところからいろいろと、どこに委

託してるかとかどういうふうな仕様でやっ

てるかとかっていうのを収集してですね、

こういうやり方もあるんじゃないかってい

うことを提案させていただいて今回予算を

計上したところです。 

　どこに委託するかということについては、

先ほどの答弁にあったように、シルバー人

材センターに委託しているっていうところ

が近隣でありましたんで、それやっぱり一

番ニーズと、両方とも双方のＷｉｎ－Ｗｉ

ｎということで、合致するんじゃないかと

いうことで、現在進めているところで、基

本的には委託で進むものというふうに財政

課としては考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）252 ページの 002902

の小学校管理運営に要する経費のうちの 12

番委託料の中の草刈等委託料です。 

実際、小学校とか中学校行くと、結構管

理者の方が草刈をですね、やられておりま

す。校長・教頭が男性のときは結構やっと

くよっていう感じでやられるんですけども、

校長教頭が女性のところが、男女関係はあ

んま関係ないんですけど、女性やから関係

ないんすけど。「私出来へんわ」っていう方

がおられる場合は、結構かなり草が伸びき

ってる状態で。私も自分の近くの小学校は、

ボランティアで草刈しに行ったりするんで

す。 

「これ何とかならないんですか」って言

ったら、「いやそんなお金はついてへんから」

って、校長先生がバサッというみたいな感

じなので。 

先ほどの残業の話もあるんですけども、

学校のことなので管理者がやるってことは

わかるんですけども、もうちょっとこう手

厚く、この草刈と維持管理整備のところは

ですね、何とかならなかったのかなと思っ

てます。 

で、要は、卒業式とか入学式とかこのハ

レの日にはやっぱ綺麗にしたいだろうし、

夏場とか、そういう草がワーッと伸びる繁

茂するときはやっぱ刈らないと、やっぱ教

育環境を良くするっていうことを、教育委

員会でよくおっしゃられておりますのでで

すね、その辺は何か逆に要望とかなかった

のかなと思うんですけれども、どうでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）特に強い要

望とかはなかったんですけども、予算とし

ては前年並みという形で小学校５校分の草

刈の委託料、年２回７月と９月に実施する

予定の委託料で組ませていただいてるとこ
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ろで、現状維持という形で組ませていただ

いてます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）254 ページ。防犯カメ

ラのところです。小学校の委託料のところ

で、小学校の特別防犯対策事業設計委託料

493 万 8,000 円と、中学校は 258 ページの委

託料で中学校特別防犯。同じ項目で 186 万

1,000 円っていう形なんですけれども、これ、

防犯カメラや門扉のそういう修繕とかって

いうか、門扉、フェンス改修も含まれてる

と思うんですけども、どこの小学校とか中

学校につけられるのか、具体的に教えてく

ださい。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

　防犯カメラにつきましては、小学校 14 校

全部につけます。正門とか通用門とかです

ね小学校は 14 校の 23 台。中学校も５校全

部で５校の７台という形になっております。

合わせて 30台の設置を予定しております。 

フェンスの改修につきましたては、今ち

ょっと修繕が必要なちょっと穴空いてるて

るとかですね、修繕が必要なものを直して

いくというな形になります。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で、田中

委員長。 

○委員長（田中博晃君）今のところなんで

すけれども、私も高野口小学校とか学校運

営協議会とかでお邪魔しておるんですけれ

ども、先生を守るためにね、やっぱり中に

はやんちゃな生徒さんもいらっしゃって、

困ってるところもあるってなったときに、

校内の中にも防犯カメラ欲しいんやってい

うようなお話も聞くんですけれども、そう

いった部分っていうのは、教育委員会の方

に届いてますか。 

○副委員長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（今田　実君）そういった話はあ

ることはありますけれども、校内につける

ことについては、子どもの教育環境、教育

してる場面をすべて記録していくっていう

ような状況になっていきますので、違う問

題も発生してきます。ですから、要所要所

に防犯対策として付ける、そういう方針を

教育委員会としては持っております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）関連でお願い

いたします。 

各小学校、それから中学校の不審者侵入

の対策としての防犯カメラの設置なんです

が、学校の中だけでなくて、侵入者のこと

ですから、地元の区長さんとかとも連携を

とっていただいて、カメラの向きによって

ですね、登下校の安全対策にも繋がるよう

なところにつけられる可能性もあるかと思

いますし、また逆にですね、あまりにも個

人の家が映ってしまうと、それも嫌やって

おっしゃる地元の方もいらっしゃるかもし

れませんし、その辺のところも考慮をいた

だいて、学校側だけで早急に設置するって

いうのではなくって、地元の方々、区長さ

んとも連携をとりながら、角度であるとか

付ける場所であるとかを検討していただけ

たらなと思うんですけれどもその辺はいか

がでしょう。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

おっしゃられたように、目的は不審者の

侵入とか防止という形になるんですけども、

区長さん方も含め学校運営協議会とかです

ね、そういった意見も踏まえて学校として

まとめていただいて、進めていけたらと思

ってます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）270 ページの図書館管

理運営に要する経費の図書費。今までで言

えば、1,000 万円のときがあったのが 700 万

円に下げられてとかっていうときがあった

んですけど、今回、200 万円ほど増えて、

970 万 3,000 円なってるんですが、それはす

ごくありがたいことやなと思うんですけど、

何か方針が変わったんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）図書館長。 
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○図書館長（山本忠司君）今、おただしの

図書費、今回 970 万ということで計上させ

ていただいてます。 

　これは、実は昨年の 10 月なんですけれど

も、図書館利用の、かつらぎ町在住の方な

んですけれども、その方から 200 万円のご

寄附をいただきました。この方が特に図書

の購入費という形で使って欲しいというこ

とで、お申し出がありまして、その分につ

いて今年度を計上させていただいたという

ことになってございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）272 ページの 003213

青少年育成に要する経費の 12 番委託料みん

な集まりはしっこ祭り実施委託料で、去年

と比べて何かこう、反省点とか教訓を経て、

変化事項みたいなものがあれば教えてくだ

さい。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）昨年９月

の 22 日にイベントを実施させていただきま

して、いろいろ学ぶところはございました

ね。令和７年度にする内容というのが、昨

年度と同じ内容というわけではありません。

まだちょっと、今後詰めていくことになっ

ておりますので、予算的にはですね、昨年

度と同様の予算を用意して、それに挑もう

と考えております。ただバスの乗客数であ

りますとか、それに伴う警備でありますと

かそういったところは、中の割り振りでち

ょっと昨年よりは減らしていくとか、そう

いったことはできるのかなと考えます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）去年は、多分その前

の年度より前から、結構実行委員会って何

回もされてたのかなと思うんですけど、今

回、来年度に向けての開催に向けての実行

委員会の開催の度合いとか進捗状況っての

はどんな状況なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）すでに来

年度に向けました実行委員会というのは、

開催さしていただいております。 

それでまたもう、すぐにでもですね、企

画部会といいまして、学生さんたちが中心

に意見をおっしゃっていただく場なんです

けど、そういった会議も実はもう、今日予

定しておりまして、できるだけ早く進めて

いくつもりでおります。 

○副委員長（土井裕美子君）関連で、田中

委員長。 

○委員長（田中博晃君）今のところなんで

すけれども、昨年も際々になって、うちの

団体とかにも動員とか来てたんですけれど

も、やはりせっかくイベントやるんやった

ら、もっと早めにね、こういったところ動

いていただけた方が、うちボーイスカウト

も違う事業も組んであったんで、早くから

行けなかったというのもございますので、

一度そのあたりもね、ＰＲ、周知という部

分で広げていっていただければと思うんで

すけれども、いかがでしょうか。 

○副委員長（土井裕美子君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）お申し出

ありがとうございます。確かに昨年度は初

めてやるということで、ご協力いただける

団体さんも、ちょっとわからなかった部分

もありまして、いろいろ声をかけていく中

で、協力できるよっていう、そういう返事

をいただいた、そういった団体さん等もご

ざいましたんで、今年度、７年度に関しま

してはできるだけ早い段階でそういった周

知というのはしていきたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）早めに周知というこ

となので、日っていうのは決まってるんで

しょうか。会場の場所おさえるのも含めて

だと思うんすけど。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）まだ、こ

の日にするという日は決定しておりません

が、もういくつかの候補日というのはもう

挙げておりまして、検討いただける委員さ

んにもお話してあります。その中で決定し

ていくということで、できるだけ早くです
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ね、日にちというのも決めていきたいと思

います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）関連です。 

　これ、令和６年度は何人ぐらい集まった

んですかね、子どもたちは。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）昨年９月

22 日に開催した際は、およそ 600 名お越し

いただいたんですけども、そのうちお子さ

んは、子どもは約 300 人となっております。

それ以外は、スタッフであったり、あるい

はお子さんを連れてきた保護者さんであっ

たりします。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）このはしっこ

まつりの趣旨は、確か子どもたちが１から

お祭りなどを作り上げて、体験をさせてあ

げたいというようなことだったかと思いま

す。 

で、実行委員になってみませんかってい

う形の中で、公募もして、やる気のある子

どもたちを集めて、本当に大人は子どもた

ちのいろいろな自由な発想をつぶさないよ

うに守りながら、体験をさせてあげようっ

ていう感じだったのかなって私自身は思っ

てるんですけれども、実行委員会の中でそ

んなにたくさん集まらなかったのかなあと、

実行委員がですよ、子どもたちがですよ。

と思ってるんですが、いま実際に中心にな

って関わっていらっしゃる実行委員の子ど

もさんたちが何人で、また、もしこれをず

っとこのままの形で、今年度も開催される

おつもりやからここに上がってきてるんで

すが。新しく実行委員会のメンバーとして

子どもさんを増やしていこうっていう、そ

ういうような取組みっていうのはどのよう

になっているんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）本年の２

月に開催させていただいたときに、その時

に学生委員さんとして８名、手を挙げてい

ただいてるというか参加の表明をしていた

だいております。その方の中にはですね、

昨年から引き続き入ってくださってる方が

ほとんどなんですけども、新規に入ってい

ただいてる方もいらっしゃいます。 

事務局としましては、今後ですね各学校

に行って、またチラシを配ったり、できれ

ば直接説明するっていうこともあるかもし

れませんけども、そういったこともしなが

らですね、協力いただける学生委員さんた

ちというのは増やしていきたいと思ってお

ります。 

また、学生委員さんたちから、例えば自

分の周りにそういう興味のある方がいたら

声をかけてくださいとか、そういうことも

言わせていただいております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）実行委員会の

中に学生さんが８名入ってるんですけれど

も。趣旨的なことから言うと、結構少ない

のかなあっていうふうに思っています。も

っと多くの、例えば各学校の生徒会の子ど

もたちにしっかり声かけて、生徒会から何

名が参加してもらうとか、そういう形の中

でその運営全体に子どもたちが関わってい

くっていうふうなのが本来の趣旨なのかな

と思っております。 

今、先ほど委員長が仰ってましたように、

子どもたちも運営していただきましたけれ

ども、やはりお祭りをするにあたって、実

働部隊っていうのがたくさんいったかと思

いますので、ボーイスカウトさんにお声掛

けをされたりとか、それから、学童保育の

ＮＰＯさんの方にお声掛けをされて、その

中の子どもたちの指導に関わっている大人

の方たちもたくさん動員がかかって、ボラ

ンティアでお手伝いをしていただけたかな

と思ってるんですが。それも大切ですが、

実際、そういう子どもたちが、子どもたち

の手づくりの祭りを、子どもたちの手で作

っていくっていうのであれば、もっとやっ

ぱり積極的に学校さんの方にもいろいろ発

信をしてですね、子どもたちをしっかり集

めてくるっていうのもおかしな言い方かも

しれませんけれども、子どもたちの手によ
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る子どもたちのための祭りっていうのんだ

ったらすごいよくわかるんですけど。なか

なかこう、見てるとやらされてる感があっ

たかなっていう、私はそういう感じがしま

したので、その辺のところをしっかりとも

しこれをやるのであればやっていただきた

いなって思うのと。 

人数的にも、子どもさんが 300 人集まっ

たっていうことなんですが、反省点がたく

さんあったかと思うのでその反省点を、も

し今年度に関してはしっかりと改善をして

いっていただきたい。大変財政厳しい中で

の貴重な財源でございますので、失敗を得

て、その次の成功体験というのが、そうい

うこと体験させてあげるってのは大変必要

なんですけれども。なかなか厳しいものが

ございますんで、その辺のところを、教育

委員会としてどのように考えてるのかなっ

て思うんですけれども。例えば祭りがいっ

ぱいあってですね、教育委員会がやってる

まなびの日なんかと一緒にジョイントをし

て、１つの武道場であるとかブースをはし

っこまつりの、ところに使っていただくと

かですね、そういうふうなジョイント的な

２つの祭りを１つにしてっていうような、

そういうお考えは全くないのでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）副委員長

おっしゃるように、このはしっこ祭りとい

うのは学生委員さんから意見をいただいて、

あるいは実際、学生委員さんもかなりです

ね、動いていただいて進めていく祭りです。

その学生委員さんの中から、そういう、今

おっしゃったような提案が出てまいりまし

たら、もちろんその会議の中で考えていく

ことになるかと思います。 

で、こちらから「こういうのもあるよ。

こんなんどうですか。」っていうのはあまり

提案することはないんですけど、もちろん

学生さんにはこんないろんな選択肢の中か

らですね、やり方であるとか、開催方法、

開催内容っていうのを考えていただく、決

めていただくというのをしていただければ

と思っております。また、学生委員さん、

さらにですね、集めるために生徒会、中学

校等の生徒会の方にですね、ちょっと行か

していただいて、こういうイベントがあり

ますので、ご協力いただけませんかってい

うようなお話ももうすでに動き始めており

ます。ちょうどいま年度替わりですので、

また新しい役員さん等が決まったらですね、

順次、そういう学校にお邪魔してそういう

お願いをしに行くつもりでおります。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）やっぱり学校

の協力もある程度必要だというふうに感じ

ております。知り合いの子どもたちの保護

者さんに聞きますと、プリントが 1 枚配ら

れただけで、もう全くこういうお祭りがあ

るのは知らなかったというようなことも耳

にいたしましたので、学校教育課の方から

ですね、先生を動員せよとかそういうこと

は言ってませんので、こういうお祭りがあ

って、その実行委員会の中に入って自分た

ちがやりたいお祭りができるんだよってい

うようなね、そういうやっぱり働きかけと

いうか、そういうのも学校の先生方を通じ

て、子どもたちに発信していただくってい

うのも大事だと思いますので。なかなかプ

リント 1 枚では届かない部分もあると思い

ますので、学校教育課と生涯学習課がしっ

かりと協力をし合って、この祭りをしよう

と思って、単独でやろうと思っているので

あれば協力体制をとっていただきたいと思

いますが、学校教育課のほうはどうでしょ

う。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）ありがとう

ございます。まず、はしっこ祭りの実行委

員の中に、小中学校長も入っております。

その小中学校長には、それぞれ伝達をしま

して、各学校で周知するようにということ

でお伝えをしておりますが、実際今回、今

年度実施したときには、子どもたちの時間

的な都合というのが、スケジュールなかな

かつかないというところもあったというふ

うに伺っておりますので、そこまた調整で

きるご家庭があれば協力していただくよう
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にということで、また呼びかけていきたい

と思っております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

南出委員。 

○委員（南出昌彦君）関連違うけど。252 ペ

ージなんですけども。002902 の小学校管理

運営に要する経費なんですけど、それの 10

番の需用費なんですけど。ちょっと何に当

たるか見当つかないんですけども、ちょっ

とたまたまなんですけども、小学校の保護

者の方にちょっと言われたことがありまし

て、小学校入ったときに、サッカーゴール

の網が壊れとって、今、５年生なんだけど、

まだちょっと網がないままやっていう感じ

の話を聞いたんですけども。 

学校にも予算があると思うんですけれど

も、安価なものであるんやったら、若干ち

ょっとまた追加でそういう予算組みみたい

な、していただけることって教育委員会で

はできないんでしょう。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

例えば、需用費にありますように消耗品

とかにつきましてなんですけども、学校に

対して 1 個ずつ割り当てる金額とクラスの

数に応じて割り当てるものという形で予算

の配分をしております。 

その中でいろいろ、学校からいろいろ要

望上がってきたものを買っていただくよう

な形になっておりまして、その中でやりく

りしていただくのが基本となっていきます。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ついついちょっと安

価なものだからだと思うんですけど、つい

つい後回し後回しになって、６年間サッカ

ーゴールには網がないもんやと思って卒業

したらちょっとかわいそうかなとも思いま

すんで、もしそういう機会があればまた、

校長先生らの話を聞く機会があればお願い

したいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

阪本委員。 

○委員（阪本久代君）268 ページの委託料、

ここは公民館のとこなんですけど、下水道

工事設計委託料というのがあるんですけど、

これはどこの公民館でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）中央公民館長。 

○中央公民館長（中田　幸君）隅田地区公

民館です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）258 ページのデジタル

教科書整備事業、10 の需用費の消耗品、

1,321 万 4,000 円ということなんですけども、

これはすべての小中学校にデジタル教科書

が、どの教科っていうかすべての教科に用

意されるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）来年度は中

学校の指導者用のデジタル教科書というこ

とになっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）260 ページの社会教育

総務に要する経費のうちの 12 番委託料で、

すこやか橋本まなびの日委託料で 233 万円

なんですけども。 

これすこやか橋本まなびの日は 233 万円で

できて、先ほどのはしっこ祭り、これが 458

万円掛かるってんで、多分来てる人数は、

まなびの日の方が多いんじゃないかって思

うのと、来てる層もちっちゃい子どもたち、

まなびの日めっちゃいっぱい来てますよね。 

そう考えたときに、なぜそのはしっこ祭

りは 200 万ぐらい多く経費がかかるのかっ

ていうのが、多分警備費が入ってたと思う

んですけど。あれって足す必要があるのか

なと思うんすけど、その辺どうですかね。 

まなびの日は、なぜこんな安くできてる

のかっていう説明でいいんですかね。はし

っこ祭りに比べて、 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）はしっこ

祭りは、やはり小中学生をメインとして、

そういった方いっぱい来ていただきたいと

いうそういうイベントです。そこで、小中
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学生だけでも来れるように、例えばバスを

出したりであるとか、警備をやったりとか、

また、実行委員会としてイベント、中の運

動会みたいなものであるとか、そういった

ことを実行委員会みずからが企画してです

ね、ものもそろえて実施しております。 

それに比べますと、すこやか橋本まなび

の日につきましては、もちろん対象者は本

当に小さなお子様から高齢の方までという

ことで、基本ですね、自分で運転する、あ

るいは、家族が運転する車に乗って来てい

ただく方がほとんどでありますので、そう

いうバスでありますとかそういったものが

ございません。 

また、よくご存じだと思いますが、各ブ

ースの場所、こちら提供するような形で、

その場所を団体の皆さまが活用していただ

いてＰＲとか、そういったことに利用して

いただくということで団体様自身も、いろ

んなお金がかかっていると思いますけど、

それは事務局の経費とはちょっと違います

のでそういったところから、その総額の違

いというのは出てくるのかなと思います。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。先ほど

268 ページで、隅田地区公民館が下水道工事

の設計委託ということを教えていただいた

んですけど、増田地区公民館の近くには東

部コミュニティセンターがあるんですが、

コミュニティセンターの方には書いてない

んだけど、これは同時にされるんでしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）中央公民館長。 

○中央公民館長（中田　幸君）こちらの方

の下水道の委託料の方は、東部コミュニテ

ィセンターと合わせて、1つの一本の委託料

として計上させていただいております。 

内容は東部コミュニティセンターも合わ

さっています。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）246 ページの 12 委

託料、ＧＩＧＡスクールの端末のところな

んですけれども。 

端末を今回更新ということで、前回から、

５年で更新したということになると、学校

通ってる間でね、１回さらに変わるという

ことになります。 

で、県内の他の学校調べたらやっていな

いところもある中で、橋本が今回５年で更

新したっていうのは、お金的にもう 1 年、

ひっぱれたらよかったのにな。確かにＷｉ

ｎｄｏｗｓ10 の保守がなくなるけれども、

特に影響ないのかなという気もしてるんで

すけれども、そのあたり、どのような理由

でまず今回更新になったのかお願いします。 

○副委員長（土井裕美子君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）今回ですね、

ＧＩＧＡスクールの端末購入費という形で、

2億 3,991 万円計上させていただいておりま

す。 

今回の更新時期にあたるということで、

県の共同調達の枠組みに乗っていくという

こともありまして、ちょっと５年という形

の今のタイミング、かなり端末の方の動き

というのもちょっと厳しくなってきておる

ところもありますので、今回５年という形

でちょっと更新をさせていただくという形

で決定しております。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）ほか、５年でやっ

ていない自治体もあったかと思うんですけ

れども、それはあるところは違う端末やっ

たってのを聞いてるんですけれども、同じ

端末で更新してないところもあるんですか。 

あった気がするんですけど、いかがですか。 

○副委員長（土井裕美子君）答弁できます

か。無理ですか。時間かかりますか。 

教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）近隣で言い

ますと、同じような端末使ってるかつらぎ

町とか九度山町ですね、同じ購入という形

で今回同じタイミングで更新する形になっ

ております。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）更新していない自

治体もあるっていうことで、まずそこわか

っていただきたいのと、今回更新したら途
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中で卒業する子もいてれば、また途中で更

新するっていうことになってきます。それ

では今後の予算組んでいく段階で、次の更

新も、じゃあ次７年に合わせてやるのかと

かも考えていかないと、年度、子どもたち

が成長していく途中で更新した場合に、市

の持ち出しばっかり増えていく可能性もあ

ります。その辺りはきっちりと計算して欲

しいんですけれども、いかがですか。 

○副委員長（土井裕美子君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）今回の調達

に対しまして、今後ですね、次の更新のと

きにタイミングというのは考えたいと思い

ます。 

今後ですね、持ち帰りの学習とかですね、

デジタル端末を使った学習の幅を広げてい

くために今回更新をさせていただくことで

決めております。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）ってなったら今度

この端末をですね、更新した後の端末です

ね、こういったものの処分方法、例えば、

正直売れます。現金に変わりますが、橋本

市としてはどういった処分をしていきます

か。 

○副委員長（土井裕美子君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えしま

す。 

　今回共同調達の枠組みに乗っていくんで

すけども、調達の条件ですね、納入業者が

回収をして、処分をしていく方向になって

いくと思います。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。

よろしいですか。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）264 ページの 003253

の岡潔数学体験館に要する経費なんですけ

れども、市民の方のからちょっと声を聞き

ますと、いろいろ内容的に非常にいいもの

をやってくれてるというふうにお聞きして

ます。 

令和６年度の実績がわかったら、それとま

た令和７年度どのようなメニューで、学習

会みたいなのも行っていくのか、説明お願

いします。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）ありがと

うございます。 

体験館ではいろいろな講座でありますと

か公園でありますとか、そういったことを

開催しておりまして、たくさんの方にご参

加いただいております。 

６年度の、まず算数数学体験教室ってこ

れは、小学生や中学生などを対象とした、

算数に関わる講座ですけども、こちらは延

べ 13 回、例えば１日２回開催している講座

もございますので、延べ 13 回開催しており

ます。それぞれ、参加人数が講座でしたら

20 名前後で、大きな講演とかになりますと、

100 名、あるいは 60 名でありますとか、そ

ういった参加いただいております。で、講

演の方は２回開催さしていただいておりま

す。 

またですね、主に大人なの方を対象とし

ました、箴言教室というものがございまし

て、岡潔の言葉をですね、皆で自分はこう

解釈するとかいうお話をしていただくもの

ですけども、そちらは、今年度も 11 回開催

しております。これも 11 回の予定でもうす

べて開催しております。平均しますと 10 名

前後の参加をいただいております。 

　来年度につきましても、算数数学体験教

室につきましては、12 回、できるだけ毎月

開催する予定であります。そして箴言教室

の方も同様にですね、こちらも 12 回開催予

定になっております。また、今年、令和６

年度でやっていない、新しくするものにつ

きましては、柱本の自然を見ていただく史

跡のガイドツアーでありますとか、またで

すね、小中学校の要望に応じまして、出前

講座というものを、開催させていただきた

いと思っております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　また逆に皆さん、たくさんありますか。

ありますね。 

　まだ、ちょっとあるということですので、

本日はこの程度にとどめます。 
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お諮りいたします。 

　本日の会議は、この程度にとどめ散会し、

３月 10 日（月）午前９時 30 分から会議を

開くことにいたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、そのように決しました。本日はこ

れにて散会いたします。お疲れさまです。 

 

（午後４時 38 分　散会） 

 

 


